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序   文

日頃より仙台市の文化財保護行政に多大のご協力を賜 り、殊に感謝にたえません。

本書で報告される茂庭けんとう城 。東館跡の位置する茂庭生出地区は、仙台市の西部にあっ

て、西は出羽へ抜ける笹谷ニロ道、北は官城郡国分庄へ抜ける郷六道が走 り、古くから交通の

要衝として重要視されてきた地域です。

地形的には、名取川と山間部に囲まれて盆地状を呈しており、北側の山稜には、山裾の集落

を見おろすように中世の山城が連なって配されております。また、太白山を中心とする自然観

察路など、現在では市内で数少なくなった緑地を録全している地帯でもあります。

今般、仙台市の都市化に伴う都市機能の充実にあたって、茂庭浄水場天日乾燥床および、ガ

ス局ガスホルダーの新設工事が必至となり、当遺跡の発掘調査に至りました。中世山城の調査

は当市でも例が少なく、その成果に大いに期待がかかりましたが、調査の結果、縄文時代後期

の堅穴住居跡、獣を捕る陥し穴列、近世の堤、近代の炭焼き窯を発見いたしました。

今回の調査成果で新たな知見も加わり、茂庭けんとう城・東館跡の性格が複合遺跡として再

認識されました。

この報告書が皆様方の歴史研究の一助として広く活用され、文化財に対するご理解と保護に

役立ちますことを念じております。

最後になりましたが、調査ならびに報告書の刊行にご指導、ご協力下さいました皆様に対し、

深く感謝申し上げます。

1990年 3月

仙台市教育委員会

教育長 藤井 黎
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I 遺跡の立地と環境

1.地形 と地質
(1)地形 と遺跡の立地

宮城県南部、仙台平野の西方には標高300～400m以下の丘陵地が発達している。この丘陵地

は陸前丘陵といわれ奥羽山脈より派生するものである。仙台市西方では、陸前丘陵を北から順

に七北田川、広瀬川、名取川が東流し、下刻作用により中流域に 4～ 5段の河岸段丘を形成し

ている。

仙台市においては、北西部の七北田川と広瀬川の河間丘陵地と西南部の広瀬川と名取川の河

間丘陵地に大別され、さらに広瀬―名取河間丘陵地は青葉山丘陵 (青棄山、八木山に広がり、

北東縁を広瀬川により形成された段丘群に、東南縁を長町一利府構造線に画される)と 、蕃山

丘陵 (青棄山丘陵の西方、茂庭、梨野、折立、高田に広がる)と に分けられている。これらの

丘陵は河川水の浸食による開析を受けており、その度合いは蕃山丘陵において最も顕著であり、

起伏が大きいことを示している。

今回茂庭浄水場天日乾燥床新設工事に伴い調査対象になった地区は、仙台市役所の南西約 8

km、 北に太白山、西に亀ケ森を望む蕃山丘陵の南東部に位置する。標高は80～ 100m、 東西200

m、 南北300mの丘陵地に位置し、丘陵には浸食谷である深い谷が入 り込んでいる。

(2)茂庭浄水場付近の地形

豊島正幸 (東北大学理学部地理学教室)

①地形。地質概観

第 1図の地形図には、高度間隔が 2mの等高線が示してあり、地形の詳細な起伏が読み取れ

る。さらに、浄水場ができる以前に作成されているので、人工改変を受けていないもとの地形

の様子を知ることができる。

この地形図をみると、浄水場が位置する標高90～ 100mの部分は等高線の配列状態が粗であ

り、比較的平坦な地形は河岸段丘面である。ここではこの段丘面を、浄水場面と呼がことにす

る。

一方、標高100m以上の部分は等高線相互の間隔が接近しており、傾斜がより急になってい

ることがわかる。この部分は丘陵に属する。

発掘区は、概ね、段丘面背後の丘陵斜面に位置する。

北村ほか (1986)に よれば、この地域の地質は、新第三系の旗立層とその下位の茂庭層であ

る。前者は凝灰岩薄層をはさLP砂岩およびツル ト岩であり、後者は、礫岩および砂岩である。



②発掘区の地形と地質

第 2図は発掘区の地形とその堆積物を検討するために作成した断面図である。 (断面の位置

は第 3図参照)。 発掘区域の西縁は尾根部に当たり、一方、東縁は丘陵を刻む谷に望む。その

ため、発掘区は全体として西から東へ傾斜する。

断面Cをみると、支谷に沿う部分が比較的平坦になっており、幅が狭いながら谷に沿って河

岸段丘面が形成されていることがわかる。この段丘面の形成は、高度関係から見て、前述の浄

水場面より新しい。断面図で尾根部にあたる深掘リグリッド7の堆積物は、地表からlmま で

が黄褐色ンル ト層であり、その下部に川崎スコリア層 (約 3万年前、板垣ほか、1981)を断片

的にはさむ。このシルト層の下位には凝灰質砂岩・ ンル ト岩の礫を含む灰白色のシルト・粘土

層が存在し、その厚さは lm以上である。これらの礫の中には角～亜角礫が含まれ、さらに、

その岩質が発掘区周辺の丘陵部に露出する岩石と同じであることから、礫混じりのこの堆積物
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第 1図 調査区周辺地形図



は、主として重力にしたがって斜面上を移動してきた斜面堆積物であると判断される。上部の

黄褐色ツルト層も、川崎スコリアを含む層準が火山灰質であるものの、基本的には斜面堆積物

である。

斜面のより下方に位置するグリッド8でも、少なくとも2mの斜面堆積物が観察できる。な

お、下半部に安山岩質の円礫を主体とする層相がみられるのは、この部分が礫岩などからなる

茂庭層を起源としているためと考えられる。第 2図の断面図中の柱状図には、砂岩・ ツルト岩

礫を含む層相と安山岩礫を合む層相を区別して示したが、どちらも斜面堆積物であることには

かわ りはない。

A
m,a.sl                                    ll

□
鵬 スコリア

匡垂妻劉斜面堆積物樫塩碁な後と暮3礫
を合む

第 2図 深掘リグリッド柱状断面図



断面Bでは、尾根部に近いグリッド3の堆積物の厚さが少なくとも4.5mあ り、他の地点の

斜面堆積物も同程度の厚さをもつことが予想される。

川崎スコリアの存在が確認できたグリッドは、■、 6、 2、 lo、 7お よび14であり、いずれ

も尾根部あるいはそれに近い位置にある。このことは、斜面における堆積物の移動が、 3万年

前以降、斜面の下方でより活発であったことを物語る。

③地形の発達過程

第 4図は、発掘区における観察結果と浄水場内のボーリング柱状図に基づいて作成した断面

図である。堆積物が浸食からま瑣がれてよく朱存されていることが期待される尾根部を連ねて

断面位置をX―X'の ように設定した (断面位置は第 1図参照)。
同断面において、標高90m前後の高度に、基盤岩石をはば水平に切って堆積している厚さ 3

1傷

第 3図 深掘リゲリッド配置図



～ 5mの映層が存在する。これは浄水場面を形づくる段丘礫層である。その上位には、粘土質

の堆積物がみられる。これは、丘陵部に向かって厚さを増し、発掘区で観察できた斜面堆積物

と連続する。

以上に述べたことを総合すると、茂庭浄水場付近の地形の発達過程は、次のように考えられ

る。

a)名取川本流による浄水場面の形成。一一浄水場面で、川崎スコリア層を直接観察できない

ものの、段丘礫層が同スコリアを含む斜面堆積物の下位にあることから、この段丘面の形成は、

少なくとも3万年前より古いことがわかる。さらに、愛島軽石層 (約 9万年前、早田ほか、1987)

は見出されないので、約 9万年前よりは新しい。このようなテフラの堆積状態では、山田上ノ

台遺跡や北前遺跡が位置する段丘面と同じ時代である。

b)浄水場面形成後の斜面堆積物の生産 。移動。一一背後の丘陵斜面で生産された礫混じリシ

ルト～粘土層が浄水場面を厚く覆った。川崎スコリア層の層準より下位の斜面堆積物の生産
。

移動に関して、 5万～ 6万年の寒冷期におけるソリフラクションのプロセスが考えられる。

c)丘陵斜面・段丘面 (浄水場面)の浸食 (開析)過程。一一浄水場面が形成された後、名取

川崎スコリア

斜面堆積物

段丘礫層

基盤岩

□
国
躙
∞

第 4図 調査区周辺断面図



川の河床が低下する。それに伴って、名取川に注ぐ支流も河床を低下させるため、浄水場面や

その背後の丘陵斜面には谷が刻み込まれることになる。発掘区はこの時にできた谷壁斜面に位

置し、川崎スコリアの残存状態からみて、谷壁斜面の下方ほど、より新しい時代まで、斜面物

質の移動が行われたことがわかる。
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付記 :こ の「茂庭浄水場付近の地形」は、筆者が東北大学理学部地理学教室在職中の踏査、研究に

基づいて著出したものである。

2.歴史的環境
(1)周辺の遺跡

仙台市西南部の蕃山、坪沼、高館各丘陵及び、この間を東流する名取川流域の段丘は、現在

まで本格的な発掘調査が行なわれた遺跡は、茂庭団地内の各遺跡 (梨野A遺跡、沼原A遺跡、

沼原 B遺跡、沼原 C遺跡、嶺山A遺跡、嶺山B遺跡、嶺山C遺跡)及び町田遺跡等と少なく、

ほとんどが踏査によって発見された遺跡でその数も少ない。これらの遺跡の立地は狭い段丘上、

丘陵末端斜面上、谷底平野、盆地を中心としている。しかし、人来田地区以東の名取川左岸に

なると段丘面が次第に発達しだし、富沢付近になると名取川両岸に沖積面がみられるようにな

る。また、左岸沖積面北側には青葉山丘陵から延びる穏やかな、数段からなる段丘面が広がり、

これら段丘面、沖積面には数多くの遺跡が立地する。

春山丘陵南端部の茂庭地区には、名取川左岸に比較的広い段丘面 (茂庭低地)がみられ、遺

跡の多くはこの周辺部に立地する。

ここでは茂庭地区の遺跡を中心として名取川流域の赤石、西多賀、坪沼丘陵、そして一部名

取市北部も交え、各地区における遺跡を時代別に概観することによって、当遺跡の歴史的環境

を述べることとする。

旧石器時代の遺跡は、名取川左岸山田地区段丘上に位置する山田上ノ台遺跡、北前遺跡で、



旧石器時代前期、後期の遺物を出土している。また記憶に新しいところでは、沖積地である富

沢遺跡において後期の遺物が出上している。

縄文時代早期になると、茂庭地区ではけんとう城跡ほか、梨野A遺跡、嶺山B遺跡で遺物が

出土してお り、名取川段丘上では、川添遺跡、北前遺跡、山田上ノ台遺跡、三神峯遺跡で、坪

沼地区では館前東遺跡、中沖遺跡で遺物の出土、散布がみられる。北前遺跡では末葉の集落跡

が検出されている。

縄文時代前期の遺跡は早期と重複している場合が多い。茂庭地区ではけんとう城跡ほか、梨

野A遺跡、沼原A遺跡で、若千の遺物を出土しているにすぎないが、三神峯遺跡で前葉の住居

跡が、北前遺跡では末葉の上坑群が検出されている。

縄文時代中期になると、けんとう城跡ほか茂庭団地内の各遺跡において遺物が出土 しており、

梨野A遺跡からは後葉の居住跡が検出されている。他に茂庭地区では、段丘面に位置する人来

田遺跡、人来田A遺跡、新熊野遺跡で遺物の出土、散布がみられ、人来田遺跡では中葉の住居

跡が検出されている。山田地区では、山田上ノ台遺跡で末葉の大集落が形成されている。

縄文時代後期においては、けんとう城跡ほか茂庭団地内の各遺跡で遺物を出土 し、他に茂庭

地区では丘陵末端斜面上に位置する嶺岸遺跡、門野山囲遺跡で遺物の散布がみられる。

縄文時代晩期もまた、けんとう城跡ほか茂庭団地内の各遺跡で遺物を出土してお り、梨野A

遺跡では後葉の土坑墓が検出されている。遺物の散布は後期と同様に嶺岸遺跡、門野山囲遺跡

でみられる。名取川流域段丘面上では遺物の出土散布地はあるが、居住跡あるいは大規模な遺

跡は現在までのところ確認されていない。

以上の他に茂庭地区には縄文土器を散布する向根 。新組・塩ノ瀬 。人来田Cの各遺跡があ

る。

弥生時代の遺跡としては、茂庭地区では沼原A遺跡 (中期後半)、 門野山囲遺跡、坂ノ下遺

跡、人来田遺跡、人来田A遺跡で、赤石地区では名取川段丘上の大苗遺跡で遺物が出土、散布

するにすぎず、遺跡数は減少する傾向を示す。しかし、大野田地区や仙台市東部の沖積地の自

然堤防上、浜堤上には中期後半以降の遺跡が多くみられ、富沢遺跡のような大水田遺跡が検出

され、生活、生産の場が丘陵上、段丘上から沖積地へ移っていくという大きな変換期を迎える。

古墳時代の遺跡としては、茂庭地区では梨野A遺跡から中期の上坑を検出してお り、向根遺

跡、坂ノ下遺跡、町田遺跡、新組遺跡、人来田遺跡、人来田B遺跡、人来田C遺跡、塩ノ瀬遺

跡で、遺物が散布する。この時代以降になると沖積面も安定の度合いを高め、生活の舞台の中

心は完全に丘陵上や段丘面から沖積地へと移る。

古墳時代終末から奈良時代にかけての遺跡は、茂庭地区では丘陵斜面部に梨野横穴群、向根

横穴群が、奈良時代の遺物散布地としては梨野 B遺跡、本郷遺跡、向根東遺跡、中ノ瀬遺跡が



みられる程度である。

平安時代の遺跡としては、茂庭地区では町田遺跡において住居跡と掘立柱建物跡が、沼原A
遺跡で住居跡、嶺山C遺跡では製鉄跡が検出されており、けんとう城跡ほか、嶺山A遺跡、梨

野A遺跡では遺物を出上している。また本郷遺跡、向根東遺跡、門野山囲遺跡、坂ノ下遺跡、

中ノ瀬遺跡、新組遺跡、人来田B遺跡、人来田C遺跡、塩ノ頑遺跡で遺物の散布がみられる。

茂庭地区では秀生～奈良時代の遺跡数に比べ平安時代の遺跡数が増加している。これは赤石地

区、坪沼地区においても同様の傾向を示 してお り、この時期に丘陵地帯への進出が目立つ。ま

たこれらの遺跡は、丘陵中でも河川沿いの段丘面の発達した場所や盆地性の場所にのみ集中す

る傾向を示している。沖積地ではほとんどの遺跡が奈良時代の遺跡と立地の変化がなく、した

がって重複する遺跡が多くみられるが、丘陵地同様遺跡数は増加する。

中世の遺跡では茂庭低地にある町田遺跡では掘立柱建物跡が検出されている。また周辺の丘

陵上には、けんとう城跡、東館跡、峯館跡、西館跡が、高田地区西側の丘陵上には大館跡、小

館跡の館跡群が密集し、高館丘陵東麓の城跡とともに名取川流域中世山城の集中地点となって

いる。

近世になると町田遺跡において、掘立柱建物跡、墓羨が検出されている。

この他に茂庭地区では、高田周辺の丘陵斜面上に位置する高田カナクソ遺跡、本郷周辺の丘

陵末端斜面上に位置する西館裏遺跡 (仮称)にかなりの鉄滓の散布をみるが、時代は不粥であ
る。嶺山C遺跡で平安時代の製鉄跡が検出していることから、平安時代に茂庭地区の丘陵地帯

が鉄の生産の場として広く利用されていた可能性が考えられ、中世における茂庭地区の城館の

集中と大きな関わ りを持つ一つの要因と成 り得るかも知れない。また茂庭南側の坪沼、高館丘

陵中のノマヤマ遺跡、北原遺跡でも鉄滓、羽口の散布が認められる。

(2)茂庭けんとう城・東館跡

名取郡誌によると茂庭の地は、鎌倉時代以前の平泉藤原氏四代100年間は藤原氏の領地であ

ったが、文治 5(1189)年 の源頼朝奥州征伐の後は、名取郡が戦力のあった諸将武臣に分領さ

れることになった。その中で、河村千鶴丸 (後に四郎秀清)は厚樫山の戦功によって茂庭の地

を拝領し、その後代々河村氏 (13代後の政秀より茂庭と姓を改める)が領有している。ただ し

元和 4(1618)年に茂庭氏は居を栗原郡八障村に移したため、一時伊達家の直轄地となったが、

元禄16(1703)年に再び茂庭の地に戻 り、明治維新に至ったとある。

河村家の記録によると、茂庭には大館を中心に 4つの館を配置したと伝えられている。現在

では、東館、けんとう城、峯館、西館、大館、小館、根添館の 7つが知られているが、築造時

期や城主など詳しいことは分かっていないものが多い。



「けんとう城」の所在地については、大館を初期の「けんとう城」とする説、名取川の南に

そびえる大八山 (現在は牧場となっている)が「けんとう城」だとする説もあり、一定しない。

しかしここでは、けんとう城は茂庭本郷字向根の山裾に点在する集落の後ろ、北面に控える山

の上に位置する館跡としたい。このけんとう城は東西200m、 南北80m、 東西両翼に曲輪を配

した梯郭式中世山城といえる。本丸と考えられる平場の正面 (南面)には、鈎型の土塁やその

他遺構と考えられる土の高まりが残っており、この平場の東側には深くて明瞭な掘切が見られ

る。この掘切の東側には三ノ九と考えられる平場とその東端に堀切が見られ、その先は尾根伝

いに東館に登って行くことができる。本九の西側は、一段低くなった後ニノ丸と考えられる平

場が続き、その西端は数段の土段が斜面中腹まで続き、その後断崖となって終わる。北、南側

も断崖に手を加えた土段の跡が見られ、中々の要害となっている。

『仙台領内古城書上』 (延宝年中1677年)には「山 けんとう城」として、「東西百二十間、

南北五十人間 城主茂庭駿河此虎開基。近邊二要害四ケ所取立。末孫茂庭擢左衛門秀敦所二拝

領_居城ス。」とある。また『封内風上記』の名取郡の条に「河村駿河守政秀」の名前が見ら

れ、『茂庭氏略系』には、「茂庭駿河」の名前が茂庭政秀、定直親子に見られる。『東藩史稿』

によると定直は天正17(1589)年に32才で戦死したとあり、また『伊達治家記録』には天正 16

(1588)年 の条に「茂庭主膳定直 兄鷹一居持参献上ス。主膳ハ名取郡茂庭村二住ス。」とあ

る。以上のことから茂庭駿河が天正年間に茂庭村に居住していたことが分かるので、茂庭駿河

がけんとう城を築城したとなると、その時期も天正年間以前であると考えられる。

東館の位置はけんとう城と同じ山続きの東側に当た り、高さ約100m(標高160m)の最頂部

に二つの平場を持ち、その周囲を 8～ 10mほ どの曲輪が 1～ 3段に取 り囲む。また二つの平場

の間に東西を分断する堀切があり、西の曲輸の西北にも堀切が見られる。この二つの平場に館

を築き、けんとう城の「近邊二要害四ケ所取立」の一つ、東の伝城としての機能を持っていた

と考えられる。

また、現在水道局茂庭浄水場のある位置は南に延びる丘陵面にあたるため、ここに東館の何

らかの施設があった可能性を指摘できるが、昭和30年代の浄水場造成工事のため、現在では不

明である。尚、けんとう城及び東館については今まで簡単な踏査が行われただけで、本格的な

発掘調査は行われていないため、具体的な施設等も明らかにはされていない。今後の発掘調査

の成果に期待がされる。



第 1表 遺跡地名表
Ne 遺 跡 名 種 冴1 立  地 年 代 遺 跡  名 種  房1 立 地 年 代

1 茂庭東館跡 城  館 丘  陵 中世 梨野 C遺跡 丘陵斜面 縄文・奈良・平安

2 茂庭けんとう城跡 城  館 丘  陵 中世 羽黒堂遺跡 段   丘 縄文・奈良・平安
3 茂庭峯館跡 城 館 丘   陵 中世 内城 I遺跡 河岸段丘 縄文・平安

4 茂庭西館跡 城  館 丘  陵 中世 佐保山東遼跡 包 含地 丘 陵 麓 r・I文 。平安

5 茂庭大館跡 城  館 丘  陵 中世 汚田通 A遺跡 台   地 縄文・平安
茂庭小館跡 城 館 丘   陵 中 世 63 清日原西遺跡 自然堤防 縄文・平安

7 山阻上 ノ台遺跡 集落跡 段  丘 清田原東遺跡 自然堤防 縄文・平安

8 北前遺跡 集落跡 段   丘 御堂平遺跡 谷底平野 縄文・平安・中世

青葉山遺跡 包合地 丘陵斜面 旧石器 (後 ) 坂 ノ下遺跡 包含地 台   地 弥生・古墳・平安
梨野A遺跡 集落赫 丘  陵 南 ノ東遺跡 沖 積 地 弥生。平安 (中 ?)

川添東遺跡 包含地 段   丘 縄文 (早。前。中・晩 ) 岩 口上遺跡 包 含地 台  地 古墳・奈良・平安
嶺山B遺跡 狩猟域 丘   陵 縄文 (早。後・晩) 町田遺跡 包含地 台   地 古墳・平安
中沖遺跡 包含地 合  地 縄文 (早 )・平安 人来田B遺跡 包 含地 台   地 古墳。平安
沼原A遺跡 狩猟域 丘   陵 八幡遺跡 台   地 古墳・平安
来光囲遺跡 包含地 沖積平野 縄文 (前 )。苦代 余方遺跡 包含地 段   丘 古墳・古代
小塚西遺跡 段 丘 上 縄文 (中 ) 岩口中遺跡 包含地 自然堤防 古墳・古代

大貝下遺跡 丘陵斜面 縄文 (中 ) 岩口下遺跡 包含地 自然堤防 古墳・古代

新熊野遺跡 包含地 段   丘 縄文 (中 ) 岩口南遺跡 包含地 自然堤防 古頂・古代

沼原C遺跡 散布地 丘   陵 縄文(中・後) 梨野横穴群 横穴古墳 丘陵斜面 古墳末～奈良

沼原B遺跡 狩猟嫁 丘   陵 縄文 (中・後・晩) 向根横穴群 槙穴古墳 丘陵斜面 古墳末～奈良

員坂遺跡 包含地 沖積平野 縄文 (中・後)・弥生。古墳・古代 熊野堂横穴群 横穴古墳 丘陵斜面 古墳末～奈良

人来田A遺跡 包含地 台   地 縄文 (中 )・弥生 山口条里遺糖 沖積平野 奈良

人来田遺跡 集 落跡 段   丘 縄文 (中 )。弥生 梨野 B遺跡 包 含地 丘陵斜面 奈良・平安

上野遺跡 包含地 段   丘 縄文 (中 )・奈良・平安 本郷遺跡 包合地 丘陵斜面 奈良・平安

上町遺跡 包含地 丘 陵 縫 縄文 (中 )。古代 後口遺跡 丘陵斜面 奈良。平安

相ノ原遺跡 段   丘 縄文 (後 ) 竹の内前遺跡 沖積平野 奈良・平安

下中東遺跡 包 含地 段   丘 縄文(後 ) 富田南西遺跡 自然堤防 奈良・平安

嶺山A遺跡 狩猟域 丘   陵 縄文 (後・晩 ) 六本松遺跡 自然堤防 奈良・平安

横岸遺跡 包含地 丘   陵 縄文 (後・晩 ) 向根東遺跡 包含地 合   地 奈貞末～平安
門野山田遺跡 包含地 丘   陵 縄文(後・晩)・弥生・平安 中 /瀬遺跡 包 含地 台   地 奈良末～平安
嶺山C遺跡 生産跡 丘  陵 縄文 (後・晩)・平安 沼尻遺跡 丘陵斜面 平安

大貝中遺跡 段   丘 縄文 (晩 )・古墳・平安 南沖東遺跡 丘陵斜面 平安

舟木南遺跡 段   丘 縄文 右京内遺跡 丘陵斜面 平安

舟雀遺跡 段   丘 縄文 汚口通 B遺跡 台   地 平安

35 青六沢8遺跡 段   丘 縄文 谷地前遺跡 沖積平野 平安

青木沢遺跡 段   丘 縄文 八幡西遺跡 集落跡 段   丘 平安
西前遺跡 丘陵東斜面 縄文 土手下遺跡 集落跡 自然堤防 古代

境団遺跡 丘陵斜面 縄文 舞台中遼跡 築落跡 旧 河 道 古代

網木遺跡 包 含地 谷底平野 縄文 舞台上遺跡 集落跡 自然堤防 古代

松ケ丘遺跡 丘 陵 頂 縄文 黒崎滅筋 城  館 丘   陵
紙漉山遺跡 丘   陵 縄文 小 (古 )館跡 域  館 丘   陵 中世
上野山遺跡 台   地 縄文 熊野堂大館跡 城  館 丘   陵
鹿野遺跡 丘 陵 端 縄文 熊野経塚 経  嫁 山林宅地 中世
大菌遺跡 包 合地 段   丘 縄文・弥生 高館城跡 城  館 陵 中世

鹿野東遺跡 包合地 沖 積 錐 縄文・弥生・古墳・奈良・平安 大館山館跡 館 陵 中世

船渡前遺跡 包含地 段   丘 縄文・弥生・奈良・平安 島館跡 陵 中世

川上遺跡 包含地 沖 積 髪 縄文・弥生・奈良・平安 田カナクフ遺跡 陵 中世・近世

金劇」寺貝塚 貝  塚 段   丘 縄文・弥生・奈良・平安 熊野那智神社 社跡 陵中腹 中世・近世

中谷地南遺跡 河岸段丘上 縄文・古墳・平安 前十三塚遺跡 陵斜面 中世 ?

向根遺跡 包含地 地 縄文・古墳・平安 馬越石塚遺跡 陵 預 世

新組遺跡 包含地 台   地 縄文・古墳・平安 底諜屋敷跡 敷跡 積平野

塩ノ瀬遺跡 包 含 地 陵斜面 縄文・古猿・平安 梨野 D遺跡 含 地 地

人来田C遺跡 包合地 地 縄文・古墳。平安 噺館襄 (仮称)遺PI 陵斜面

羽黒堂前A遺跡 縄文・古墳・平安 ET北東遺跡 含 地

羽黒堂前 B遺跡 丘 縄文・古墳。平安 マヤマ遺跡
生産跡 (

陵斜面

町遺跡 地 縄文。古墳・平安 に原遺跡 底平野

内城Ⅱ遺跡 岸段丘 縄文・奈良・平安



★
調査地点

第 5図 遺跡分布図
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Ⅱ 昭和62・ 63年度調査

1.調査に至る経緯
茂庭けんとう城 。東館跡の発掘調査は、仙台市茂庭浄水場の排水処理費軽減化を図るための

天日乾燥床の新設計画に伴って、昭和59年度後期に仙台市水道局拡張課設計係より仙台市教育

委員会文化財課調査係 (当時は社会教育課文化財係)に遺跡内の工事実施について打診があり、

協議の結果、工事実施前に地形測量調査とボーリング調査を行なった上で、発掘調査を実施す

ることが決まった。

数度にわたる事前協議の結果、発掘調査は62・ 63年度の 2カ 年とし、工事は64年度から着手

することとなった。62年 5月 には用地買収、 7月 には立木伐採を終了し、10月 に発掘調査委託

契約を締結、予備調査に着手した。

予備調査tよ翌年度の本調査に先立ち、62年 10月下旬から翌年 1月 中旬にかけて、調査対象面

積約30,000Υについて、 2× 7mを基準とした90箇所の トレンチをはぼ全域に配置した。表土
。遺物包含層を人力で除去し、堆積上の状況を把握しながら1,375Υ について遺構検出を行な

った。

その結果、いくつかの トレンチで遺構プランを確認し、縄文時代や古墳時代の上器・ 石器な

どの遺物を出土した。

また、尾根の最上部付近にはローム層の厚い堆積がみられたため、 2× 2mの グリッドで深

掘 りを行ない、東北大学理学部地理学荻室助手豊島正幸氏 (当時)に堆積状況の鑑定を依頼 し

た結果、約30,000年前に降下 したとみられている火山灰層 (チ |1崎スコリア層 通称「バ ンバン」)

が確認された。この火山灰層は、旧石器時代の遺跡として認知されている山田上ノ台遺跡や北

前遺跡にも存在し、旧石器時代の遺構・ 遺物の存在の可能性を有していることが判明した。

さらに、致地南西部には、道路状の遺構が観察されたため、地形測量調査を実施し、予備調

査を終了した。

なお、調査開始後に、遺跡全景及び茂庭地区全域の航空写真撮影を実施している。

以上の調査成果を受けて、63年度より本調査に着手することとなった。

調 査 要 項

遺跡名称   茂庭けんとう城 。東館跡 (C-503)

所在地    仙台市太白区茂庭字上ノ原山

調査主体   仙台市教育委員会

調査担当   仙台市教育委員会社会教育文化財課調査係

担当職員   金森安孝 佐藤淳 高倉祐― (昭和63年度本調査のみ)



調査期間

整理期間

調査対象面積

試掘調査面積

調査実施面積

工事主体

測量調査

樹種同定

脂肪酸分析

く昭和62年度試掘調査〉

相沢 円  太田キヨセ

佐藤亀次  佐藤きよみ

佐藤浩道  島貫美代

沼田利英  文屋 茂

く昭和63年度本調査〉

相沢 円  阿達成子

猪股江里子 岩間かつ江

加藤澄恵  加藤ゑなよ

菅野みちよ 菊地英子

佐藤さき子 佐藤千代乃

佐藤 均  佐藤浩道

下山文子  庄子かつえ

鈴木き瑣子 鈴木正道

沼田利英  沼田知子

嶺岸秀雄  嶺岸正男

〈整理参加者〉

相沢 円  壱岐裕子

鈴木正道  山浦文彦

荒井格 (昭和62年度試掘調査) 早坂春一 結城慎― (現地踏査 )

現地踏査 昭和61年 6月 10日

試掘調査 昭和62年 10月 23日 ～昭和63年 1月 16日

本 調 査 昭和63年 4月 H日 ～昭和63年 12月 2日

昭和63年 12月 5日 ～平成元年 3月 31日

30,000m2

1,3754f

17,000m2

仙台市水道局

い東北地形社 いアジア航測

東北大学理学部植物園 内藤俊彦

∽ズコーシャ

調 査 参 加 者

太田武治

佐藤光志

庄子信哉

嶺岸秀雄

阿部敬子

岩間文子

金沢沙知子

北村宗司

佐藤つるよ

佐藤摩くえ

庄子勝子

高橋義雄

早坂 卿

嶺岸わくり

遠藤すげ子

山田 太

勝又洋行

佐藤千代乃

庄子 誠

嶺岸正男

阿部みはる

大里ちよし

叶  誠

桜谷勇作

佐藤とすみ

佐藤茂七

庄子信哉

高山美智恵

平間 栄

山浦文彦

勝又洋行

渡辺久幸

金沢沙知子

佐藤直成

鈴木正道

嶺岸わくり

石井潤也

太田繁雄

亀山かよ

佐藤亀治

佐藤直成

佐藤洋一

庄子弘男

田部榮人

嶺岸イツ子

山田 太

佐藤 均

叶  誠

佐藤 均

高橋義雄

山田 太

板山つねよ

太田博之

川地モ トヨ

佐藤きよみ

佐藤はつ

重田和宏

菅原澄枝

沼田 淳

嶺岸仲一

渡辺久幸

佐藤浩道

小林 充

佐藤 斉

田部榮人

渡辺久幸

伊藤清美

勝又洋行

川村 信

佐藤光志

佐藤はる子

島貫美代

杉本陽子

沼田すい子

嶺岸ハツ子

庄子信哉



2.調査の方法と経過
(1)試掘調査

試掘調査は昭和63年度に行われる本調査の前段階として、工事対象面積約30,000だ を調査対

象面積とし、遺構、遺物の検出頻度やその分布状況、また遺構検出面までの堆積上の状況を把

握することによって、より効率的な本調査を実施することを目的として行った。

調査方法

試掘調査は トレンチ法を用い、調査対象区全域に消いて斜面に平行した トレンチを配するよ

うにした。 トレンチの規模は 7× 2mを基本としているが、西区北西部の尾根上においては 5

×2mや 10× 2m、 東区においては地形の制約上、任意規模としている。各 トレンチどうしの

間隔は10m程度を目安とした。設定した トレンチ数は東区17か所、西区73か所の計90か所で、

総面積は1,375Υ とな り、これは工事対象面積の約 5%に あたる。 トレンチの番号は便宜上、

掘 り始めた順に付けていった。

フ
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第 6図 試掘 トレンチ配置図



各々のトレンチはⅣ層までの基本層掘 り下げ後、V層上面に為いての遺構プラン確認を行う

にとどめ、基本的にプランの掘り込みは行っていない。検出されたプランは各 トレンチの中軸

線を基準線として、 1/20ス ケールの平面図を作成し、同時に各トレンチの壁面3か所におい

て柱状断面図を作成し、標高を与えた。これら個々の トレンチ平面図は、国土座標数値のわか

る既知の杭を原点とし、光波アリダードにより、スケール1/400の平面図として調査区内に

位置を与えている。また写真による記録は35111111カ メラを用い、各トレンチの完掘後の状況、プ

ランの検出状況を撮影し、一部掘り込んだプランについては、土層の堆積状況を撮影した。

浄水場と隣接する地域に、時期は定かではないが、尾根を境として東及び西斜面に幾条かの

道をおもわせる遺構が存在している。これらの発掘調査は次年度に譲ることとし、今年度は地

形測量によって現況を記録するのみにとどめた。

また トレンチ調査終了後、調査区内の 2か所において深掘 り区を設定し、V層以下の堆積状

況及び旧石器時代遺物の有無の確認を行っている。

(D調査区・座標系の設定

調査区の設定

調査区は中央の沢によって調査区が三分されていることから、沢の東側及び北側を東区、西

側及び南側を西区と呼称した。試掘調査の結果をもとに、調査対象範囲のうち西区については

北西隅の西斜面下半、南辺の道状遺構の西半分を除くほぼ全域について、東区については 1、

2号炭焼窯とその周辺、102,108T周 辺について本調査の必要性が認められた。これら合計の

総面積は約17,000Υ になる。東区については引瞭な落ち込みが確認されていた炭焼窯の調査を

行い、加えて試掘時 トレンチの拡張を行った。調査面積の大半を占める西区については作業上

の能率を考え、地形に応 じて17の地区に分割し、排土処理等を考慮して耳ヒ西隅から調査を開始

した。各区の境となる土層観察用のベル トは、主に尾根線上とそれに接続して斜面と平行とな

るよう配しており、その名称は区名と関係なくA～ Kと 設定している。

グリットの設定

遺構の方向性の推測が容易であり、また将来的に調査区の復元が可能なように、調査区グリ

ットの軸方向は、国土座標に拠ることとした。座標は平面直角座標系の第X系を使用し、調査

前に作成した、い東北地形社による『茂庭けんとう城跡地形測量図』における基準点、Al、

A2を今回のグリット設定の基準点とした (註 1)。

これをもとに西区尾根頂部にある座標値X=-197,520.000、 Y=-2,700.000の交点を調査

区における原点 (N S00。 E W00)と することとし、この数値にのった基準軸により杭を設定
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第 7図 測量基準点と座標系

した。グリット杭は10m間隔とし位置の表記は原点 (000)よ り四方に離れるに従いその方

向と距離を原貝Jと して単位mで表現することとした。また各グリットの名称については、グリ

ット北西の10m単位の杭名称をそのまま呼称することによって各グリット名にかえている。

標高の基準

調査における標高の基準は浄水場内に設置されている仙台市道路部設置の基準点P9と して

いる。その数値は以下の通 りである。

| ::~」

::;::|::1   

単 ニヽヤよm

註 l Al、 A2は三等三角点、太白山、大八山、亀が森から三角測量により数値を与えられ

たもので、Alは浄水場北東隅の路上、A2は北西隅の路上に設置されている。



実測図の作成

実測図の作成にあたっては、 1/20平面図・断面図を基本としたが、調査区の規模や遺構の

分布に応じて、 1/100平面図、 1/10平面図・断面図を作成した。実測図は、遺構毎は遺り

方測量で、調査区全体は光波アリダードもしくは平板測量で作成した。

(3)調査経過

昭和63年度の本調査は、前年度の予備調査の成果を受けて、本調査面積を17,000Υ と設定し

た。調査に先行し、植林されていたスギやマツの切 り株約8,000本 の抜根・ 粉砕作業 (重機や

ツイン・ ヘッダーを使用、一部人力)を行ない、次いで、重機を用いて表土を掘削し、その排

土を排水管工事の終了した沢部へ運び入れた。

その後、表土排除の完了した丘陵上方の調査区より、順次、作業員50名程度で精査を行ない、

検出遺構の掘 り込みを開始した。ただし、調査区南辺道状遺構と沢北側の炭焼窯 2基と土坑 1

基については、重機を用いず人力による表土排除・精査を行なった。

4月 H日 には、伐採後の残材処理を開始し、調査区を大きく三分する沢の南西側を西区、東

北側を東区とし、西区についてはさらに小地区に分けた。まず、西区の尾根上に幅 2mのベル

トを設定、 1。 2区の地区設定など調査準備にかかった。翌12日からは重機による表土排除作

業を開始した。 1・ 3区は傾斜も急で、表土層も浅く、岩盤が露出している箇所もみられた。

4月 中旬には、 1～ 4区の遺構検出を終了し、遺構の掘 り込みを始め、下旬には 6区の表土拶F

除にかかった。これに前後して、基準杭の設置も開始した。

5月 上旬には 4区の遺構の本格的な掘 り込みを開始し、土坑やピット、沢の源頭部の精査を

行ない、 5・ 6区の表土排除も終了した。中旬からは、 5区の竪穴遺構を掘 り込み始め、前年

度の調査で遺構を検出していた東区の102・ 105・ 106ト レンチの拡張と遺構の掘 り込みを行な

った。また、 7区の表土排除、東区の炭焼窯 2基の調査も開始した。

6月 下旬にはこれらの調査区の調査も終了し、尾根の南東部にあたる 8・ 9区の表土拶F除に

かかった。 8・ 9区は土捨て場である沢筋からも遠 く、クローラ・ ダンプを用いて土砂を運搬

した。精査、遺構の掘 り込み段階での上砂は、ベル ト・ コンベアを用いた。

7月 上旬には、沢源頭部にあたる 2・ 4・ 5。 6・ 7区の精査を完了し、清掃の後、対岸の

斜面より全景写真撮影を行なった。またこれと時期を同じくして、航空機による写真測量を実

施した。

中旬には、引き続き10区の表土排除を開始し、 1～ 7区の実測、 8・ 9区の精査を行ない、

8月 下旬には全景写真を撮影した。H区の表土排除も開始し、 9月からは12区の表土排除を開

始、中旬には 809・ 10・ 11区の航空写真測量を実施した。



9月下旬には、調査区南端の15・ 16区の表土排除を開始し、10月 からは13・ 14区の表土排除

も開始した。中旬から12月 下旬にかけては、尾根の頂部付近に旧石器の確認調査のために 2×

2mの グリッドを14箇所設定し、基本層・川崎スコリア層の存在を確認した。

10月下旬には、15・ 16区の道状遺構を平板測量により等高線記入を開始し、H月 からは、17

区の表土排除にかかった。

H月上旬には、東北大学理学部地理学教室豊島正幸氏に旧石器調査グリッドを実見していた

だき、地層の成困 。構造などについてご指導いただいた。

中旬からは、敷地南西端の18区の調査にかか り、9月 以降に実施した調査区の清掃を行ない、

最終段階の航空写真撮影を実施 した。また、生出小学校 5。 6年生、生出中学校全校生徒、茂

庭台小学校教員の遺跡見学会も行なった。

下旬には、調査区間のベル ト断面の註記を行ない、旧石器グリッドおよび15。 16区路肩切 り

通しの断面図を作成し、調査を終了した。

第 2表 発掘調査進行表

調査区 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 H月 12月

東 区

西 1区

7

旧石器



(4)航空写真測量

調査区は各区ごとにブラン完掘後の全景写真撮影を行ったが、地上において調査区全域を撮

影する適切な場所のないことに加えて、調査終了時に平板により作成する地形測量図において

多くの時間と労力を要することが予想された。これらのことから航空機による写真測量をいア

ジア航測に委託することとした。

委託内容は調査区の航空写真撮影と、これをもとに作成する地形、遺構配置の図化作業で、

東西区での伐採地域約30,0004rを対象とした。西区においては面積の広大な点を考えて、遺構

保全の立場から撮影は 3回に分けて行い、 2、 3回 日の撮影区をベル トを境にして 1回 日の写

真に嵌め込み、合成する模細工写真とすることとした。撮影は各区の地形的位置、面積等を考

慮して、 1回 日は 1～ 7区を 7月 、 2回 日は 8～ 11区を 9月 、 3回 日は12～ 17区をH月 の撮影

手順で行った。

まず撮影の前段階として、地上 (調査区内)において基準点に位置が写真上で明瞭に確認で

きるよう対空標識を設置した。基準点は座標値がのるグリット杭をそのまま使用 し、標識はな

るべく撮影範囲全体に広がるように 4点を選択し、同時に標高を与えた。また地形測量図に入

る等高線の精度を高めるために、 4点以外の全てのグリット杭に標高を与え活用している。撮

影に用いられた航空機は双発のエアロコマンダー680E型、カメラはWILD.RC-10を 使

用した。また撮影縮尺 1//4,000と する為、高度610mで撮影し、写真相互の重複度は約25%と

した。

内業の結果、図化された図面には、遺構と認定したものの他に倒木痕や種々の悦乱による落

ち込みが描画されており、遺構配置図を兼ねた地形図としては繁雑であった。また杭におとし

た標高からのみの等高線であった為に、現地で実測した 1/20の遺構平面図に記入した等高線

との間に多少のズンが生じる事となった。これらの修正を繰 り返しながら最終的な成果品とし

ての図面は、撮影時の 8倍の 1/500ス ケールで、等高線間隔が50cIIlの 地形測量図となった。

(5)啓蒙普及活動

仙台市教育委員会では昭和51年以来、文化財の啓蒙普及活動の一貫として、機会あるごとに

体験学習 。現地説明会・見学会を行い、発掘調査の成果を市民に還元している。茂庭けんとう

城 。東館跡においても、昭和63年 H月 に調査成果に一応のまとまりをみたので、遺跡見学会を

行い、市民に遺跡を公開した。

■月中・下旬に遺跡を公開し、希望があれば見学会を開く旨を付近の小 。中学校及び生出公

民館に連絡したところ、仙台市立生出小学校、同生出中学校から見学会、同茂庭台小学校から

職員の研修としての見学の申し込みがあった。



・ 遺跡公開期間 11月 14日 ～11月 25日

・ 遺跡見学会参加団体

H月 14日  仙台市立生出中学校 (下見 ) 教員 3名

15日   同 生出小学校  5・ 6年生 67名 教員 2名

(ミ ヤギテレビ番組「ジャンプアップ仙台」取材)

18日   同 生出中学校 全校生徒 281名  教員15名

22日    同 茂庭台小学校 教員20名

見学会の準備として調査区内外に順路を設定し、陥し穴・焼壁土坑・炭焼き窯などの遺構及

び遺物の展示の他、調査区北西上方にある茂庭東館跡の曲輪、腰曲輪および堀切なども見学で

きるように配慮した。また、解説のための資料を作成し、それを予め学校に配布し、事前指導

に活用してもらった。当日の見学会に際しては、調査員が随時、遺構や遺物の説粥を行った。

また団体ではなかったが、地域の住民が数名、当遺跡に訪れ見学を申し出たので、資料を配布

し簡単な説明を行うようにした。公開期間の見学者総数は約400名である。

写真 1 生出中学校遺跡見学会
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写真 2 遺跡見学会資料
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3.検出遺構と出土遺物
(1)基本層序

調査区内での谷底と西側尾根との比高差は30mに も達する。東西二つの区の層位関係を把握

するのは難しいが、調査においては主に遺構立地上、可能性の高い西区の層位に主眼をおいた。

ここでは試掘時に遺構の検出のなかった谷底付近の堆積物を除外し、土壌化の進んだ堆積層に

ついて大別して 4層を確認した。これらは土性の違いや分布状況によって 9層に細分している。

層名は基本的に土色、土質の違いによって I、 Ⅱ…のローマ数字で表し、その中で細分可能

なものをさらにアルファベットの小文字を付すことによって区別した。さらに局部的な堆積状

況をみせるものについては、「
′
」を付すことによって更に細分した。

l
m

〔
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|
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第 8図 ベルトセクション配置図
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[Ia層 ]

表土層で調査区全域を覆っている。大部分は褐色 (10Y R 4/4)の シルト質土であるが、

一部において暗褐色を呈する。層厚は地区によりかなり差異があり、尾根頂部においては薄く、

下層の工a層が地表に見られる地点があるのに対し、尾根東斜面の下方平場付近では最大55cIIl

もの堆積を見せる。

[Ib層 ]

表土層で調査区の極一部に見られる。褐色のシル ト質上で、尾根頂部の南端と西斜面の下端

第11図 基本層序ベルト断面図●)



にのみ認められ、 Ia層に比して僅かに黒っぽい。層厚は平均して10clllを測る。

EI a層 ]

表土直下層で全域に堆積する。褐色 (10YR 4/4・ 6)の シル ト質土が主体を占め、尾根

頂部から東斜面中位にかけて広く見られるが、それより下方の南東部緩斜面 (13,14,17区付

近)においては1/aと んど見られない。この層の特徴は Ia層直下にあって砂質が強く、よくし

まり、一部において層のグライ化が認められる。また尾根上にあっては径 3～ 5 ctllの 黄褐色凝

灰岩基盤ブロックが混入しており、層厚は最も厚いところで20cmを測る。

EI a′ 層]

暗褐色 (10YR 3/3)ツ ルト質土を主体とし、Ⅱa層 よりやや黒っぼくしまりのある層で

ある。工a層が見られない東斜面中位と傾斜の急な西斜面の一部に始いて認められる。層厚は

平均して15cmを測る。

EⅡ b層 ]

黒褐色 (10YR 2/3),暗 褐色 (10YR 3/4)の シル ト質土を主体とするしまりのある

層で、全体的に黒っぼく、Ⅱa層や下層のⅢa層 とは明らかに区別できるものである。堆積範

囲はIa層 とほぼ同じなのに加えて、より東斜面下方の平場近 くまでの堆積が認められる。ま

た10区の沢状凹地においても顕著に認められた。層厚は厚いところで30clllを 測る。

EⅢ a層 ]

褐色 (10YR 4/4・ 6)ンル ト質土を主体とし、ほば全域に堆積する堆積層中位の層であ

る。工層や下層のⅣ a層に比してかなり明るい色調を見せ、しまりがあり、層中にV層をブロ

ック状に含む箇所が多く見られる。層厚は15～ 25clllを 測る。当初はV層中での漸移層とも見ら

れたが、Ⅳ層の検出で堆積層の一つであることが判男した。遺構検出はこのⅢa層の除去後に

見られるものもある。

EⅢ b層 ]

10区周辺の沢状凹地のみの堆積で、尾根頂部付近の凹地では褐色 (7.5YR4/4)の砂質

ンルト、その東斜面下方では暗褐色 (10YR 3/4)の砂質ンルトが見られる。大体において

Ⅲa層より黒味を帯び、砂質が強く、しまりは上下層より大きい。層厚は20clllを測る。

[Ⅳ a層 ]

V層直上に見られる層で、主に調査区北半に堆積する。 Bベル ト付近の斜面下半に見られる

黒褐色 (10YR 2/3)シ ル ト質土はかなり黒味を帯びるが、 C、 Eベル トの東端、10区の沢

状凹地においてはやや褐色気味となっている。Wa層はその堆積箇所からみると明らかに緩傾

斜地点に堆積した層との観を受ける。層厚は15～ 25clllを 測る。

[Ⅳ b層 ]

７
ｒ



V層直上に見られる層で、Cベル ト北東斜面中位の凹地にのみ見られる層である。暗褐色 (10

YR3/4)シ ル ト質上で、上層のWa層 よりはそう黒くはない。層厚は最大で23clllを 測る。

基本層の状況

基本層は各々の色調、土性に違いが見られるが、混入物についてみれば全層において徴細な

灰化物を含み、表土層を除外すれば量的には黒褐色を呈するⅣ層に最も多い。

I、 Ⅱ層は大きくとらえて肉蝕のかなり進んだ表土層としてまとめられる。しかしⅡ層をみ

てみると尾根上半に見られるものと東斜面下半のものとに区別でき、同じ表土直下層でも細分

層の分布のありかたには明らかな違いが見られる。Ⅲa層は尾根頂部を除くほぼ全域に見られ、

色調が他の層と明らかに異なり、かなり明るい褐色となっている。Ⅲ b層からⅣb層は各層と

も緩傾斜地や凹地に限った部分的な堆積状況を見せるが、各層の分布は一様ではない。基本層

の堆積は調査区が北より延びる尾根を中心とした東西斜面に形成されることにより、尾根上、

斜面、平場、凹地において見られる。Ⅱ～Ⅳ層に限ってみればⅢ b、 Ⅳ層の分布に対して、工、

Ⅲ層は全域を覆 うもので、これら各層の成因は不明である。

遺物の包含は全層に及んでいる。 I、 工層は表土層ということもあり、古銭、土師器、須恵

器などの出土に加えて縄文土器や石器といったより古い時代の遺物が共に出上している。これ

に対してⅢ、Ⅳ層については後者のみの出土である。遺物の出土量は表土層を除けば、層の堆

積範囲が限定されているにもかかわらずⅣ層がやや多めといえよう。

遺構の検出はV層上面の検出とⅢ b層上面の 2通 りがあ り、後者においてはV層 との間にⅣ

層の見られるケースがほとんどと言える。Ⅲ b、 Va、 Ⅳb層は部分堆積の為、大部分の遺構

はV層上面での検出となったが、lo区における幾つかの土坑についてはⅢ b層上面での検出で

あった。これらの中には陥し穴の可能性もある土坑 (SK9、 S K20)や 2基の焼壁土坑 (S

K18、 S K22)がある為、この検出層位による遺構の新旧関係を決定することは出来ない。 S

K13、 15の焼礫を伴 う土坑については、土坑プラン自体の検出はV層上面で見られたが、土坑

上の焼礫についてはⅢ a、 Ⅳa層中において見られている。しかしこれも焼礫の埋設位置が確

実でない以上、おおよその層位年代を裏付けるものとしては乏しいと言える。ただ確実なこと

は調査区全域に見られるⅢa層上面においての遺構検出は無 く、Ⅲ a層 より上層は今回検出さ

れた全ての遺構の廃絶後に形成されたものであると言うことである。この事から、それ以前の

層については、ほとんどが凹地や緩傾斜地といった一部においての堆積にとどまりながらも、

おそらくは縄文期からの生活面の一部を形成していたであろうことが推察される。

(り62年度調査

①概要





遺構の検出

検出された遺構プランとしては、土坑状プラン、溝状プラン、ピット等があった。詳細は本

調査報告に譲るが、土坑跡については数多く検出したプランの中には、倒木痕や根などの撹乱

によるものも相当数含まれており、小規模の トレンチで調査面積率 5%以下という状況での検

出作業の限界が感 じられた。

土坑状プランの立地は西区東側緩斜面の、それも上位から中位に多く、それより下方の平場

付近での立地は以外と少ない。これとは逆に溝状プランはおもに平場近 くの斜面裾部付近にお

いて、斜面と直交するかたちで数条検出されている。溝状プランの検出面はⅢ層上面とおもわ

れるものが多く、溝幅は全体的に狭く、そう深いものではない。斜面と直交するものは溝跡の

可能性は低いものと考えられ、複数、或いは一連の道跡の可能性が考えられよう。検出された

プランのなかで最も多かったものが、径30clll以下のピットであったが、検出プランが円形を呈

するものでも壁面、底面形状、堆積土を合めた検討を加えると、大部分は木の根の撹乱などに

よるものと考えられる。別表に各 トレンチ検出のプランと次年度の本調査時確認の遺構名を記

したが、プランは西区全体に散らばるかたちで検出され、さして集中する区は見られなかった。

この事から本調査時での調査地区は、基本的に西区においてはほぼ全域を、東区については試

掘 トレンチを中心とした拡張調査に重点を置くこととなった。

旧石器の調査

本遺跡の東方約 3血には前期旧石器を出土した北前遺跡、山田上ノ台遺跡、また北東3.5km

に青葉山遺跡があることから、今回の試掘調査では最終遺構検出面とおもわれるV層 より下層

の深掘 りを行い、旧石器時代遺物の存在の可能性の有無を確認 した。調査は調査区北西の尾根

頂部 (標高HOm)付 近に 2× 2mの深掘 り区を 2か所設定し、斜面堆積物層を掘 り込んでい

った。掘 り込みは一方で約 5mに達し、堆積層としては最下位に段丘礫層が見られ、その上に

乗るかたちで丘陵起源の斜面堆積物が厚く覆っている。大部分の遺構プランの検出はこの上面

でのものとなっている。この斜面堆積物に挟まれるかたちで地表下90clllの ところに火山灰らし

き層がみられた為、東北大学理学部地理学教室助手 (当時)の豊島正幸氏に堆積状況の確認を

していただいたところ、この火山灰は約30,000年前に降下したとみられている川崎スコリア層

(通称「ノミンバン」)と確認された。この時代標識となるテフラは上記の旧石器出土の遺跡に

も存在することから、当遺跡においても旧石器存在の可能性を示すものとなったと言える。

測量調査

調査区南辺部には現況で道状の痕跡が認められる地区があり、このプランを道状遺構と呼称

して調査を行なった。試掘調査ということもあり、まずは痕跡が現況で確認される東西160m、

南北30mの範囲において地形測量を行った。測量は平板とレベルを用い、 1/100ス ケールで



地形図を作成した後、50cm間隔の等高線を記入していく手法をとった。出来上がった図面と数

年前のこの付近の地形図を比較してみた結果、中央に通る幅広の道は最近の重機により開かれ

た林道と考えられる。しかしこれと重複 しながら走る数条の道はそれ以前のものと見られ、東

斜面から西斜面へと続 く林道とほぼ平行して走る最も幅広のものを中心に、これとほば並走、

または交錯するものがみられる。その他に南側の浄水場内より延び、尾根頂部で尾根をまたぎ

幅広の道に接続するもの、或いは、そこより更に尾根線上に沿って北側の調査区内に延びてい

くものなどが認められる。各道状遺構の東西端については、現況での自然消滅やかつての秋録

電鉄の路線により削平を受けるなどして明らかでない。付近の地図にも記されていない小道で

あるが、確認される範囲で考えても、南側の浄水場へと続く尾根が調査区内にある沢によって

この地区で急に狭まり、東の自動車道側から西の生出側へと越える最も北に位置する道である。

今回の調査区では館跡への通路が確認出来なかったが、ここから東館の頂部平場までは日と鼻

の先なことから、検出された道はこの付近で分岐し、谷筋、尾根筋いずれかを通 り山頂へと続

いていたものと考えられる。

航空写真

今回の調査対象面積が広大な事から、試掘調査の状況写真を撮影する場合、地上からの撮影

では全域の把握が不十分な為、試掘終了時の調査区全景写真を航空機により撮影した。この撮

影は任意の地点、高度において3511ullカ メラ、 6× 7 cmカ メラを用いて行い、調査区のみならず

けんとう城の他、これをとりまく茂庭周辺の幾つかの館跡についても行なった。

②検出遺構

S K01土坑

[調査区]102T N 120・ E130グ リッド [検出面]Ⅲ層

[形態・規模]隅丸方形で、一辺が約180clll、 深さは中央で35clll前後で、断面形は逆台形を呈

す。壁は45°程の傾斜で立ち上がり、北壁には中段がみられる。長軸方向はほばN-0° 一E

である。

[堆積土]6層 に分層され、上層には基本層位Ⅱ層の斜面上方からの流入土と壁の崩落土がみ

られ、中位には灰化物・焼土粒が多く含まれている。自然堆積とみられる。

S K01 註記表
層   位 土    色 土    性 備 考

la 75YR4/4褐 色 シル ト 炭化物、焼土をあずかに含む

75YR3/3暗 褐色 炭化物、焼± 1層 より多く合み岩盤粒を合む

25YR2/1赤 黒色 炭、焼土粒を多く含む

5YR3/2暗赤褐色 炭、焼上を多く合むが 2a層 よりは少ない、岩盤粒を合む
2ぐ 不 明 不 明 不明

3a 75YR3/4暗 褐色 炭化物、焼土粒をわずかに合む。 ■層に近ヽ

3b 75YR5/′ 6明褐色 ンル ト 炭化物をわずかに含む



ヨ
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[底面]ほぼ平坦で、中央に小さな

段がみられるが、ほぼ平坦でわずか

に傾斜している。炎熱を受けた痕跡

は認められない。

第13図  S K01平面図・断面図
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③出土遺物

62年度の調査は、工事対象地内における遺構の分布、遺物の散布状況の把握が目的の試掘調

査で、総面積の 5%にあたるトレンチによる確認調査であった。さらに、一部の遺構を除いて

は掘り込みを行なっておらず、出土遺物は基本層位からの出土であるため、63年度調査におけ

る基本層位からの出土遺物とともに後述することとする。

(3)63年度調査

本年度の調査では、竪穴遺構 1基、土坑53基、庚焼窯 2基、道状遺構 1基を検出し、調査し

た。

竪穴遺構は沢の源頭付近の穏やかな斜面で、土坑は西区の南東斜面にそのほとんどが分布し

ている。庚焼窯は東区の沢の両岸、南向き斜面で検出した。道状遺構は、西区南端の緩傾斜面

で確認した。

①堅穴遺構

S101竪穴遣構

[調査区]5区 N50。 W10、 20グ リッド [検出面]V層

[遺存状況]南辺は沢に接しているため残存しない。

[形態・規模]不整長方形と見られ、長軸は東西方向で330clll、 短軸は南北方向で200clll以上と

推定される。底面はほぼ平坦で、南側へ緩やかに傾斜している。底面には多くのピットが認め
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層  位 土   色 土    性 備 考

1層 10Y R 3/4暗褐色

2層 10Y R 4/4褐色 酸化鉄を小量含む

10YR 3/4暗 褐色 ツル ト

SI-01内土坑

I 75YR3/3暗 褐色 酸化鉄、焼土粒を含む

2 75YR4/3褐 色 ンル ト 酸化鉄、焼土粒を含む。特に他層に比べ焼土粒は多し

3 10YR 3/4暗 褐色 酸化鉄、焼土粒を含む

S101 註記表

られる他、北壁に接 して細長い土坑が検出された。壁面は斜面上方の北壁で床面から30clll、 土

坑底面からは50clllも の急な立ち上が りを見せるのに対して、東西壁においては10clll以 内となり、

南壁に至っては立ち上が りすら認められない。長軸方向は斜面に直交 し東西軸に一致している。

南北軸方向はN-15°一Eである。

[堆積土]2層 に分層される。両層ともしまりのある褐色のシル ト質土で、 1層がほぼ全体に

見られるのに対し、 2層は北東部に偏って見られる。

[土坑]北壁に沿って掘られて為 り、長軸 330cm、 最大幅は80clllで、いわば溝状を呈する。深

さは中央の凹みで底面から20伽を測る。土坑内の堆積土は 3層に分層されるが、各層とも焼土、

灰化物粒が見られ、特に土坑内堆積± 2層は焼土粒が多く、赤褐色を呈する。

[ピ ット]プ ランの内外において26個のピットを検出した。堆積土は一様でなく、規模も径10

～50clllと まちまちで、形態、配置においても規貝J性が認められない。 しかしこれらのビットは

S101の 周辺のみに検出されており、いくつかについては S101にかかわるものの可能性が強

ヽヽ。

[その他]こ の遺構の性格としては、長方形のプランに加えて底面がほぼ平坦で、底面上に土

坑が検出されたこと、他域にはそう見られないピットが

多数発見されたことなどを考慮すると、竪穴住居跡との

見方もできるが、柱穴、カマド、炉など積極的に判断さ

れる施設が検出されなかった事から、竪穴住居跡とは区

男Uした。

②土坑

S K01焼壁土坑

[調査区]4区 N20・ W30グ リッド [検出面]V層

[形態・ 規模]ほぼ平面形を呈し、径 H Oclll、 深さ20clll

を測る。壁面は斜面上下方とも緩やかに立ち上がり、底

面は平坦であるが、斜面下方にやや傾斜している。

[堆積土]3層に分層される。各層とも焼上、灰化物を

纂
8

109 9

引
109 500m

第15図  S K01平面図・断面図



S K01 註記表
層   位 土   色 土   性 備 考

1 10YR 3/4暗褐色 粘土質シル ト

2 10YR 2/3黒褐色 粘土質シル ト 炭化物、焼土ブロッグ含む

3 10YR 4/4褐 色 粘土質シル ト 灰化物、焼土プロック含む

含み、特に 2、 3層の底面直上において顕著にみられるが、

[焼面の状況]底面において僅かな焼面を検出した。

S K02土坑

[調査区]4区  N10。 W

炭化物層といえるものではない。

20, 30グ リッド

[検出面]V層

[重複]東端においてSK

10を切っている。

[形態 。規模]南】ヒ方向に

長軸をもつ不整形を呈し、

長軸 380clll、 短軸は最大で

180clllを測るが一定しない。

底面は平坦面を持たず狭除

で、緩やかな傾斜を保ちな

がら壁面へと続く。

[堆積土]2層に分層され、

自然堆積と思われる。両層

とも炭化物を僅かに含み、

2層には灰とみられる粘性

シル トをブロック状に含ん

でいる。
第16図  S K02 平面図・断面図

S K03焼壁土坑

[調査区]4区  N30・ W40グ リッド [検出面]V層

[形態・規模]楕円形を呈し、長軸約90clll、 短軸60cIIlを 測る。底面は撹乱による凹みを除けば

メ
呼

逸

S K02 註記表
層  位 土   色 土   性 備 考

1 10YR 2/1黒 色 庚化物を徴量に含む
2 10YR 3/4暗褐色 ンル ト 威化物を微量に含み、灰らしい粘性 シル ト上をブロック状に含む



平坦で水平である。壁面は斜面上方の南西壁につ

いては垂直な立ち上が りをみせるが、下方壁は残

存少なく、緩やかになっている。長軸方向は斜面

に対して直交しており、N-40° 一Wである。

E堆積土]灰化物、焼土を多く含む自然堆積とみ

られる10YR 2/2の黒褐色土ンルトの一層のみ

がみられる。

S K04:上坑

[調査区]108T N40・ E80グ リッド

[検出面]V層

[遺存状況]25° 程の急斜面に位置しており、地

表面からわずかに凹んでいたのが観察できた。

[形態・規模]不整形で、長軸180clll、 短軸130clll、

斜面下部での深さは24clllで、断面形は舟底形を塁

す。壁は緩やかに立ち上がる。長軸方向はN-12°

一Wである。

[堆積土]10YR 4/4褐色シルトで、中央部、

底面付近には戊化物を含んでいる。

[底面]底面には凸凹がある。

S K05焼壁土坑

[調査区]4区  N40e w20グ リ

ツド

[検出面]V層

[形態・規模]東半部が失われて

いるが、西半より推してほぼ円形

を呈するものとみられる。規模は

残存する南北軸で1 20clllを 測る。

底面は平坦でやや傾斜し、斜面上

方壁は25clll残存するが、反対側の

東壁は失われている。

100 3
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第17図  S K03 平面図・断面図
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第18図  S K04 平面図



S K05 註記表
層   位 土    色 土    性 備 考

, 75YR3/4暗褐色 ンフレト 炭化物、焼土粒をわずかに含む

2 黒色 炭化物層、焼土粒をわずかに含む

[堆積土]2層に分層される。 1層は堆積上の大部分を占め

る自然堆積土であるが、 2層は底面全体にみられる層厚 3 cm

の炭化物を多量に含む層で、焼土粒も僅かに含んでいる。

[焼面の状況]残存する壁面全体が焼けているが、全周して

壁の下端、及び底面の焼面はみられない。

S K06陥 し穴

[調査区]4区  N40。 W20グ リッド

[検出面]V層

[重複]西に S K05と 隣接しているが、切 り合い関係は認め

られない。

[形態・規模]楕円形で、長軸 200clll、 短軸 140伽、深さは120c皿

に達し、断面形では「■r」 形を呈する。壁は下半分ではほぼ

垂直に立ち上がり、上部ではやや外傾ぎみに立ち上がる。長

軸方向はN-30° 一Wである。
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第19図  S K05平面図・断面図
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E堆積土]7層に分層され、全て自然堆積と見られる。

[底面]隅丸長方形で、長軸 1 50clll、 短軸45clll、 ほぼ平坦である。

北壁 の西角か ら径 6 cIIl、 長 さ1 5cmの 木杭 の一部 が開 口

部の中心に向かって斜めに刺さっている状態で、底面から出土し

た。また東角からは径 6御、深さ15clllの ピットが同じように斜め

の状態で確認された。

[出土遺物]第 6層及び地山ローム層中から杭 (第20図・ 図版82

-1)が 出土した。

翁

麹
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第21図 S K06 平面図・断面図・エレベーション図

S K06 註記表

――呵102300m

層  位 土    色 土    性 備 考

I 75YR2/2黒 褐色 ンル ト

2 75YR6/4に ぶい橙色
3 10Y R 3/4暗褐色

4 75YR3/4暗褐色 ツル ト

5 10YR 6/8明 黄褐色
6 10YR 2/3黒 褐色 粘土質シル ト 木の葉片出土

7 10Y R 6/3にぶい黒褐色 ンル ト 木片出土

杭痕跡 25YR7/3浅 黄色 砂質ンル ト 杭 片

S K07焼壁土坑

[調査区]7区  N10・ E10グ リッド

[検出面]V層

[形態 。規模]ほぼ円形を呈し、120× HOcallを測る。深さは

残存良好な西壁で20cm程だが、平均すると10clllに も未たない。

底面は一部の境乱とみられる箇所を除いては平坦であり、壁

は西側付近で約 50° の立ち上が りをみせるものの、東側につ

いては僅かな傾斜をみせるに過ぎない。長軸方向は斜面に対

して直交してお り、N-1° 一Wである。
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[堆積土]4層 に分層される。各層とも炭化物を含み、特に 3層に多い。また 2～ 4層を通し
てV層をブロック状に合んでいる。

[焼面の状況]底面は一部にのみ焼面が認められるが、壁面はほば全周して焼けていたものと

推定される。

S K08焼壁土坑

[調査区]7区  N20。 W10グ リッド

[検出面]V層

[形態 。規模]一方が先細 りの精円形を呈 し、長軸

100cm、 短軸 55clllを測る。深さは平均 して10伽程であ

る。底面は舟底状に緩やかな丸みを帯びながら壁面へ

と続き、壁の残 りは斜面上方でより良好である。長軸

方向は斜面に対 して直交 してお り、N-61° 一Wであ

る。

[堆積土]3層 に分層される。 2層は焼けた壁の崩落

層とみられ、また 3層の底面近くに多くの波化木がみ

られる。

[焼面の状況]斜面上半部の壁面とこれに連続する一

部の底面が焼けている。

0          1m

第23図  S K08 平面図。断面図
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S K09焼壁土坑

E調査区]7区  N20。 E W00グ リ

[形態・規模]不整精円形を呈し、

ッド [検出面]V層

長軸 75clll、 短軸 55cIIl、 深さは平均 して 5 clll程 と残存状態

S K07 註記表
層   位 土    色 土    性 備 考

1 10YR 3/4暗 褐色 I層をベースとして炭化物を含む
2 10YR 5//6黄褐色 V層を含み、炭化物を含む
3 10YR 2/3黒 褐色 V層をブロック状に合み、炭化物を含む
4 10YR 5/8黄褐色 V層を含み、底部に焼土(5YR4//8赤褐色)を含む、焼土は白色針状物質を含む

S K08 註記表
層  位 土    色 土   性 備 考

1 10YR 3/4暗褐色 シル ト 炭化本片のブロック、焼上を少々含む

2 75YR4/6褐色 焼土壁の崩落土 とみられる

3 10YR 2/・ 2黒褐色 災化 した木片が多量になられるが、焼土はほとんどみられなし



は良くない。底面は平坦であるが、立地する傾斜同様

に傾きをもち、緩やかな壁面へと連続していく。長軸

方向は斜面に対して直交しており、N-48° 一Wであ

る。

E堆積土]2層 に分層される。 1層は土坑中央に凹レ

ンズ状に堆積しているもので、小指程の炭化木を多量

に含んでいる。 2層は堆積土の大部分を占め、底面直

上にもかかわらず、炭化物の量は 1層に比して多くは

ない。

[焼面の状況]底面の数箇所において小範囲の焼面が

認められる。
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S K09 註記表

層  位 土    色 土    性 備 考

1 75YR2/2黒 褐色 小指大の炭化物を多量に含む

2 10Y R 4/4褐色 皮化物をわずかに含む、地山ブロックをまばらに含む

S K10焼壁土坑

[調査区]4, 7区  N10。 W20グ リッド

[検出面]S K02検出のためのベル ト除去中にV層面

で検出した。

[重複]S K02に切られていることが断ち割 りの結果

判った。

[形態・ 規模]円形を呈するが、南東方向にやや張 り

出している。長軸 80clll、 短軸70伽で、深さは 8～ 15cm

を測る。底面は壁の残 りの良い北側で割と平坦な面を

みせるが、南側はなだらかに立ち上がり、そのまま壁

面へと連続するが、北側壁は急な立ち上がりをみせる。

長軸方向は斜面に対 してほぼ直交しており、N29° 一

Wである。
0          1m

第25図  S K10 平面図・断面図
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[堆積土]4層に分層される。底面の一方に三角堆積の 3, 4層 がみられ、これらの後にほぼ
炭化物によってのみ構成される2層が10clllほ どの厚さで堆積している。

[焼面の状況]壁面の数箇所が小範囲に焼けているが、全周はしていない。

――-la

ヽ
１
／
′
／
も ザ

Ｖ

Xが
・

F

aド≦とと570m

S K10 註記表
層  位 土    色 土    性 備 考

l 10YR 2/3黒 褐色
雰化物、焼土粒を多少合む、一部に地山土のブロックを含む

2 10YR1 7/1黒色 シル ト ほとんど炭化物層
3 10YR 3/3暗 褐色 焼土粒をわずかに含む
4 10YR 6/6明 責褐色 シル ト V層 とはば同質、混入物なし

第26図  S Kll 平面図 (工具痕)。 断面図



S Kll土坑

[調査区]沢部底面 N40。 W10グ リッド

[検出面]現況の沢の堆積土を重機により除去した際、凝灰岩質の岩盤に掘 り込まれているプ

ランを沢底面に消いて検出した。

[形態・ 規模]長楕円形を基本とし、長軸南側近 くにテラス状の張 り出しをもつ。長軸 260clll、

短軸110伽を測る。底面は全域にみられる工具痕を除けば平坦で、南壁近 くが僅かに傾斜して

いるに過ぎない。壁面は長軸端の北側について壁下方でオーバーハングしており、上方の立ち

上が りも急なものではない。長軸方向は沢方向に対して直交しており、N-41° 一Eである。

[堆積土]3層に分層される。 1, 2層は粘性ツル トの黒褐色土で、多量の植物遺体を含み、

特に 2層に多く混入する。 3層は灰褐色砂質土で混入物は見られない。

[底面]底面全体に土坑構築時の工兵痕跡と思われるものが多く検出された。これらは底面平

坦部、底面周縁部などの箇所によって工具痕一単位の幅、方向が異なってお り、その最大幅は20

伽程である。

[その他]こ の土坑が岩盤にまで掘 り込まれている状況を見ると、掘 り込み面が土坑上に堆積

していた軟弱な沢の堆積土とは考え難い。時期的な判断は下し得ぬが、消そらくは土坑構築後

に沢の浸食によって土坑の上方が削られたであろうことが推測される。底面はほぼ平坦だが、

施設らしきものはなんら認められない。土坑の規模、形態、さらにはこの場所が構築当時も沢

の底面であったろうことを考えると、 SKHは 陥し穴である可能性も考えられる。

S Kll 註記表

層  位 土   色 土    性 備 考

1 5YR2/1黒 褐色 粘性 シル ト 植物遺体を多く含む、直径 l calの 礫をわずかに含む

2 5YR2/2黒 褐色 粘性 ンル ト 1層 より多 くの植物遺体を含む

3 5YR5/2灰 褐色 砂質土 岩盤の崩落土

S K12土坑

[調査区]2区  N50。 W30グ リッド

[検出面]V層

[形態 。規模]橋円形を呈し、長軸 150cm、 短軸 130clll、 深さは中央

で20clllを 測る。底面は舟底状で、明瞭な境のないまま壁面へとつな

がる。長軸北側については、途中に平場を持った段が見られる。長

軸方向は斜面に対して並行しており、N-58° 一Eである。

[堆積土]2層に分層される。自然堆積と思われる。平面直上の 2

層は土坑の斜面下方部のみの偏った堆積状況を見せる。
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第27図  S K12 平面図・断面図



S K12 註記表

層  位 土    色 土    性 備 考

l 10Y R 3/4暗 褐色 混入物のない均一層、沢埋土と異なる

2 10YR 4/6褐色 1層 と地山土の混合層

S K13土坑

[調査区]2区  N50。 W30グ リッド

E検出]Ⅳ a層中において焼面のある礫を検出したが、

掘り方のプランが確認されたのはV層面である。

E形態 。規模]不整円形を呈し、径40clllを 測る。底面は

中央に位置する小ピットを除けばほば平坦で水平であ

る。深さは斜面上方で15clll程 しかなく急な立ち上がりを

見せる。

[堆積土]2層に分層される。 1層は割れた個々の石片

の内側に見られ、炭化物を少量合む層である。 2層は掘

り方全域に見られ、 1層 と同じ土性ながら黄褐色土を少

第28図 S K13 平面図。断面図

量含むものである。焼礫は 2層の上面に完全に乗る形となっている。

[焼礫の状況]焼礫は上面が剥離し失われているが、底面、側面ともに熱を受けて赤色化して

いる。

[出土遺物]土坑堆積土中から焼けた礫が検出された。

[その他]礫が焼けているにもかかわらず、土坑の壁面、底面及び堆積土については焼け面、

或るいは焼土粒、炭化物等の混入は見られない。

S K14焼壁土坑

[調査区]7区  N20。 E50グ リッド

[検出面]V層

[形態・ 規模]隅九方形を呈し、西壁において多少開

く形となる。約 1 20clll四方で、深さは残存良好な斜面

上方の西壁で20clllを 測る。底面は平坦である。壁面は

西壁がほぼ45° の立ち上が りをみせ、壁が北、南側に

回り込むに従い低平となり、東壁にいたってはほとん

どみられない。

[堆積土]3層に分層される。ほとんどは自然堆積土

とみられる 1層であるが、底面上には層厚 2～ 4∽の

炭化物が多量に混入した黒褐色土層が全体に見られる。 0          1m

第29図 S K14 平面図・断面図
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[焼面の状況]壁面はほば全体と、底面も約半分が焼けている。

S K14 註記表

層  位 土    色 土    性 備 考

1 75YR4/4褐 色 粘性ンル ト

2 10YR 2/′ 2黒褐色 粘性シル ト 炭化物を均等に多量に含む

3 10YR 3/3賠褐色 ンル ト 炭化物を均等に多量に含む

S K15土坑

[調査区]7区  N30・ E20グ リッド

[検出面]Ⅲ a層中において焼面のある礫

を検出したが、掘 り方のプランが確認され

たのはV層である。焼礫は土坑堆積土のプ

ラン上面に乗る形での検出となった。

[形態 。規模]不整円形を呈し、35× 30clll

を測る。断面形はす り鉢状で壁は緩やかに

立ち上が り、底面は特に平坦面を持たない。

出された。

[その他]S K13同様に土坑壁やその堆積土

については火を受けた形跡は認められない。

S K16焼壁土坑

[調査区]9区  S40。 W10グ リッド

[検出面]V層

[形態・ 規模]ほぼ円形を呈 し、径 1 20ctll、

深さ10～ 30clllを測る。底面はほぼ平坦で僅か

に傾斜している。壁面は立地が急斜面なこと

もあいまって北東側については急な立ち上が

りを見せるが、下方の南西側はかなり緩かな
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第30図  S K15 平面図・断面図

E堆積土]10YR 3/4暗褐色粘性ツルトの一層のみがみられ、焼土、炭化物などの混入物は

含まない。

[焼礫の状況]焼礫は上面が一部剥離 し失われているが、底面、側面 とも熱を受けて赤色化 し

ている。

[出土遺物]土坑堆積土中から焼けた礫が検
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第31図  S K16 平面図・断面図
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ものとなっている。

[堆積土]3層 に分層される。 1, 2層は自然堆積土と見られ、 2層には少量の炭化物に加え
てV層 とみられるブロックが混入している。 3層は炭化物が多量に含まれるもので、ほば均一

の厚さで底面を覆っている。

[焼面の状況]壁面の斜面上方側にのみ焼面が認められる。

S K16 註記表
鱈   位 土    色 土    性 備 考

1 10YR 4/6褐 色 ンル ト

2 10YR 4/6褐 色 ンル ト 炭化物を少量合む、地山の崩落土を少量含む

3 10YR 2/1黒 褐色 ンル ト 炭化物を少量合み木炭の残存がよヽ

S K17焼壁土坑

[調査区]9区  S50。 E20グ リッド

[検出面]V層

[形態・規模]ほば円形を呈し、径 1 00cIIl、 深さ12～ 18

clllを測る。底面はほば平坦で水平である。わ りと平坦地

にあることもあって周壁は全周して約45° の傾きをもっ

て立ち上が り、壁高も平均している。

[堆積土]4層 に分層される。 1～ 3層は自然堆積土と

見られる。 4層は上層に比して多量の炭化物の混入が見

られるが、炭化物のみにより形成される層とは区別でき

るものである。

[焼面の状況]壁面の数箇所において小範囲の焼面が見

られる。
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第32図  S K17 平面図・断面図

S K18焼壁土坑

[調査区]10区  N S00・ E10グ リッド [検出面]Ⅲ b層

[形態・規模]ほぼ円形を呈し、径 110cm、 深さは斜面上部で25clllを測るが、東壁付近では 5

clllに も未たない。底面は平坦で水平である。壁は斜面上方の西壁では約 50° の立ち上が りを見

せるのに対して、反対側では、僅かな立ち上がりとなっている。

lm

S K17 註記表
層  位 土    色 土    性 備 考

1 10YR 3/4暗褐色 炭化物、焼土 (白 色針状物質を含む)を小ブロック状に少量含む
2 10YR 4/6褐 色 炭化物を少量含む (白色針状物質を含む )

3 10YR 5/6黄褐色 ンル ト 炭化物・ 焼土 (白色針状物質を合む)を ブロック状に含む
J 75YR 4/4褐 色 炭化物・ 焼土 (白 色針状物質を含む」を 1～ 3層 に比べ多 く含む



S K18 註記表

層  位 土   色 土   性 備 考

l 10Y R 3/2黒褐色 炭化物を少量含む、10YR 3/3暗褐色を含む
10YR 3/2黒褐色 炭化物をブロック状に1層より多く含む、10YR 5/4黄褐色を含む

3 5YR17//1黒 色 白色針状物質を含む、炭化物を多く含み、木炭の残 りがよし

[堆積土]3層に分層される。 1, 2層はほぼ土坑内

全域にみられ炭化物を少量含み、 3層は斜面下方の一

部にしか見られないものだが、炭化物を多量に含む層

である。

[焼面の状況]底面は斜面下半部、壁面はほぼ斜面上

方部のみが焼けている。

S K19陥 し穴

[位置]10区 S10・ E20グ リッド

[検出面]Ⅲ b層

[形態・ 規模]長楕円形で、長軸 260clll、 短軸 50clll、

深さは45clll～65clllで、平均すると55clllに し、断面形は

V字形を呈する。壁は長軸方向ではオーノミ_ハ ングし

て立ち上が り、短軸方向では角度をもって外傾して立

ち上がる。長軸方向はN-7° 一Wである。
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第33図 S K18 平面図・断面図
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[堆積土]4層に分層され、全て自然堆積と見られる。

[底面]長楕円形で、長軸275clll、 短軸10～ 20clll、 多少の凸凹は見られるが、その中で4ケ所

のピット状の窪みが確認された。しかし、中央の 1ケ所を除いてはごく浅いものである。中央

のピットの平面形は25clll× 12clllの平行四辺形で、深さは10clllである。
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S K19 註記表

層  位 土    色 土    性 備 考

1 10YR 2/2黒褐色 ンル ト

2 10YR 3/2黒褐色
3 10YR 3/3暗褐色
4 10YR 4/4褐色 V層の上がプロック状に少量混入

Ptt, 10YR 2/2黒褐色 粘性 シル

2 10YR 3/4暗褐色 粘性ンル 掲色の上が混入

3 10YR 3/3暗褐色 粘性シル ト 褐色の上が混入

4 10Y R 2/3黒褐色 粘性 ンル ト 褐色の土が混入

S K20土坑

[調査区]10区  S20・ E30グ リッ

ド

[検出面]Ⅲ b層

[形態・ 規模]不整楕円形を呈し、

長軸側北壁において若干の張 り出し

を持つ。長軸 200clll、 短軸115cmで上

場に比して底面規模は小さい。底面

形はL字形を呈し、二箇所において

ピット状の凹みが見られる。壁面は

平均して45° の傾きをもっているが、

途中、段のつく箇所もある。長軸方

向は斜面に対して直交して消り、N

-17° 一Wである。

[堆積土]2層に分層される。自然

堆積と思われる。

[底面]底面に二つのピットが検出

された。規模は50× 30ctll、 40× 20clll

のもので、双方とも粘性ンル ト質褐

色上の堆積土が見られる。北側のピ

ットについては戊化物の混入した褐

色土がピット内を斜めに通る形で認

められた。

[その他]こ の土坑は形態、底面の

状況から陥し穴の可能性も考えられ

る。
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層  位 土   色 土    性 傭 考

1 10YR 4/6褐色 粘性シル ト

2 10YR 4/4褐 色 粕性ンル ト

3 75YR4/4褐 色 粘性ンル ト 炭化粒をわずかに含む

4 75YR4/4褐 色 粘性 シル ト

5 75YR5/6明 褐色 粘性シル ト 埋土はあまり均質ではな く黄褐色ブロックをまばらに合む

S K20 註記表

S K21土坑

[調査区]8区  S20。 W30グ リッド [検出面]V層

[形態 。規模]隅丸の長方形を呈し、長軸は190clllを測るが短軸側の一方は残存せず、推定で100

clll程 と見られる。底面はほぼ平坦であるが、斜面同様に僅かな傾斜を見せる。壁面は斜面上方

においてのみ急な立ち上がりをみせ、最も残存良好な箇所での深さは40clllを 測る。

長軸方向は斜面に対して斜交しており、N-50° 一Eである。

E堆積土]4層に分層され、いずれも自然堆積と思われる。 1～ 3層は上端にのみ見られ、炭

化物、焼土粒を含むもので、 4層は底面までの大部分を占め、ス化物やV層を小ブロック状に

含んでヤ恙る。
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第36図  S K21 平面図・断面図・ エレベーション図
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S K21 註記表

層   位 土   色 土   性 備 考

1 10YR 4/4褐色 炭化物を多く合む、焼土粒を少 し含む

2 10Y R 5/6黄 褐色 シル ト 炭化粒をわずかに含む

3 10YR 4/4褐色 砂質ンル ト 炭化物、焼土をわずかに含む



S K22焼壁土坑

[調査区]10,12区  S10。 E30グ リッド

[検出面]Ⅲ b層

[形態・規模]不整円形を呈し、斜面と直交する軸線方向にや

や張 りを持つ。径は80× 70cm、 深さは最深部で 8 clllと 小規模で

ある。底面は中央がやや低いが全体的に平坦である。壁面は斜

面上方で45° の僅かな立ち上が りを見せ、その反対側では検出

面との間に稜線が見られる程度のものである。長軸方向は斜面

に対して直交しており、N-28° 一Wである。

[堆積土]2層に分層される。 1層は焼土、戊化物を少量含む    性―一―

「

__ニギ

ものだが、 2層は底面上全体に見られる炭化物を主体とする層 第37図 S K22平面図・断面図

である。

[焼面の状況]斜面上方の底面、壁面にまたがリー部焼面が見られる。

S K22 註記表
層   位 土   色 土   性 廂 考

1 10YR 3/3暗褐色 ンル ト 焼土を少量含む

2 5YR1 7/1黒色 炭化物層

S K23陥 し穴

[調査区]10区  N10・ E20グ リッド [検出面]V層

[規模・形態]楕円形で、長軸 1 50clll、 短軸 1 1 0clll、 深さは90clllに 達し、断面形は「Y」 形を呈

する。壁は短軸方向では垂直に立ち上が り、開口部付近ではやや外傾する。北西の角の壁では

若子のオーバーハングが認められる。長軸方向はN-20° 一Wである。

[堆積土]3層に分層され、底面付近では褐色ツル トが水平に堆積している。
[底面]隅丸長方形で、長軸 120cm、 短軸 70clll、 ほぼ平坦である。 6箇所にピット状のものが

見られたが、 2つを除いてはごく浅いものである。深い 2つは底面の中央にあたる。この部分

を再精査 した結果、径20clllの プランが発見されたので掘 り込んだところ、深さ45clllの ピットが

確認された。このピットは中段を持ち、そこから径は 7 cIIlに 変る。

S K23 註記表
層   位 土    色 土    牲 備 考

I 10Y R 4/4褐 色 2層類似土をの混合層、炭化物を少量含む
2 10YR 5/8赤褐色 1層 より粘性強 く、均質である
3 10YR 4/6褐色

10Y R 4/6褐 色
2 10YR 4/6褐色 粘土質ンル ト 炭化物をわずかに合む
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第38図  S K23 平面図・断面図。エレベーション図

S K24陥 し穴

[調査区]10区  S20・ E20グ リッド [検出面]V層

[形態・ 規模]楕円形で、長軸 140clll、 短軸100銅、深さは100clllに達し、断面形は逆台形を呈

する。壁は短軸方向ではやや外傾ぎみに立ち上がっているが、長軸方向ではほぼ垂直に立ち上

が り、北壁においてはオーバーハングが認められる。長軸方向はN-4° 一Wである。

[堆積土]7層に分層され、底面付近にオリーブ褐色砂質ツル トが水平に堆積して為 り、底面
ピット直上には黄褐色シル トが円筒状に堆積している。

[底面]隅丸長方形で、長軸 125cIIl、 短軸 50clll、 ほぼ平坦である。中央に 1箇所 ピットがあり、

径25clll～ 20clllの 南北に長い楕円形で、深さは25clllである。断面形では南壁が垂直に立ち上がる

のに対し、北壁はやや角度をもって立ち上がる。

S K24 註記表

層  位 土   色 土    性 備 考

1 10Y R 4/6褐 色 砂質ンル ト

2 10YR 2/3黒褐色 砂質シル ト

3 75YR4/4褐色 砂質シル

4 10YR 5/6黄褐色 砂質シル

5 10YR 5/8黄褐色 砂質シル ト

6 25YR4/6オ リーブ褐色 砂質 ンル

7 10YR 5/8責褐色 ,/ル ト

Ht l 10YR 5/8黄褐色 ンル ト 土坑内の 7層 と同じ

2 10YR 4/6褐色 ンル Ⅲ
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第39図  S K24 平面図・断面図・エレベーション図

S K25陥 し穴

[調査区]10区  S20・ E10グ リッド

[検出面]V層

[遺存状況]上方約20clllが窪み状の撹乱を受けている。

[形態 。規模]隅丸長方形で、長軸 130clll、 短冊 80clll、 深さは80clllに 対 し、断面形は「Y」 形

を呈する。壁は、長軸方向の北西の壁のみが垂直に立ち上が り、他はやや外傾して立ち上がっ

ている。長軸方向はN-45° 一Eである。

[堆積土]8層に分層され、全て自然堆積と見られる。

[底面]隅丸長方形で、長軸 H Oclll、 短軸 40clll、 ほぼ平坦で、中央やや北西寄 りに 1箇所 ピッ

トが確認された。ビットの平面形は径20clllの 円形で深さは10伽である。断面形はU字状を呈する。

S K25 註記表
層  位 土   色 土    性 備 考

1 10Y R 4/4褐 色 砂質シル ト 炭化物を少量含む。

2 10YR 5/6黄褐色 砂質シル ト 炭化物を少量含む。

3 10YR 4/6褐色 砂質 シル ト 炭化物を少量合む。

4 10YR 3/4暗褐色 砂質シル ト 炭化物を少畳含む。

5 10YR 4/6責褐色 砂質ンル ト

6 10YR 5/8責褐色 砂質シル ト

7 10YR 4/3にぶい黄褐色 砂質 ンル ト 砂を少量含む

8 10YR 6/8明黄褐色 砂質シル ト 10YR 8/2灰 色の砂質ンル トの上とで層を形成 している。
10YR 6/8明黄褐色 砂質シル ト 10YR 8/2灰色の砂質ツルトの上とで層を形成している。酸化鉄を含む。

2 10YR 4/4褐色 1層の上をブロック状に含む
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S K26陥 し穴

[調査区]10区  S20・ E20グ リッド

[検出面]V層

[遺存状況]窪み状の撹乱を受けている。

[形態・ 規模]精円形で、長軸 190clll、 短軸 120clll、 深さはV層上面から1 10clllに達し、「Y」 形

を塁する。壁は短軸、長軸方向とも下半分ではほぼ垂直に立ち上が り、上部ではやや外傾ぎみ

に立ち上がる。ゴヒ東壁にオーバーハングが認められる。長軸方向はN-56° 一Eである。

E堆積土]9層に分層され、全て自然堆積と見られる。

[底面]隅丸長方形で、長軸 HOclll、 短軸45cIIl、 ほぼ平坦で、中央に 1箇所 ビットが確認され

た。ピットの平面形は径 12clllの 円形で、深さは43clllである。断面形はU字状を呈する。
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S K27焼壁土坑

[調査区]Htt S30・ E30グ リッ

[重複]S K36を 切っている。

第41図  S K26 平面図・断面図・エレベーション図

S K26 註記表

ド [検出面]V層

S K27 註記表

層  位 土    色 土   性 備 考

と 10YR 4/4褐色 砂質 シル ト

2 10YR 3/3暗褐色 シル ト

3 10YR 4/6褐色
4 10YR 4/4褐色
5 10YR 5/4にどい黄褐色 ンル ト
6 10YR 5/6責褐色 粘性ンル ト

7 10YR 5/4もボい黄褐色 砂質シル ト
8 10YR 6/6明黄褐色 ラ/ル ト

9 10YR 5/4にぶい責褐色 粘性シル ト 粘性が強い
Pit l 10YR 4/6褐色 壁付近は全体的に黄褐色砂質シル ト上である。

層  位 土   色 土    性 備

1 10YR 3/4暗褐色 灰、焼土粒、地山をあずかに合す|
2 5YR2/3極暗赤褐色 ンル ト 炭、焼土を 1層に比べ多く含む
3 7 5YRIろ /1黒色 炭



[形態・ 規模]ほぼ円形を呈し、径 120cm、 深さは

20～ 25clllを 測る。底面はやや凹レンズ状で、壁の立

ち上がりも急ではない。

[堆積土]3層 に分層される。堆積上の大半を占め

る 1層は炭化物、焼土、V層 ブロックを僅かに含む。

3層は上層が土坑全域にみられたのに対し、壁ぎわ

一部の堆積で、炭化物を主体とした層である。

[焼面の状況]底面、壁面ともに焼けているが、部

分的で、土坑内全域に広がるものではない。
ト

第42図  S K27 平面図。断面図

S K28陥 し穴

[調査区]H tt S 30・ E30グ リッド [検出面]V層

[形態 。規模]楕円形で、長軸 1 55clll、 短軸■Ocm、 深さは1 05clllに達 し、断面形は逆台形を呈

する。壁は長軸方向の】ヒ東壁を除いて、三方ともやや外傾して立ち上がっている。北東の壁は

ほぼ垂直に立ちあが り、底面付近ではオーバーハングが認められる。長軸方向はN-55° 一

Eである。

[堆積土]18層 に分層され、底面ピット直上に褐色粘土質シル トが半球状に堆積している。

[底面]隅丸長方形で、長軸130伽、短軸 60clll、 ほぼ平坦で、中央やや西よりに 1ケ所ピット

が確認された。ピットの平面形は18cIII X 10伽 の楕円形で、深さは40clllである。
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S K28 註記表

層  位 土   色 土    性 備 考

1 10YR 4/6褐色 砂質ンル ト

2 10YR 4/6褐 色 砂質ンル ト

3 75YR4/4褐 色 砂質ンル ト

4 75YR4/4褐色 砂質シル ト 褐色 ンル トをまだらに混入す る

5 10YR 3/3暗褐色 砂質シル ト 褐色シル トをまだらに混入する

6 10Y R 3/3暗褐色 粘性 ツル ト

7 10YR 3/4暗褐色 粕性 ンル ト

8 10YR 4/6褐 色 砂質シル ト

9 10YR 4/6褐 色 砂質 シル ト

10YR 4/4褐色
10YR 4/6褐 色 粘性 ンル ト

10YR 4/6褐 色
10YR 3フ /4暗褐色 粘性 ンル ト

10Y R 4/6褐色 粘性シル ト

10YR 3ァ /4暗褐色 粘性 シル ト

10YR 4/6褐 色 暗褐色粘性ンル トが昆 じる

17 10YR 4/6掲 色 粘性シル ト
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第43図  S K28 平面図。断面図・エレベーション図

S K29陥 し穴

[調査区]Htt S40。 E40[検出面]V層

[形態・ 規模]楕円形で、長軸 160clll、 短軸 100clll、 深さは85ctllに達し、断面形は逆台形を呈す

る。壁は短軸、長軸方向ともやや外傾して立ち上がるが、上部では角度を増して緩やかに立ち

上がる。長軸方向はN-36° 一Eである。
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第44図  S K29 平面図・断面図。エレベーション図



[堆積土]7層 に分層され、全て自然堆積と見られる。底面ピット直上に、にがい黄褐色砂質

ンル トが円筒状に堆積している。

[底面]隅丸長方形で、長軸 105clll、 短軸 45clll、 ほぼ平坦で、中央に 1箇所ピットが確認され

た。ピットの平面形は上端で15clll× 10clllの楕円形で深さは10clllで ある。

[出土遺物]底面直上の北角と南角から円礫が出土した。

S K30陥 し穴

[調査区]11区  S60・ E50グ リッド

[検出面]V層

[形態 。規模]精円形で、長軸 245clll、 短軸 170ctll、 深さは100clllに達し、断面形は「Y」 を呈

する。壁は短軸方向ではやや外傾して立ち上が り、長軸方向では下半分がほぼ垂直に立ち上が

るが、開口部付近では大きく両側に広がりを見せている。長軸方向はN-57° 一Eである。
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S K29 註記表

層  位 土   色 土   性 備 考

1 10Y R 3/4暗褐色 ランフレ ト 炭化物をごく少量含む。

2 10Y R 3/3暗褐色 炭化物をごく少量含む。

3 10Y R 3/4暗褐色 粘性シル ト 炭化物をごく少量含む。

4 10Y R 4/6褐色 シル ト

5 10YR 4/4褐色 粘性シル ト

6 10YR 4/6褐色
7 10Y R 4/4褐色 ンル ト 抗痕の埋土

10Y R 5/8黄褐色 粘性シル ト 炭化物を少量含む

〇

第45図  S K30 平面図・断面図・ エレベーション図



[堆積土]7層に分層され全て自然堆積と見られる。

[底面]隅丸長方形で、長軸 130clll、 短軸55clll、 ほぼ平坦で、中央に 1ケ所ピットが確認され

た。ピットの平面形は上端で径17ctll～ 20ctllの ほぼ円形で、深さは25clllである。断面形はU宇状

を示す。

S K31陥 し穴

[調査区]Htt S50・ E40グ リッド

[検出面]V層

[形態・ 規模]楕円形で、長軸225銅、短軸 130clll、 深さは95callに達し、断面形は「Y」 を塁す

る。壁は長軸方向では、下半分がほぼ垂直に立ち上がっているが、開口部付近では大きく両側

に広が りを見せている。短軸方向でも、下半分はほぼ垂直に立ち上がっているのが、中程から

やや角度をもちながら外傾して両側に広がりを見せている。長軸方向はN-58° 一Eである。
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S K30 註記表
層  位 土   色 土   性 備 考

1 10YR 2/3黒褐色 炭化物を少量含む

10YR 2/2黒褐色 灰化物を少量含む

3 75YR2/2黒 褐色 ラ/ル ト 10YR 4/3にぶい黄褐色ンルト上を小ブロック状に少量含む、炭化物を合む
4 75YR3/4暗褐色 10YR 4/6褐 色ンルト土をシマ状に合む
5 75YR3/4暗 褐色 ンル ト 10YR 5/8責褐色ンルト土を含む
6 10YR 4/6褐色 10YR 5/6黄褐色ンルト土を含む
7 10YR 3/4暗 褐色

第46図  S K31 平面図・断面図・エレベーション図



[堆積土]12層に分層され、底面ピット直上には暗褐色粘土質シルトが円筒状に堆積している。

[底面]隅丸長方形 (多少変形している)で、長軸 140clll、 短軸60clll、 ほぼ平坦で、中央に 1

ケ所ピットが確認された。ビットの平面形は上端で径12～15伽のほぼ円形で、深さは40clllであ

る。断面形はU字状を示す。

S50・ E40グ リッド [検出面]V層

端ライン上 4ケ所において小さな撹乱を受けている。
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S K31 註記表

層  位 土    色 土   性 備 考

ユ 10Y R 2/3黒褐色 砂質シル

2 10YR 3/2黒 褐色 砂質ンル

3 10YR 3/3暗褐色 砂質シル

4 10Y R 4/6褐色 砂質ンル

5 10YR 2/3黒褐色 砂質ンル

6 10YR 3/4暗褐色 粘性 シル

7 10YR 4/6褐 色 粘性シル

8 10YR 4/6褐 色 粘性シル ト

9 10Y R 5/6黄褐色 粘性シル

10YR 4/6褐 色 粘性ンル

10Y R 3/4暗褐色 粘性シル ト

10YR 3/4暗 褐色 粘性シル 杭痕の埋土

10YR 5/6黄 褐色 粘性ンル

2 10YR 4/4褐色 粘性シル

第47図  S K32 平面図・ 断面図。エレベーション図
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[形態 。規模]楕円形で、長軸 155c皿、短軸 120cm、 深さは90clllに達し、断面形は逆台形を呈す

る。壁は長軸方向では、西壁がやや角度をもって外傾して立ち上がり、東壁では下半分で緩や

かに外傾 して立ち上がった後ほば垂直となり、開口部付近でまた若千外傾して広が りを見せる。

短軸方向ではやや外傾して立ち上がっている。長軸方向はN-70° 一Eである。

[堆積土]8層 に分層され、底面ピット直上には褐色砂質土が円筒状に堆積している。
[底面]隅丸長方形で、長軸 H Ocm、 短軸45～50銅、ほば平坦で、中央に 1ケ 所ピットが確認

された。 ピットの平面形は30clll× 18clllの精円形で深さは30clllである。断面形はV字状を示す。

S K32 註記表
層   位 土   色 土   性 備 考

1 75YR3/3暗褐色 炭化物を少量含む

2 75YR3/4暗 褐色 地山土を小ブロック状に少量合む。

3 75YR4/4褐 色 ンフレト 炭化物を少量含む

4 75YR4/6褐色 75YR 3/3暗 褐色ンルト土を上部に少量含む、壁崩落土
5 10YR 4/6褐 色 75YR 2/3極 暗褐色シルト土を含む、炭化物を含む。
6 10YR 4/6褐 色 ンル ト 炭化物を少量含む、壁崩落土

7 10YR 3/3暗褐色
8 10YR 4/4褐色 砂

10YR 3/4暗 褐色 粘性 シル ト 戊化物を含む

S K33土坑

[調査区]11区  S50。 E50グ リッド

[検出面]V層

[形態 。規模]ややくずれた円形で、長軸HOcm、 短軸 90clll、

深さ52clllを測る。壁は急に立ち上がり、検出面付近で緩やか

になる。一部オーバーハングする。断面形は逆台形を呈する。

長軸方向はN-60° 一Wである。

[堆積土]4層 に分層でき、中層の 2層はしまりがなく、パ

サつく。

[底面]底面には凸凹がみられる。

第48図 S K33 平面図・断面図

S K33 註記表
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層  位 土   色 土    性 備 考

1 10YR 3/4暗褐色
2 75YR4/6褐 色
3 75YR5/8明 褐色
4 75YR5/8明 褐色



S K34土坑

[調査区]Htt S50。 E50グ リッド

[検出面]V層

[遺存状況]撹乱によリー部削平を受けてい

る。

[形態 。規模]不整形で、長軸226clll、 短軸145

伽、北寄 りで最大深65clllを 測る。断面形は舟

底形で、壁は緩やかに立ち上がる。長軸方向

はN-5° 一Wである。

[堆積土]4層に分層され、焼土・戌化物を

わずかに含む。

[底面]底面は南半は平坦であるが、北側で

円形にやや深くえぐれている。

第49図 S K34 平面図 。断面図

S K35陥 し穴

[調査区]Htt S50。 E50グ リッド [検出面]V層

[遺存状況]深さ約40cElの撹乱を受けている。

[形態・規模]隅丸長方形で、長軸160clll、 短軸 120clll、 深さはV層上面から80clll～95clllで、平

均すると90clllに達し、断面形は逆台形を呈する。壁は長軸方向ではやや外傾して立ち上が り、

北西の壁では上部が撹乱で切られるため大きく外側に広がり、段を持った後また外傾して立ち

上がる。短軸方向ではやや外傾して立ち上がり、開口部付近では角度を増して広がっていく。

長軸方向はN-38° 一Eである。

[堆積土]5層に分層され、底面付近に褐色砂質ツルトが水平に堆積している。 1層 より上の

推積土については、撹乱を受けているため不明である。

S K34 註記表

層  位 土   色 土   性 備 考

1 75YR3/4暗 褐色 ンル ト 及化物を微量含む

2 10YR 5/8黄褐色 ンル ト

7 5YR4/4褐 色 粘土質ンル ト 反化物、焼土を微量含む

4 10YR 5/8黄褐色
10YR 5/8責褐色



[底面]隅丸長方形で、長軸 1 20ctll、 短軸 50clll、 ほぼ平坦で、中央に 1ケ所ピットが確認され

た。ピットの平面形は上端で径20cIIlの 円形で深さは27cIIlである。

第50図  S K35 平面図・断面図・エレベーション図

S K35 註記表

S K36陥 し穴

[調査区]Htt S30・ E30グ リッド [検出面]V層

[重複]S K27に 切られている。

[形態・規模]精円形で、長軸 160cIIl、 短軸 90clll、 深さは80clll～ 100clllで平均すると95clalに達 し、

断面形は逆台形を呈する。壁は長軸方向では、北東が下半分ではば垂直に立ち上が り、開口部

付近でやや外傾して立ち上がるのに対して、南西では底面からやや外傾して立ち上がる。短軸

方向ではどちらもやや外傾して立ち上がるが、南東の方がその角度が大きい。また北西の壁の

開口部付近は S K27によって切られているため、不朔である。長軸方向はN-40° 一Eである。

層   位 土    色 土   性 備 考

I 10YR 3/4褐色 シル ト 全体に炭化物を少量含む

2 75YR4/4褐 色 黄褐色系シル トを全体にブロックで少量含む

3 10YR 4/6褐色
4 10YR 5/8責褐色 シル ト 非常に地山に近いが粘性が強い

10YR 5/6黄褐色
2 10YR 4/4褐色 ンル ト



[堆積土]13層に分層されるが、底面付近に暗褐色粘土質シル トが水平に堆積している。

[底面]隅丸長方形で、長軸 HOclll、 短軸45clll、 ほぼ平坦で、中央やや北東寄 りに 1ケ所 ピッ
トが確認されている。ビットの平面形は上端で25clll× 15伽の隅丸の四角形で、下端は径10clllの

ほば円形である。深さは20clllである。断面形は東南の壁ではほぼ垂直に立ち上がるのに対し、

西北の壁は下半分ではほば垂直に立ち上がるが、中程から外傾して広が りを見せる。ピット内

から径 5～ 6伽の円礫が 5個出上した。

[出土遺物]底面直上から安山岩の礫を 1点出土した。磨石の可能性もあるが風化が進んでい

るため、不朔である。
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平面図・断面図・エレベーション図

S K36 註記表
層  位 土   色 土    性 備 考

1 10Y R 4/4褐 色 炭化物を徴量含む、砂質の褐色土混入
2 75YR4/4褐色 砂質シル ト 炭化物を微量含む

3 75YR3/4暗 褐色 炭化物を少量含む

4 10YR 3/3暗褐色 粘性 シル ト 炭化物が全体に混入し、黄褐色粘性ンルトをまだらに含む、自色針状物質が混じる
5 10YR 3/3暗褐色 粘性シル ト 炭化物を少量含む

6 10YR 3/4暗褐色 粘性 シル ト 炭化物を少量含む
7 10YR 5/8黄褐色 粘性 ツル ト 炭化物を少量含む

8 10YR 5/6黄褐色 炭化物を少量合む

9 10YR 6/6明黄褐色 粘性 ンル ト

10YR 6/8明黄褐色 粘性 シル ト

10YR 3/4暗褐色 結性 シル ト

12 10YR 6/8明黄褐色 粕性 シル ト

75YR 3/4暗 褐色 粘性 シル ト 炭化物を全体に合む

10YR 5/8黄褐色 粘性 ンル ト 5～ 6 cmの 石が 5個入る



S K37土坑

[調査区]12区  NO・ E40グ リッド

[検出面]V層

[遺存状況]一部を撹乱に切られている。

[形態・規模]ほぼ円形で、長軸 48cIIl、 短軸35cm、 中央で深

さ16釦である。断面形はV字形を呈する。長軸方向はN-85°

一Wである。

[堆積土]2層 に分れ、炭化物・焼土を含む。

第52図  S K37 平面図・断面図

S K37 註記表
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層  位 土   色 土   性 備 考

1 10YR 4/3にぶい責褐色 焼土を少量合 L・

2 10YR 3/3暗褐色 ンル Ⅲ 白色針状物質を含む焼土を全体に含む。炭化物を含む

S K38焼壁土坑

[調査区]12区  N10・ E50グ リッド

[検出面]V層 残存状態が極めて悪 く、プランは底

面直上に残る僅かな戊化物の分布範囲から推定した。

[形態・ 規模]円形と推定される。径は底面でHOclll

程度とみられ、深さは 4釦程しか残存しない。底面は

複数の撹乱もあいまって、平坦かつ水平ではなく、壁

面の立ち上が りもほとんど認められない。

[堆積土]3層に分層される。残存は僅かであるが、

その主体を占めるのは、戊化物を少量含む褐色土の 3

層で、底面ほば全域に見られる。

[焼面の状況]2層 は焼土層ともいえるものである

が、極一部にしか残存しない。これについては 2層が

焼壁面から剥落したということも考えられるが、 3層

の堆積後に焼けた可能性も考えられる。

0          1m

第53図 S K38 平面図・断面図
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S K38 註記表
層   位 土   色 土   性 備 考

1 10YR 3/3暗褐色 砂質 シル ト 炭化物を含む

2 5YR4/6赤 褐色 砂質ンル ト 炭化物を少量含む

3 10YR 4/6褐色 砂質シル ト 炭化物を微量に合む



S K39焼壁土坑

[調査区]13区  S30。 E50グ リッド

[検出面]V層

[形態 。規模]円形に近い楕円形を呈し、長軸 1 20clll、

短軸 90clll、 深さは斜面上方部で1 2clllを測る。底面はほば

平坦で水平であるが、複数の小撹乱により乱されている。

壁面は斜面上方の西壁が急な立ち上が りを見せるのに対

し、東壁は残存せず稜線のみが認められる。長軸方向は

斜面に対して直交してお り、N-7° 一Eである。

[堆積土]5層 に分層される。 1, 2層は自然堆積土と

見られる。3,4層は黒褐色系の庚化物を多く含む層で、

特に 3層は底面直上にないにもかかわらず炭化物が主体

で、他の焼壁土坑とは堆積状況が異なる。

[焼面の状況]底面、壁面とも焼けている。壁面は残存

部全域で焼けてお り、特に上半において顕著である。

第54図  S K39 平面図 。断面図

9          1m

～
イ
′

硝

ギ
ち
ノ

98 1

|

98 0

ノ

ー

97 9

ノ
９７

／

〕一〕”）い枠８　′ａ「９８‐００ｍ

／

，

０

９８
１
１
１
１
娩

ギ
‐
嗣

蛉　峰的”土脳中　　ａ一吊れ

S K40焼壁土坑

[調査区]13区  S30・ E50グ リッド [検出面]V層

[形態・ 規模]円形に近い楕円形を呈する。長軸 100clll、 短

軸80clllを 測る。深さは残存良好な西壁で15clllで 、これが東壁

に回り込むにしたがい僅かなものになる。底面は平坦で水平

である。壁は西壁で割 りと急な立ち上が りを見せる。長軸方

向は斜面に対 して直交しており、N-3° 一Eである。

[堆積土]5層 に分層される。 2, 3層 は暗褐色系で、特に

3層は皮化物を多く含んでいるが、炭化物のみで構成された

層とは区別される。

[焼面の状況]底面は中央部を除いた部分、壁面は斜面下方

壁を除くほば全域にわた り焼けている。
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S K39 註記表

層  位 土    色 土    性 傭 考

1 75YR3/4暗褐色 威化物を少量含む

2 10YR 3/4暗 褐色 炭化物を少量含む

3 75YR2/1黒 色 炭化物を含む。底面は、白色針状物質を含む焼土

4 75YR4/4褐色 灰化物を少量合む

5 10YR 2′/3黒褐色 10YR 4/6褐色ンルトを含む。炭化物を含む

第55図  S K40 平面図 。断面図



S K40 註記表
層   位 土    色 土    性 備 考

1 10YR 4/4褐 色
2 10Y R 4/4褐色 ンル ト 炭化物・ 焼土を含む

3 10YR 3/3暗褐色 炭化物を他の層より多く含む

4 10YR 5/6黄褐色 ツル ト 療化物を微量含む

5 10YR 4/3たぶん責褐色 炭化物 。焼土を合む

S K41焼壁土坑

[調査区]13区  S30。 E50グ リッド [検出面]V層

[形態・ 規模]ほぼ底面のみが残存している。焼土面と炭化物によ

るプラン確認であり、長軸 70clll、 短軸50伽の不整楕円形を呈してい

るが、本来の形を止めているものではない。長軸方向は斜面に対し

て直交する可能性が大きく、N-20° 一Wである。

[堆積土]大部分は失われているが、一部凹みに残存するものから

2層に分層される。いずれの層も炭化物、焼土を少量含むが、検出

状況から考えて底面直上には全体に炭化物を多量に含む層のあった

ことが推定される。

[焼面の状況]底面の周縁部のみに焼面が確認された。

S K41 註記表

S K42焼壁土坑

[調査区]13区  S30・ E50グ リッド

[検出面]V層

[遺存状況]北西側については撹乱により原形を止めていない。

[形態 。規模]ほぼ円形を呈し、長軸 75clll、 短軸70clllを 測る。

底面は凹レンズ状でそのまま緩やかに壁として立ち上が り、深

さは最高でも 5 cIIl程である。

[堆積土]3層に分層される。 1, 2層は焼土、炭化物を少量

含むのにもかかわらず、 3層はこれらを全く含まず全体に堆積

している。

[焼面の状況]底面の一部に焼面が見られる。
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第56図  S K41 平面図
断面図

層   位 土    色 土   性 備 考

1 75YR4/4褐 色 ンフレト 炭化物を微量含み、焼土を少量含む

2 10Y R 3/4暗褐色 炭化物を含む、焼土を少量含む
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第57図  S K42 平面図
断面図



S K42 註記表
層   位 土    色 土   性 備 考

1 10YR 3/3暗褐色 炭化物を少量含む、焼土をブロック状に合む

2 10YR 2/2黒褐色 灰化物 と、白色針状物質を含む焼土を含む

3 10YR 4/4褐色

S K43:上坑

[調査区]13区  S30・ E40グ リッド

[検出面]V層

[形態・ 規模]不整楕円形を呈し、長軸 130

clll、 短軸 1 00clllを測る。底面は上端形同様に

長楕円形で平坦なものである。壁面は斜面上

方側で40clll程の立ち上が りを見せるのに比し

て下方側では10clll程 になる。長軸方向は斜面

に対して平行しており、N-88° 一Wである。

[堆積土]7層 に分層される。全層とも褐色

のシル ト質土で、自然堆積層と思われる。
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第58図  S K43 平面図・断面図

S K44:上坑

[調査区]13区  S30・ E80グ リッド [検出面]V層

[形態・規模]不整方形で、長軸230clll、 短軸140clll、 斜面下方で深さ52clllを 測る。断面形は崩

れたU宇形を呈する。壁は斜面上方は急で、下方は緩やかに立ち上がる。長軸方向はN-55°

一Eである。

[堆積土]4層に分けられ、下層からは小礫を多量に出土した。
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S K43 註記表
層  位 土   色 土   性 備 考

ユ 75YR4/4褐 色 10YR 4/6褐色ンルトを少量含む
2 75YR4/6褐 色 10YR 4/6褐色ンルトを含む
3 75YR4/4褐 色 10Y R 4/6褐色シルトをブロック状に少量含む
4 75YR4/6褐 色
5 10YR 4/6褐色 25YR6/6明 黄褐色砂質シルト土をブロック状に含む
6 75YR5/6明 褐色 25YR6/6明責褐色砂質ンルト土をブロック状に含む
7 10YR 4/6褐色



[底面]底面は大きく二段をなし、凸凹

がある。 ‐

[出土遺物]縄文土器の破片である。条

痕文が認められる。

第59図  S K44 平面図・断面図

S K44 註記表
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層  位 土   色 土   性 備 考

l 10YR 2/2黒褐色
2 10YR 2/3黒褐色
3 75YR4/4褐 色 炭化物を少量含む、小礫を合み地山を混入

4 75YR3/4暗 褐色 土器片出土、小石を多量に含む

S K45陥 し穴
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[調査区]16区 S70・ E60グ リッド [検出面]V層

[遺存状況]道状の窪みの撹乱を受けている。

[形態 。規模]精円形で、長軸115伽、短軸65clll、 深さは73cmに達 し、断面形は「Y」 形を呈

する。壁は長軸方向では南西がやや外傾して立ち上がるのに対 し、】ヒ東の壁はややオーバーハ

ングぎみに垂直に立ち上がる。また短軸方向ではほぼ垂直に立ち上が り、南東の壁では開口部

付近で角度をもって広が りを見せている。長軸方向はN-51° 一Eである。

[堆積土]10層 に分層され、全て自然堆積と見られる。

[底面]隅丸長方形で、長軸 100clll、 短軸45伽、ほば平坦で、中央に 1箇所 ピットが確認され

た。ピットの平面形は径20clllの 円形で、深さは20clllである。断面形はU字形を示す。

S K46陥 し穴

[調査区]16区  S70。 E50グ リッド

[検出面]V層

[遺存状況]道状の窪みに覚乱を受けている。

[形態・ 規模]精円形で、長軸 140clll、 短軸 100ctll、 深

さはV層上面から87clllに達し、断面形は「Yj形 を呈

する。壁は短軸方向で、底面付近では緩やかに角度を

もっているが、上方にいくに従ってはぼ垂直に立ち上

が り、開口部付近で再び角度をもって両側に大きく広

が りを見せている。長軸方向はN-73° 一Eである。

[堆積土]2層 に分層される。 (1層の上部は掘って

しまったため、堆積土は不明である。)

[底面]隅丸長方形で、長軸60clll、 短軸40cm、 ほぼ平

坦であるが、下端付近の南から東の壁にかけて段にな

っている若千の平場を持つ。底面から平場までの高さ

は10～ 15cIIlである。

0          1m

第61図  S K46 平面図・断面図
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S K46 註記表

層  位 土   色 土   性 備 考

1 75YR4/4褐 色 粘性 シル ト 10YR 4/6褐色粕性シルトとが混じっている
2 10YR 5/6黄褐色 粘性シル ト

S K47陥 し穴

[調査区]16区  S60・ E50グ リッド

[検出面]V層

[遺存状況]道路掘削のための撹乱を受けている。



[形態・規模]隅丸長方形で、長軸90clll、 短軸45clll、 深さは30～ O clllで、平均すると、15clllで

あり、断面形は「Y」 形を呈する。壁は、撹乱のため確認できない北東を除いては、ほぼ垂直

に立ち上がっている。ただし、これらの形状は後世の掘削により、底面より上方 (一部底面も

含む)のほとんどが破壊され、底面付近のみ残存していると考えられる。長軸方向はN-37°

一Eである。

[堆積土]確認できなかった。

[底面]隅丸長方形で、長軸85clll、 短軸35clll、 ほぼ平坦で、中央に 1ケ所ピットが確認された。

中央のピットの平面形は径20ctllの円形で、深さは20clllである。断面形はU字状を示す。
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第62図  S K47 平面図・エレベーション図

S K48陥 し穴

[調査区]16区  S70・ E50グ リッド

[検出面]V層

[形態 。規模]楕円形で、長軸95clll、 短軸65clll、 深さは87ctllに達し、断面形は変形U宇形であ

る。壁は南壁を除いて底面から外傾ぎみに立ち上がる。南壁は底面から外傾ぎみに立ち上がり、

中段を経て、ほぼ垂直に開田部まで立ち上がる。長軸方向はN-53° 一Eである。

[堆積土]確認できなかった。

[底面]楕円形で、長軸35ctll、 短軸20伽、ほぼ平坦であるが、南壁の底面から2/3の位置に
若千の平場を持ち、底面から平場までの高さは20clllである。
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第63図 S K48 平面図・エレベーション図

S K49土坑

[調査区]14区  S40。 E100グ

リッド

[検出面]V層

[遺存状況]一部木の根による撹

乱を受けている。

[形態・ 規模]不整楕円形で、長

軸260clll、 短軸 105clll、 深さ16clllを

測る。

断面形は逆台形を呈し、壁は急に

立ち上がる。長軸方向はN-60°

一Wである。

[堆積土]3層に分けられ、基盤

岩のブロックを含む。

0          1m

第64図 S K49 平面図・断面図

S K49 註記表
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層  位 土   色 土   性 備 考

1 10YR 3/4暗褐色 礫を少量含む

2 10Y R 4/4褐 色 ンル ト 岩盤片ブロックを多量に含む、礫を含む、馬骨・ 轡出土

3 10Y R 5/6責 褐色 2層 より大きな岩盤片プロックを含む



[底面]ほぼ平坦であるが、平面形の崩

れる斜面下方で小さな段を有す。

[出土遺物]鉄製で、両端に環の付いた

棒状のはみ金具 (第65図 。図版74-3)

が 2本連結し、その各々の端部に鉄輸が

1個ないし2個接続している。馬歯 (図

版82-4)と ともに出土しており、墓坑

の副葬品と考えられる。

第65図  S K49 出土遺物実側図

S K50土坑

[調査区]14区 S30・ E90グ リッド

[検出面]V層

[遺存状況]一部木根による撹乱を受けてい

る。

[形態・ 規模]不整方形で、長軸 175clll、 端

軸 1 10clll、 深さ22clllを測る。断面形は舟底形

を呈し、壁は急に立ち上がる。長軸方向はN

-68° 一Wである。

[堆積土]2層に分れる。

[底面]凸凹がみられる。
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第66図 S K50 平面図・断面図

S K51焼壁土坑

[調査区]17区  S60・ E90グ リッド

[検出面]V層 焼面と僅かな堆積土の残存による底面のみの検出である。

S K50 註記表

層  位 土   色 土   性 備 考

1 10Y R 2/3黒 褐色 岩盤片 2 cIIl弱を少量含む

2 10YR 4/6褐色 岩盤片 2 cm弱 を多量に含む



S K52土坑

[調査区]17区  S50・ E HOグ リッド

[検出面]V層

[遺存状況]一部を撹乱に切られる。

[形態 。規模]不整形で、長軸330clll、 短

軸 1 05clll、 深さは最大で72clllを測る。断面

形はV字形で、壁は急に立ち上がる。長軸

方向はN-58° 一Wである。

[堆積土]4層に分かれ、礫を多く含む。

[底面]斜面上方で浅い段を有す。ほぼ平

坦である。

[出土遺物]2層中から剥片36・ 86(図版

76-8・ 1)を出土した。

第68図  S K52 平面図・断面図
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S K52 註記表

層  位 土   色 土   性 備 考

I 75YR4/4褐色 剥片出土

2 10Y R 4/4褐色 ンル ト

3 75YR3/4暗 褐色 ンル ト 小石を少量含 t・

4 10YR 5/8黄褐色 砂質シル ト 地山崩落土



③炭焼窯

S001炭焼窯

[調査区]東区 N10・ E■ 0グ リッド

[検出面]I層

[遺存状況]天丼部が陥没しており、地表面で窪みとして確認された。地下式で、窯壁・煙道

部・ 窯床などが良好に遺存している。

[形態 。規模]

炭化室 :平面形はイチジク型で、中央やや奥で最大幅を呈する。最大幅273c皿、奥行355clll、 残

存壁高32～ 100clllを測 り、主軸方向はN-23° 一Eである。床は平坦で、 3層 の炭化層が 2～ 5

clllほ どの厚さに堆積している。その下層と壁は火熱を受けて黒変もしくは赤変し、硬化してい

る。窯壁は垂直に立ち上が り、幅 8～ 10clll、 長さ70clll単位の叩き痕がみられ、壁は数 ミリの厚

さで 3層に分かれる。覆土には、天丼部もしくは窯壁の崩落したブロックが混入するが、礫は

出上しなかった。奥壁に設置された煙道部の吸込口に接して、直径81× 67clll、 深さ18clllの楕円

形の窪みが床面にみられる。排水溝はみられない。

焚口部 :平面形は長方形で、炭化室との境で急に狭まり、奥行85clll、 幅44clll、 残存壁高27cIIlを

計る。焚田部の中軸線は、炭化室の軸線より左にずれている。壁の内側には右側に21× 14× 10

call、 左側に20× 13× 9 clllの 凝灰岩切石を置き、閉塞石の一部としている。

煙道部 :波化室の最奥壁に凝灰岩切石を用いて、内径25× 14clllで トンネル状に穿たれている。

窯壁の一部をなす切石の両袖下に高さ7～ 8 clllの 台石をおいて浮かせ、45× 19clllの 吸入口を

開けている。拶,煙口の周囲には直径17～ 21clllの 円礫を施設している。

作業場 :焚 口部から沢に向かって、2.2× 6.7m程の広さで緩やかに傾斜して広がっており、焼

土・戊を堆積土中に多く含む。焚口部の両側に直径25～ 71clllの 円形に掻き出し穴とみられるピ

ットを検出した。

S001 註記表
層 土   色 土   性 粕 性 しまり 備 考

1 10Y R 4/4褐 色 な し な し 服 土

2 10YR 5/8黄褐色 な し な し 灰化物 (05～ 3 ct大 )を少量含む。崩落土 (地山)
3 10YR 2/3黒褐色 ンル ト な し な し 灰化物と 2層土、 4層上の堆積土を少量含む。
4 10Y5/1灰色 な し あ り 天丼部外側崩落土 (5YR5/8明赤褐色)を含む。
5 25Y2/1黒色 ややあり あ り 掻出部堆積上、成化物を少量含む。

I 10YR 6/8明黄褐色 な し あ り 表土

Ⅱ 10YR 5/8黄褐色 ややあり ややあり 積土

Ⅲ 10YR 6/6明黄褐色 あ り な し 整地層

Ⅳ 10Y R 4/4褐 色 ンル ト な し ややあり 旧表土
V 10YR 5/6黄褐色 粘土質ンル ト ややあり ややあり 地山

|
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[出土遺物]焚 口部左袖表土より、煙管の吸口 (第70図 。図版74-7)を出上した。真鍮製で、

「草花文」が点刻で描かれ、内側に竹製の羅宇が残存している。

[築窯方法]斜度18° ほどの斜面を5.5× 42mの範囲で掘 り込み、40clllほ どの高さで盛り土をし

窯壁を形成している。窯壁は、粘土を 3回ほどの工程で叩き締め、構築している。斜面上側の

窯壁の周囲には幅 8～ 30伽ほどの「通路」を付け、排煙口に回れるようにしてある。窯の右袖

◎ g否 =よ ③

で検出したピットは、窯の「覆屋」状建物の柱穴跡である ◎  E正三IZ五
==三
二っ ③

う。窯の南側で確認された直径 3mほ どの窪みは、天丼部

構築時に使用した粘上の採掘坑と考えられる。

[操業]庚化室床面の 3層に堆積する庚化層から「 3回」

の操業回数が推定できる。 0                5 cm

第70図 S001 出土遺物実側図

S002炭焼窯

[調査区]東区 N50・ E100グ リッド [検出面]I層

[遺存状況]天丼部が陥没しており、地表面で窪みとして確認された。地下式で、窯壁・煙道

部の石組みの一部・窯床などが良好に遺存している。

[形態・ 規模]

炭化室 :平面形はイナヂク型で、中央やや奥で最大幅を呈する。最大幅291clll、 奥行326cm、 残

存壁高42～ 98clllを測 り、主軸方向はN-33° 一Wである。床は平坦で、炭化層が 2～ 4 clllほ ど

の厚さに堆積している。その下層と壁は火熱を受けて黒変もしくは赤変し、硬化している。窯

壁は垂直に立ち上がる。覆土には、天丼部もしくは窯壁の崩落したブロック土や、煙道部の倒

壊した凝灰岩切 り石が混入する。奥壁に設置された煙道部の吸入口に接して、直径78× 102clll、

S002 註記表
層 土    色 土   性 粘  性 しまり 備 考

1 75YR4/4褐 色 ややあり あ り 月風土

2 75YR4/6褐 色 ややあり な し 岩盤片 (1～ 2 ca大 )を少量含む。崩落土

3 75YR4/4褐色 ンル ト質粘土 あ り ややあり 尿化物 (3～ 4伽大)を多 く含む。
4 10YR 5/8黄褐色 粘土質シル ト あ り な し 炭化物(05～ l cm大 )と岩盤片(1～ 3鉤大)を少量合む。

5 5YR5/8明 赤褐色 ンル ト ややあり あ り 岩盤片(2～ 3ω大)を少豊含を。6層 よりはしまりはなヤ、笑井部(外側)

6 10Y4/1灰色 砂質シル ト な し あ り 5層 よりも堅 く焼きしまっている。天丼部 (内側 )

7 10YR1 7/1黒色 ややあり な し 炭を多く含む。掻出部分

8 10YR 3/3黒褐色 な し な し 灰化物を少量含む

9 10YR 5/8黄褐色 粘土質シル ト あ り ややあり 炭化物と岩盤片 (2～ 3 cm大 )を少量含む。
10YR 5/6黄褐色 粘土質ンル ト あ り あ り 岩盤片 (2～ 5 cll大)が全体的に混入している。

Ⅳ 10Y R 4/4褐 色 な し ややあり 旧表土

V 10YR 5/8黄褐色 粘土質ンル ト あ り ややあり 地 山

PIt 2 10YR 3/4暗褐色 ややあり な し 柱穴か ?
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第71図 S002 平面図・断面図



深さ 9 clllの 半円形の窪みが床面にみられる。排水溝はみられない。

焚日部 :平面形は台形で、外部ヘハの字形に広がる。奥行124clll、 幅66clll、 残存壁高39cmを計

る。焚田部の中軸線は、炭化室の軸線より左にずれている。両袖外側には積み重なった凝灰岩

切石が検出され、閉塞石の一部とみられる。

煙道部 :炭化室の最奥壁に凝灰岩切石を用いて、内径56× 28clllの トンネル状に穿たれている。

窯壁の一部をなす切石の両袖下に高さ7～ 8 clllの 台石をおいて浮かせ、48× 21clll吸入日を開

けている。排煙口と煙道の周囲には直径20cn程度の円礫を施設している。

作業場 :焚 口部から沢に向かって、3.4× 5.lm程の広さの平坦部を造り出している。全面に焼

土・灰が分布する。作業場中央やや右側で直径48clll、 深さ23clllの ビットを検出した。窯の外右

方で検出した 2個のビットと組んで覆屋の柱穴となるものであろう。

[出土遺物]焚田部右袖、閉塞石の下部から把手(第72図。図版74-8)、 左袖から五徳の脚 (第72

図・図版74-9)を 出土した。

第72図 S002 出土遺物実側図

どちらも、鉄の九材を曲げて加工したものである。

[築窯方法]斜度21° ほどの斜面を5。 8× 4.5mの範囲で掘 り込み、80clllほ どの高さで盛 り上を

し窯壁を形成している。斜面上側の窯壁の周囲には幅10～ 35clllほ どの「通路」を付け、排煙口

に回れるようにしてある。窯の西側で確認された直径 3mほ どの窪みは、天丼部構築時に使用

した粘上の採掘坑と考えられる。



④その他o遺構

SX01性格不明選構

[調査区」7区I N30,EOグジッド[検出面]V層

[重視]SX02爆設士器遺構に切られる.。

[形態・規模]不整形で長軸約95cm、 短軸約40血、探さ5 cmである。断面形は舟底形で、撃は

緩やかに立ち上が|ると長軸方向はおよそW-0°二Nである。

[推宿土]10YR 3/4暗褐色シルトである。

[底面]ほぼ平坦である。|

10013
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S X02埋設土器遺構

[調査区]7区  N30・ EOグ リッド [検出面]V層

[重複]S X01性格不明遺構を切っている。

[形態 。規模]平面形は楕円形で、長軸約40釦、短軸約 30clll、 深さ 5～ 7伽を測る。断面形は

舟底形で、壁はやや角度をもって立ち上がる。長軸方向はW-0° 一Nである。

[堆積土]4層に分層され、 1層は土器内堆積土である。残存脂肪酸分析の結果、 1～ 4層全

層から比較的新しい植物由来の脂肪酸、または骨油に由来する脂肪酸が検出され、 2層からは

動物コレステロールが微量ではあるが検出されている。

[底面]ほば平坦である。

[出土遺物]縄文土器深鉢が埋設されていた。 S X01性格不明遺構の堆積土上面からもこの土

器の破片を出土している。

この上器 (第74図・ 図版71-1)は、胴部が底部から緩やかに立ち上が り、上部でわずかに

脹らんで最大径を呈し、頚部でくびれる。外反する口縁部は緩やかな波状を呈し、四つの三角

形の小突起をもち、全面に円形刺突文が施されている。頚部から胴部上半にかけては、上に 3

条、下に 4条の平行沈線で区画された文様帯を有し、区画内を横位の平行する波条沈線 3条が

6単位のピークをもち、接する区画沈線との上には 4～ 6条の縦位弧状短線文、反対側の空隙

には長精円文もしくは半精円文が施文され、内側の縄文は磨 り消されている。器面全体は、縦

位のLR縄文を地文とする上に沈線で文様が施され、胴部下端と底部は研磨されている。胴部

上半から口縁部にかけては、灰化物が付着し、二次加熱を受けている。胎上には砂粒を多く合

むが良好で、焼成が良好な薄手の土器で、後期前葉、南境式期と考えられる。

[備考]遺構掘 り方内から埋設土器の口縁部が出土したことから、土器を埋設する時点では既

に土器が破損していた可能性が指摘できるが、破損していた土器を遺棄した可能性もあり得る。

埋設する際の破損だとすると、土器内部に存在していた物質が、土器外に流失したことも考え

られ、土器内堆積± 2層から検出された動物コレステロールが 1層中にも存在していたことは

十分に想像できる。

S X01・ S X02 註記表

層 土    色 土    性 粘  性 しまり 備 考

S X01-1 10YR 3/4暗褐色 ンル ト やや有 り やや有 り 10YR 3/2黒 褐色と10YR 5/6黄 褐色をまだらに含む。

S X02-1 10YR 2′  2黒褐色 やや有 り やや有 り 10YR 3イ 3暗褐色をまだらに含む。

S X02-2 10YR 2´ /3黒褐色 ツル ト やや有 り やや有 り 10YR 4/4褐色を土器周辺に含む。
S X02-3 10YR 2/2黒褐色 な し 有 り

S X02-4 10YR 3/3暗褐色 やや有 り やや有 り
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第74図 縄文土器実側図

倒木痕

調査では遺構以外に無数の上坑状プランを検出し、掘 り込んでいる。これらの検出は主にV

層上面に清いてだが、そのほとんどが形状、堆積上の状況から人為的なものではないと判断さ

れた。これらの中には通常の小規模なピットと異なり、最大で直径 3m、 深さは lm以上にも

及がプランを有し、その堆積土を見てみると自然流入土とV層 との逆転堆積したものも認めら

れる。これらは、プラン形状の不整なことから倒木痕とみられ、調査区の約半分程度の地区に

おいて三十数か所確認している。倒木痕の見られる地区は主に東斜面の尾根から斜面中1/■ どに



おいて顕著で、一部西斜面の 9区急斜面においても見られる。これに対して 1～ 4区の尾根に

沿った奥や、沢に沿った傾斜の緩やかな地区についての検出は少ない。倒木痕の検出面は大部

分が遺構同様のV層上面において馬蹄形状のプラン検出によるものであるが、10区ではⅢ b層

においても見られた。幾つかのプランについてその形状、流入土の入 り方などにより木の倒れ

た方向が推定されるものもあったが、そこに規則性を見出すことは出来なかった。倒木痕の成

因は主に風によるものと考えられるが、検出面は同じでもこれらの間にはかなりの時間差があ

るものと思われる。また倒本の程度や、倒木後の土壌化の進行によって単に層位の逆転が見ら

れるもののみが倒木によるものとは判断し得ないことから、その数は相当数にのぼっていたこ

とが予想される。



ピット

遺構と認定されたもの以外に幾つかのピットを検出した。これは規模的には径20～ 50clllで、

最大でも70clllと 小規模なものであるが、無数に検出されている根の撹乱によるプランとは異な

り、プランの壁、底面にあまり凸凹が見られず、堆積土においてもしまりのある暗褐色土、或

いは黒褐色土を主体とするものである。これらのピットについてはより厳選した結果、面積の

割には僅かな検出数となった。その位置については尾根頂部付近において多く見られ、ほとん

どは I区～ 9区に検出されている。遺跡の性格上、柱穴等の遺構の可能性も考えられたが、ピ

ットの位置がほとんどが斜面部において見られ、個々の形状が一定ではなく、かつその配置に

為いては規則性が認められるものはなかった。

第 4表 ピットー覧表

No グリット 規模ω 果さ6 層 位 土 色 土質 障考 (混物、その他 )

1 NSoo、 W30 1 1侃R3/4 暗褐色 /ル ト 黄褐色粕性シル トがブロック状に入る

2 N10、 W40 22X14 10YR 4/6 褐色 炭化物を少量含む、焼土ブロックを斑状に含む

3 N10、 W40 27X24 loYR 4/4 褐色
4 Nlo、 M/40 22× 21 10YR 4/4 褐色 黄褐色粘性 ンル トがブロック状に入る

5 N20、 W40 39× 25 10YR 4/4 褐色 小礫を少量含む

6 N10 W40 36× 26 10YR 3/4 暗褐色 基盤ブロックを含む、縄文土器片が出土する

7 Nlo、 W40 36X27 10YR 4/3 にぶい黄褐色 炭化物粒を含む

25Y4/4 オリーブ褐色 庚化物粒を含む

8 N50、 Vヽ40 27 10YR 3/3 暗褐色
9 Nlo、 Vヽ30 46× 45 10YR 4/4 褐色 炭化物粒を僅かに含む、途中に段がみられる

10 N10、 覇「30 71× 51 10YR 3/3 暗褐色 炭化物粒を僅かに含む、途中に段がみられる

11 N20、 ■r30 57× 48 10YR 3/3 暗褐色 黄褐色粘性シル トがブロック状に入る

N10、 V30 42× 38 10YR 3/3 暗褐色 灰化物枚を少量含む

13 N20、 M「30 40X29 10YR 3/4 暗褐色
N50、 Ⅵ′30 40X30

N50、 IV30 30X27 12

16 N50、 EW00 55× 48 loYR 3/3 暗褐色 炭化物粒、焼土粒を僅かに含 L・

17 N50、 E10 33× 30 17 10YR 2/3 黒褐色
7 5YR3/2 黒褐色

Nlo、 Tヽ20 60× 30 10YR 2/3 黒褐色
N10、 V20 24X15 10YR 3/4 暗褐色 炭化物粒を少量含む

N10、 V20 48X35 loYR 3/3 暗褐色 殊化物粒を僅かに含む

Nlo、 V20 41X30 10YR 4/4 褐色 炭化物粒を少量含む

N10、 W20 50× 34 10YR 3/4 暗褐色 炭化物粒を少量含む

N10、 IV10 45× 30 10YR 3/4 暗褐色 灰化物粒を少量含む

N20、 50× 39 10YR 3/4 暗褐色 炭化物粒を少量含む

N30、 EM「00 47× 32 10YR 2/3 黒褐色 炭化物粒を少量含む

N30、 E¶「00 41X37 7 5YR 3/3 暗褐色 灰化物粒を僅かに含む

NSoo、 V30 40× 32 10YR 3/4 暗褐色 炭化物粒を少量含む

NS00、 M「30 54X43 10YR 3/3 暗褐色 炭化物粒を少量含む

S20、 W30 56× 50 10YR 3/4 暗褐色 炭化物粒を少量含む

S20、 Ⅵ「40 46X32 loYR 2/3 黒褐色 小礫を含tl

S30、 ¶「20 10YR 2/3 黒褐色 炭化物粒を含む、基盤ブ▼ックを含む

S20、 覇「20 10YR 4/6 褐色 炭化物粒を含む、基盤ブロックを含む

10YR 5/6 責褐色 基盤ブロックを含む

S30、 E¶「00 10YR 4/6 褐色 炭化物rlFを 少量含む、基盤ブロックを含む

7 5YR4/4 褐色 戊化物粒を含む、基盤ブロックを含も

10YR 5/6 黄褐色 炭化物を僅かに含む、基盤ブロックを合む

loYR 4/4 褐色 炭化物粒を少量含む、基盤ブロックを含む

S30、 E40 7 5YR4/4 褐色 炭化物粒を少量含む



4 分析・鑑定
(1)茂庭けんとう城・ 東館跡の SKH土 坑から出上 した植物遺体

東北大学理学部付属植物園 内藤俊彦
はじめ1こ

仙台市太白区茂庭字上ノ原山・ 向根の標高160mの地に、中世の築造と推定されている城館

跡があり、この遺跡の発掘調査が、昭和62年 10月 から翌年12月 まで行なわれた。調査開始以前

はスギ人工林が成立していた所であ り、古くから人為の影響を受けていたものと考えられる。

S Kll土坑が検出された地点は、調査区の】ヒ端にあた り、地形的には小沢の谷底の下方開析

端に位置している。谷底には数10釦～ 2mほ どの厚さで土壌が堆積し、その下部は砂質凝灰岩

の岩盤となっている。この岩盤を工具で掘削した軸長2.6× 1.lm、 深さ50clll以上の不整橋円形

の土坑で、底面には明らかな工具痕が確認できるものであった。共伴遺物は出上しなかったが、

周辺の状況からは縄文時代の遺構である可能性も検討されている。

このSKH土 坑の底部に堆積した土壌から分離した植物遺体について、その一部を調査した。

調査方法

植物遺体について肉眼および実体顕微鏡のもとで、同一植物遺体と見られるものを類別し、

樹木の枝および細片については、ポリエチレングリコールに包埋し、カミソリの刃で横断面、

接線断面の薄片を作成した。これを光学顕微鏡の下で観察し植物種の判定を行った。

植物の種子、果実および刺との比較を行い、植物種の判定を行った。

調査結果

樹木の細片については、 2資料について横断面、接線断面および放射断面を光学顕微鏡で観

察した結果、材 Iはヤマモミジ (図版83写真 1、 2および 3)、 材 Iは クリ (写真 4、 5およ

び 6)であった。また、ヤマモミジの年輸が観察されたので、その年輪幅を測定 した。その結

果は第75図に示すようであった。これによるとヤマモミジの樹齢は20年であった。そ して、年

輪幅は0.2～ 2.2811ullで あり、年輪幅は年荻を経るほど広 くなる傾向であった。このことはヤマ

モミジの年間光合成量が年を経るにつれて増大していることを意味し、成長は次第に良くなる

傾向を示していた。

刺は実体顕依鏡下で観察し、現在仙台市内の丘陵地始よび平地に生息している植物種のもの

と比較した結果、ノイバラ (写真 7)、 サンショウ (写真 8)お よびタラノキ (写真 9)であ

った。

植物の種子および果実について、その特徴を実体顕微鏡下で観察し、現在の仙台市域に生息

する植物の種子および果実と照合した結果は、ノブドウ (写真10)、 ゴウソ (写真H)、 エゴノ



察考

キ (写真 12)、 ヒヨドリバナ (写真 13)、 コウブ

リナ (写真 14)、 フングロセンノウ (写真 15)

ヤマニガナ (写真 16)、 サナエタデまたはオオ

イヌタデ (写真17)お よびガマズミが確認でき

た。そして、これらの植物は現在でも仙台市内

の丘陵地および平地に普通に生息しているもの

である。

1        lo        20年

第75図 材工の年輪幅
これら出土した植物、地形的条件および現在

におけるこれらの植物の生息状況から、当時のこの地の植生の状況を復元してみると、次のよ

うになるものと思われる。

谷底の中央部はわずかな地表流水があるか、または、じめじめと湿った状態であ り、サナエ

タデまたはオオイヌタデ、ゴウソなどが生育する湿地植物群落が見られ、その縁辺部には、ヒ

ヨドリバナ、コウブリナ、ヤマニガナ、タラノキおよびノイバラ、ノブドウなどの蔓植物・好

陽性の植物からなる林縁植物群落が発達 し、それに続いてクリ、ヤマモミジ、エゴノキ、ガマ

ゾミなどからなる森林が存在したものと推測される。

写真17に示すサナエタデまたはオオイネタデは、北半球の湿帯および暖帯などに広 く分布し、

その分布域から考えて史前帰化植物であると言われている。サナエタデは稲作以前の農耕文化

の渡来と共に日本に帰化した植物とされ、オオイヌタデは稲作の渡来と共に日本に渡来 した帰

化植物ではないかとされている (前川、1943)。 この種子は、大きさからみると、直径が 2 11ull

あるいはそれ以下であることから、オオイヌタデの可能性が強い。また、何れにしても、これ

らの花被片は肋の先端が鈎状に二股に分れており、この鈎が他物に付着する動物散布植物に属

するものと考えられる。

これらのことから、 SKH土 坑の帰属年代が極めて興味深く、さらに詳しい調査が期待され

る。

茂庭東館跡の S Kll土坑から出土した植物遺

体の調査から、前述したような植物種が生育し

ていたことが判明した。そして、これらの植物

は、現在でも仙台市内の丘陵地や平地に普通に

生息している植物である。



まとめ

茂庭東館跡の S Kll土坑に堆積していた植物遺体を調査した結果、タラノキ、フングロセン

ノウ、クリ、ガマズミ、サナエタデまたはオオイヌタデなど14種の植物を確認し、当時の植物

群落の配列を論じた。

引用文献

前川文夫 :1943、 史前帰化植物について、植物分類地理、13:274・ 279



(2)茂庭けんとう城・東館跡の埋設土器内に残存する脂肪の分析
株式会社ズコーシャ総合科学研究所 中野寛子、長田正宏

帯広畜産大学畜産環境学科 中野益男、福島道広

動植物を構成している主要な生体成分にタンパク質、糖質 (戊水化物)お よび脂質 (】旨肪・

油脂)がある。これらの生体成分は環境条件の変化に対しては不安定で、圧力、水分などの物

理的作用を受けて崩壊していくだけでなく、上の中に住んでいる微生物による生物的作用によ

っても分解していく。これまで生体成分を構成している有機物が完全な状態で遺存するのは、

地下水位の高い低地遺跡、泥灰遺跡、貝塚などごく限られた場所にすぎないと考えられてきた。

最近、生体成分の一部、とくに脂肪は微量ながら比較的安定した状態で千年・万年と云 う長

い年月を経過しても変化しないで遺存することが判明した
。ちすべての動植物は体内に月旨肪を

持っており、これらを構成する脂肪酸およびステロールの組成は動植物の種によつて異なる。

この化学組成と考古学資料に遺存する脂防の化学組成とを照合させることで “脂肪の持主"を

特定しようとするのが残存脂肪分析である。この「残存脂肪分析法」を用いて、茂庭けんとう

城遺跡の土坑の性格を解明しようとした。

1.土壌試料

茂庭けんとう城遺跡遺構の上坑は、

縄文時代のものと推定されている。

土坑内に埋設土器があり、その周辺

から土壌試料を採取した。土壌試料採

取地′くを第76図に示す。試料配 1～配

4は土坑内から、試料血 5は対照土壌

試料として土坑外 (地山)か ら採取 した。

2.残存脂防の抽出

試料39～99gに 3倍量のクロロホル

ムーメタノール (2:1)混液を加え、

超音波浴槽中で30分間処理して残存脂

肪を抽出した。

残存脂肪の抽出量を第 5表に示す。

残存脂肪抽出率は0,0079～0.0249%、

平均0.0147%で全国各地の遺跡土壊か

ら抽出された残存脂防の平均0.02%②

と比較してほぼ同等量であった。

|―
土羨断面図

サ

Ｎ

土城平面図

第76図 遺構内外の土壊試料採取地点
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残存脂肪をヘキサンーエーテルー酢酸を展開溶

媒とするケイ酸薄層クロマトグラフィーで分析し

た結果、脂肪種は遊離脂肪酸が最も多く、次いで

グリセロールと脂肪酸の結合した トリグリセリド、

ステロール、炭化水素の順に検出された。

3.残存脂肪の脂肪酸組成

試料の残存脂肪に 5%メ ケノール性塩酸を加え、

生成 した脂肪酸メチルエステルを薄層クロマ トグラ

フィーで分析した。ち

試料の残存脂肪の脂肪酸組成

を第77図に示す。残存脂肪から

16種類の脂肪酸を検出した。こ

のうち、パル ミチン酸 (C16:

0)、 パル ミトレイン酸 (C16:

1)、 ステアリン酸 (C18:0)、

オレイン酸 (C18:1)、 リノー

ル酸 (C18:2)、 アラキジン

酸 (C20:0)、 エイコサモノ

エン酸 (C20:1)、 ベヘン酸

(C2210)、 リグノセリン酸

(C24:0)な ど8種類の脂肪

酸をガスクロマ トグラフィーー

質量分析で同定した。いずれの

試料もオレイン酸が主成分で全

体の40%以上を占めていた。次

にパル ミチン酸、パルミトレイ

ン酸の順に多かった。この脂肪

酸組成は比較的新しい植物腐植

土と動物体脂肪、骨油によく似

たパターンである。しかし、局

等動物の臓器、脳、神経組織、

血液などに特徴的にみられるベ

125℃ で 2時間封管中でメタノール分解し、

フィーで分離 。精製後、ガスクロマトグラ
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第 6表 土壌試料の残存脂肪抽出量
試料 hlo 試  料 湿重量(g) 全脂質ω 抽出率∽
1 土 壌 0 0079

2 土 壌 0 0197

3 土 壌 0 0249

4 土 壌 0 0103

5 土 壊 74 2 0 0108



ヘン酸、リグノセリン酸などの高級脂肪酸も微量ながら、約6.0～ H.3%分布していたが、動

物遺体全身の埋設に見られる高級脂肪酸の高い分布割合に比較して小さかった。

4.残存脂肪のステロール組成

試料に残存する脂肪からステロールをヘキサンーエーテルー酢酸 (80:30:1)を 展開溶媒

とするケイ酸薄層クロマトグラフィーにより分離・精製後、ピリジンー無水酢酸 (1:1)を

窒素気流下で反応させてアセテート誘導体にしてからガスクロマトグラフィーにより分析した。

試料の残存ステロール組成を第78図に示す。残存脂肪から16～ 19種類のステロールを検出し

た。このうち、コレステロール、エルゴステロール、カンペステロール、スチグマステロール、

ツトステロールなど7種類のステロールをガスクロマトグラフィーー質量分析で同定した。

ステロール組成をみると、動物由来のコンステロールは地山の対照試料配 5で約 3%と低く、

土坑内試料で約5.5～ 8%と 地山よりも少し高くなっていた。植物由来のツトステロールは約

10～ 31%と 一般的な植物腐植土に見られる分布を示していた。これは、土坑内に植物腐植土と

微量の動物油脂の混入の可能性があることを示している。また、遺構内に動物性遺体が存在し

ているかどうかを確認するために、コレステロールとツトステロールの分布比を調べた。その

結果を第 6表に示す。これまでの遺跡試料の分析から、動物遺体の存在を示唆するコンステロー

ルとシトステロール比の↓旨標値は06(%)
80

以上(0である。表にみられるように  60

土坑内では試料配 2で 0,8以上の値  40

を示すことから動物遺体の存在が推  T
O

測される。しかし、他の上坑内試料  80

配 1、 配 3お よび配 4ではその値が  60

05以下と低 く、植物腐植上である 40
20

ことを示唆していた。試料配 2地点  0
の限られた範囲にのみ動物遺体の痕  80

跡が推測されることから、土坑埋設  60
40

土器内および周辺には、骨などの動
20

物体の一部が埋設されていて動物遺  0

体そのものが埋納されていた可能性 拿

は少ない。対照 (地山)試料配 5で  |

はコレステロールーントステロール 名
比は01と 低い。これは、一般の植 

称

物腐植上を示すもので、土坑内の遺
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第78図 土壌試料に残存する脂肪のステロール組成



物の影響を受けていないことを示 している。

第 6表 土壌試料に分布するコレステロールとシトステロールの割合
表 6

コ レス
試erNo  ヨレステロール(%)  シトステロール(%) テロール/シ トス

No l

Nα2

No3

Nα 4

No5

10 54

1511

10 38

9,37

5 19

23 44

18 38

33 77

18 56

45 83

0,4497

0 8221

0 3074

0 5048

0 1132

5。 脂肪酸組成からの数理解析

残存脂肪の脂肪酸組成を重回帰 相関行列距離

分析にかけ、相関行列距離を基に 試料名甲
二―――_____―――――――――――一-41

した群平均によるクラスター分析

の結果を第79図に示す。樹状構造

図に見られるように、いずれの試

料も相関行列距離は0.03以下と短

く1つの群を形成した。このこと

から、これら 5つの試料は同じ性

質を有することがわかる。また、

高等動物の分布を示す脂肪酸とス

テロールの分布割合が低いことか

ら、動物遺体全身が直接土坑内に

埋設されていた可能性は低いこと

を示唆している。

6.脂肪酸組成による種特異性相関

第79図 遺構内外の上壌に残存する脂肪酸組成樹状構造図

残存脂肪の脂肪酸組成から種を特定するために中級脂肪酸 (炭素数16のパルミチン酸から炭

素数18のステアリン酸、オレイン酸、リノール酸まで)と 高級脂肪酸 (庚素数20の アラキジン

酸以上)と の比をX軸に、飽和脂肪酸と不飽和脂肪酸の比をY軸にとり、種特異性相関を求め

た。この比例配分により、第 1象限の原点から離れた位置に高等動物の血液、脳、神経組織、

No l

No 5

Nα 4

N02

No 3



胎盤、臓器等に由来する脂肪が分布し、第 2象限の原点から離れた位置に高等動物の体月旨肪、

第 2象限と第 3象限にかけての原点から離れた位置に、植物腐植土と骨油に由来する脂肪が分

布する。第 2象限から第 3象限にかけての原点付近に植物と徴生物、第 3象限から第 4象限に

移る原点から離れた位置に海産動物が分布する。

各遺構内試料の残存脂肪から求めた相関図を第80図に示す。いずれの試料も第 3象限の植物

腐植土由来の脂肪酸と骨油等の動物油脂に由来する位置に分布した。このことから、土坑埋設土

器内および周辺には微量の動物体の一部または骨が埋設されていた可能性がある。動物油が微

(鵬 )

(サ;:::::身 :il† |:|:li」 ||―)

Na 4

第80図 遺構内外の土壌に残存する脂肪の脂肪酸組成による種特異性相関



量でかつ試料醜 2にのみ動物コレステロールが検出されることから、土坑墓であれば、宮城県

摺萩遺跡の埋設土器にみられるような再葬骨の可能性も推測される叱

7.総括

茂庭けんとう城東館跡遺構から採取した土壌 5試料の残存脂肪分析を試みた。遺構内外土壌

試料すべてに植物腐植土に特徴的な脂肪酸組成、ステロール組成が認められた。この植物腐植

土から動物泊脂をわずかに検出した。動物油は骨油に近い脂肪酸パケーンを示した。動物遺体

の存在を示す脂肪酸とステロールの分布が埋設土器内および周辺の配 2地点に限定されること

から、土坑には、動物全体を埋設したのではなく、動物体の一部または骨等が埋設されていた

可能性が高い。従って、土坑墓であれば、埋設土器内に洗骨を再葬した可能性が高い。しかし、

土坑は不整形で浅く、土坑周辺に住居址が見られないところから、土坑墓以外の他の用途を持

った土坑、例えば動物ピットの可能性も考えられる。
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Ⅲ 平成元年度調査

1 調査に至る経緯
昭和63年 8月 、仙台市ガス局供給部建設課より、茂庭地区の都市ガス安定供給を目的とした

ガスホルダー建設工事に伴う発掘通知が仙台市教育委員会文化財課に提出され、翌年度の工事

着工に先行する事前調査について協議がもたれた。

協議の結果、

① 調査区内の立木を伐採し、その切 り株を除去した上で地形測量を実施し、国土座標の基準

点を調査区内に設置すること。

② 63年度中に試掘調査を行ない、遺跡の状況を把握すること。

③ 敷地面積10,267ぜ の内、造成工事によって削平を受ける約4,000Υ について発掘調査を実

施すること。

④ 報告書については、前年度に実施した水道局の調査報告と合本にし、平成元年度中に刊行

すること。

などの点が確認され、調査の準備に取 りかかった。

調査要項

遺跡名称   茂庭けんとう城 。東館跡

所在地    仙台市太白区茂庭字生出前

調査主体   仙台市教育委員会

調査担当   仙台市教育委員会社会教育部文化財課調査係

担当職員   金森安孝 長島栄一 佐藤淳 (基準点設置) 高倉祐― (試掘調査)

調査期間   試掘調査 昭和63年H月 28日～昭和63年 12月 3日

本 調 査 平成元年 4月 10日 ～平成元年 8月 4日

整理期間   平成 2年 1月 8日 ～平成 2年 3月 23日

調査対象面積 10,2671Y

調査実施面積  2,600Υ

工事主体   仙台市ガス局

調査協力   仙台市水道局・仙台市茂庭浄水場

地形測量   い東北地形社

調査参加者

阿達 成子 阿部 敬子 阿部みはる 板山つねよ 伊藤 清美 岩間かつ江 岩間 文子

上原 若子 大里ちよし 腸又 洋行 加藤ゑなよ 金沢沙知子 叶 誠   亀出 かよ



川地モ トヨ 川村  信 菊地 英子 北村 宗司 桜谷 勇作 佐藤 亀治 佐藤 直成
佐藤 はつ 佐藤  均 佐藤 浩道 下山 文子 庄子かつえ 庄子 勝子 庄子 信哉
鈴木き瑣子 鈴木 正道 平間  栄 嶺岸イツ子 嶺岸わくり 森  ミヨノ 山浦 文彦
山田  太 渡辺 久幸

〈整理参加者〉

壱岐裕子  遠藤すげ子 勝又洋行  佐藤 均  佐藤浩道  庄子信哉  鈴木正道
山浦文彦  山田 太  渡辺久幸

2 調査の方法と経過
(1)地形測量

立木の伐採後の昭和63年 12月、城館跡に関わる遺構を確認するための現地踏査を実施した。

その結果、道状遺構、土塁状高まり、尾根上の平坦部などを確認し、発掘調査前に地形測量を

実施することにした。地形図は既存の図の調査対象部分を中心に縮尺1/200、 等高線50clll間

隔でこれらの遺構を図化し、さらに調査区内に国土座標を移し、基点を設けた。

(2)調査区の設定

調査区の地形を概観すれば、最も西側から急傾斜部分、緩傾斜部分、土手状を呈する尾根の

末端部分、その北側に位置する凹地と続き、調査区を東西に三分する沢の東側となり、これら

の五つの地区を I～ V区 と呼称した。なお、調査対象区域外ではあったが、西側林内の遺構に

ついて トレンチ調査を実施した際、V区 とした。

調査区グリッド軸方向は、国土座標により、調査区緩傾斜部の座標値 X=-197,060.000、

Y=-2,420.000の 交点を調査区における原点 (N S00o EW00)と することとし、この数値

にそった基準軸により杭を設定した。グリッド軸は10m間隔とし、位置の表記は原点 (0・ 0)

より四方に離れるに従い、その方向と距離を原則として単位mで表現することとした。

調査における標高の基準は、仙台市道路部によって林道東脇に設置された境界杭 (94.24m)

を用いた。

(3)基本層序

調査区内における基本層序は、表土― I層一から基盤岩一X層一まで 9層に大別される。調

査地の地形が標高89m～ lo8mま でと比高差があ り、層の分布範囲や層厚にも変化が見られる。

層の微妙な変化については、アルファベットの小文字で対応し表記した。各層の層相について

は以下のとおりである。
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I層   表土           
′

工層   主に工区南半に分布している層で、堤の築造のため動いた層である。

Ⅱa層 10YR 4/6褐 色シルト、粘性ややあり、しまりややあり。

工b層 10YR 3/4暗褐色シルト、粘性ややあり、しまりややあり。

Ic層  10YR 4/6褐 色ツルト、粘性ややあり、しまりややあり。

Ⅲ層   主に土塁の下と、堤築造のため動いた土 (Ⅱ層)の下に残っている旧表土である。

Ⅲa層 10YR 3/3暗褐色シルト、粘性ややあり、しまりややあり。

Ⅲb層 10YR 4/4褐 色ツルト、粘性ややあり、しまりあり、礫を少量含む。

Ⅲc層 10Y R 4/6褐 色ツルト、粘性なし、しまりあり、礫を少量含む。

Ⅲ a～Ⅲ c層 とも黒色の腐植土を少量含む。

Ⅳ層   主にI区南半の旧表上下に分布している層である。

Ⅳ層  10YR 5/6黄褐色ツルト、粘性ややあり、しまりあり、Ⅶ層に近似するがやや

暗い。

V層   主に I区に分布している層で、縄文土器片を含む層である。
V層  10YR 4/4褐 色ンルト、粘性なし、しまりあり、Ⅵ層に近似するがやや暗く、

ぼそぼそした感じがする。

Ⅵ層   主に I、 Ⅱ、Ⅲ区に分布している層で、縄文時代の遺構検出面である。
Ⅵa層 10YR 5/6責褐色ンルト、粘性ややあり、しまりあり、礫を層全体に均―に含

む 。

Ⅵb層 10YR 5/6黄褐色ツルト、粘性あり、しまりあり、礫の量がⅥa層に比べ少い。

Ⅵc層 10YR 5/6黄褐色シルト、粘性あり、しまりあり、礫を層全体に均―に含む。

Ⅵd層 10Y R 4/6褐 色ンルト、粘性あり、しまりあり、礫をわずかに含む。

Me層 10YR 5/6黄 褐色シルト、粘性あり、しまりあり、礫を層全体に均―に含み、

Ⅵ a、 Ⅵ c層 より大きいものが多い。

Ⅵf層 10YR 4/6褐 色シルト、粘性あり、しまりあり、礫をわずかに合み、黒褐色土

を一部含む。

Ⅶ層   主に堤の積み土下層に堆積する層で、堤築造以前の自然堆積層に考えられる。

Ⅶ層  10G Y 5/1青灰色粘土、粘性あり、しまりあり。

Ⅷ層   基盤岩 (X層)上に堆積する層である。

Ⅷ層  2.5Y8/3淡 黄色シル ト、粘性なし、しまりあり、大小の映片を多量に含む。

X層   調査地点における基盤岩である。

X層  2.5Y8/3砂岩で、上面でやや崩れやすい箇所もあるが、総じて固い。上面で
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第32図 基本層序模式図

只化石を採取した。

以上が基本層序であるが、Ⅲ区についてはⅢ章 2節 (4)で述べるように、堤の築造に伴っての

准積土であり基本層序が一部対応せず、ここでは別途註記しておく。

lll a層  7.5YR 4/4褐色砂質シルト、粘性なし、しまりややあり。

lll b層  7.5YR 4/4褐色砂質ツルト、粘性ややあり、しまりなし、黒褐色砂質ツルト

と炭化物を含む。

lIEl a層 10YR 4/4褐色砂質ツルト、粘性ややあり、しまりなし、径 5 clllく らいの礫を

多量に含む。

lml b層  10YR 4/2灰黄褐色砂質シルト、粘性ややあり、しまりなし、礫を少量含む。

①c層 10YR 4/1褐 灰色砂質ツルト、粘性なし、しまりなし、礫を含む。

lml d層  10YR 4/4褐 色砂質シルト、粘性ややあり、しまりややあり、礫を少量合み、

層下面に砂を含む。

lll層  10YR 4/2灰黄褐色粘土、粘性あり、しまりあり、礫、酸化鉄を含む。



鼻
93 100�【

j「―

92 000� I

♂91000M

図83 調査区断面図

99・ 100



引
b 96
20
m

引
93
40
m

8`9
30
コ

89
 4
0m
名

89
50
m引

μ Ｏ ド 　 ・ 岸 〇 〕

第
34
図
 
調
査
区
断
面
図
(D



(→調査経過

昭和63年 12月 、立木の伐採作業の終了した調査区に、堆積状況を観察するための試掘 トレン

チを数箇所設置した。その結果、急斜面には10～ 20clll程度の覆土があり、土塁状の高まり2箇

所を、緩斜面部分では一部に黒褐色の旧表土層が観察でき、東端で鍵形をなす土塁状の高まり

を確認した。尾根状に沢に張 りだす部分では、露頭部分と表土直下で積み土状の堆積を確認し

た。北側の低湿地部分では、水性堆積層の存在を確認した。敷地入 り日付近では、 2× 3mの

トレンチを 5箇所設置して調査 したところ、全ての トレンチで厚さ 1～ 1.5m以上の積み上を

確認した。最も東側の トレンチでは、積み土状の堆積層の上面は、公々に東に低 くなっていく

ことが観察できた。

以上の試掘結果から、斜面部分には土塁を伴 う城館に関わる遺構の存在が推定でき、沢をま

たいで土手状の遺構が東西に延びていることも判 り、本調査に着手した。

翌年 4月 中旬、発掘調査開始前の全景写真撮影後、調査区を設定した。急斜面部分の I区に

は幅 3mの トレンチを 5本設け、ベル ト・ コンベアを用いて表土を排除し、精査を実施した。

その結果、旧表土層 (■層)から縄文土器や焼土塊を出土し、遺構プランもⅣ層上面で検出し、

I区全面の表土排除・精査にとりかかった。

これと並行して、Ⅲ区にも2× 2mの試掘 トレンチを 5箇所に設けた。堆積状況に疑間が生

じたため、 トレンチを拡張し、調査区全体の推積状況の把握に努めた。その結果、Ⅲ層中には

陶器片が含まれており、粘土層のV層は水性堆積であることが判明した。またこれらの堆積層

は旧河川 SR-1に 切られている。基盤岩層であるX層からは貝の化石も出土した。Ⅲ区につ

いては、何ら人為的な遺構の存在が確認できなかったため、調査終了後、斜面部分の調査によ

る排土置場とした。

I区については、全面の表土及び I層を除去し、土坑やピット、及び性格不明遺構の検出を

行ない、 5月 上旬より遺構の掘 り込みを開始した。

土塁については、 4月 下旬より西端部を掘 り下げ、断面観察を行なった。その結果、旧表土

層の上面に茶褐色土を盛 り上げて土塁を構築しており、Ⅱ区では積み土層と旧表土層が欠如し

ていることが判った。土塁上面ではピットなどの遺構を検出できず、AR平板による地形測量、

等高線記入を行なった。さらに、 6月 に入って、調査区西側の山林の中にも土塁が逆「コ」の

字形に屈曲して連続しているため、新たにⅥA～ C区として 3箇所に トレンチを設け、遺構の

精査、断面の観察などをした後、地形測量を実施した。

土塁の東端では石器、一括土器を堆積土内に含む土坑状のプランを検出し、掘 り込みを開始

した。その結果、遺構は住居跡内の堆積土で、土塁構築によって遺構上面が削平され、土塁積



み土が住居跡の検出面をおおっていることが判った。住居跡内の遺物の一部は土塁内からも出

土しており、住居跡内堆積土を積み土に利用していることも確認された。

この I区で検出した SI-01住居跡は、円形の地床炉を有する一辺が 4mほ どの縄文時代後

期の住居跡で、床面からは櫛歯条線文土器と「瘤付き」土器など4点の他、石器を出土 した。

また、住居跡南辺でこの住居跡の旧炉跡も確認した。

5月 上旬より、緩傾斜部分のⅡ区の表土排除にかかった。Ⅱ区は表土層が薄く、現地表面から10

cm未満でⅥ層地山を検出する部分も多く、重機で地表面の草木の根を取 り除いた後は人力で行

なった。堆積状況観察のために幅 lmのベル トを設定し、A・ BoCODの 小地区に区切って

精査を実施した。調査区緩傾斜部の南半には、黒褐色の旧表土層 (Ⅳ層)が分布 してお り、分

布しない北半と対照を示した。 5月下旬、遺構検出を終了し、掘 り込み作業に入った。主たる

遺構は陥し穴と溝状遺構で、断面観察の後、完掘 。図化 した。陥し穴は 2ないし3基ずつで対

(グループ)をなし、列をなしているかのように検出された。

5月 下旬、工区の調査と並行して、Ⅳ区の調査を開始 した。重機によって、「土手」状の高

まりの上部に車両通行用に敷設 した砕石を除去し、「キ」字形にベル トを設定し、人力によっ

て表土を除去し、遺構を精査した。その結果、多数のピットを確認した。また「土手」の斜面

部分で基盤岩層、旧表土層と積み土層の層序が確認され、地形測量の後、 6月 下旬より十字べ

ル トに沿って断ち割 りを行なった。沢を挟んだV区についても旧表土層と積み土層の層序を確

認し、地形測量の後、幅 2mの縦断ベル トをいれ堆積状況を観察した。

これに前後し、官城県図書館所蔵の「名取郡北方茂庭村絵図」を見る機会を得、また旧地権

者であった佐藤氏 (75才)の来訪によって、伝承によると「堤」の跡であったことが判明した。

Ⅱ区の緩傾斜部分とⅣ区の接点付近の精査によって、積み上の範囲が確認された。また、積

み上の下部、地山上面において陥し穴を 1基検出した。

また、Ⅱ区の平坦部から沢へかltて の急傾斜部分に幅 2mの追加 トレンチを 3箇所設定し、

旧表土層 (V層 )の分布状況、基盤岩層 (Ⅸ層)の存在を確認した。

6月 上旬、高所作業車 (ス カイマスター ●高距24m)を 用いて、調査区の全景写真撮影を実

施した。

7月上旬には、Ⅱ区に推積状況観察のためのグリッド (2× 2m)を 2箇所設定 し、礫層ま

での掘 り込みを行なった。

7月 下旬、地元住民を対象とした見学会を開催し、一切の調査を終了した。
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3 検出遺構と出土遺物
検出遺構の概要

I区は斜度20。ほどの斜面で、地表面 (I層 )で土塁を確認した。また、縄文土器や剥片を

包含するV層を除去したⅣ層上面で焼壁土坑 1基、土坑 3基、性格不明遺構 1基、傾斜の変換

点付近で住居跡 1軒を検出した。

I区は、斜度10°ほどの緩斜面帯である。北半部では薄い表土層 (I層 )を除去したⅥ層上

面で、 2基ずつの対をなす陥し穴 4基、細長い形状の陥し穴 2基、焼壁土坑 1基、土坑 4基、

溝状遺構 2基、性格不粥遺構 3基を検出した。堆積層の状況から、土塁・ 堤の積み土を削平し

た箇所であったと考えられる。

南半部では、表土下に堤の築造の際に動いたと捉えられるI層 と旧表土層 (Ⅲ層)が認めら

れ、北半部よりも傾斜が緩い。さらに南端ではⅣ層が存在し、その上面で焼壁土坑 1基、「噴

砂」が認められるピット1基を検出した。V層除去後のⅦ層上面では、北半部で検出された陥

し穴に続く4基の陥し穴と多数のピットを検出した。

Ⅲ区は、Ⅱ区よりも5mほ ど低くなった沢際の平場である。調査区全体が窪地状を塁して為

り、堆積土下層は水性堆積で、人為的

な遺構の存在が確認できなかった。V
oV区の調査結果から、堤の貯水部に

あたることが判現した。

Ⅳ・ V区は堤である。 V区は、盛 り

土により調査以前には堤の「土手」状

の形状が確認できなかったが、沢によ

り決壊した断面、清よび試掘 トレンチ

によって、積み上が確認されていた。

堤上面で多数のピットを検出したが、

堤築造に関わる遺構であるかは不切で

ある。                _

調査対象区外ではあったが、土塁の

延長部分にあたる 3箇所に トレンチを

設定し、Ⅵ区とした。残存高は低いも
0

のの、高まりと溝状遺構、ピットを検

出した。                      |

|

-2390000 |

-2380000

070 000-

10m
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(1)住居跡

S101 竪穴住居跡

[調査区]1区  [検出面]Ⅵ層

[遺存状況]急斜面の下方、傾斜変換点付近で検出した。 S L01土塁の北側で踏み跡状に凹め

られており、南壁の一部と東壁のほとんどが欠損している。

[重複・増改築]住居跡床面で旧炉跡 (S K23)を検出した。

[形態・ 規模]北壁と南壁の一部が残存し、東壁はほとんど削平されているが、長軸が4.Om、

短軸が3.4m前後の隅丸方形もしくは円形のプランと捉えられる。壁は、斜面上方に位置する

西壁が最も保存が良く、壁高は最大48clllを測る。壁は床面から緩やかに立ち上がる。長軸方向

はN-540-Eである。

[堆積土]6層に分けられるが、 1～ 5層はいずれも自然堆積層である。最下層は住居掘 り方

埋土と考えられる。

[床面]住居掘 り方埋土上面を床面としてお り、東西方向にわずかに傾斜するが、南北方向は

ほぼ平坦である。炉の北側40× 80clllほ どの範囲が火熱を受けて赤変している。斜面上方の西壁

際で、34× 25× 7 clll、 25× 23× 3 cm、 21× 19× 4 clllの 平滑な凝灰岩の破片 3点を出土した。

[柱穴]炉の周辺で直径35～ 60clll、 深さ10～ 26clll、 不整円形のビット3基を検出したが、柱穴

とは認定しがたい。

[炉]東壁に接しており、幅10～ 15clll、 長さ15～ 20clllの 礫10個を直径75clllの 円形に配した石囲

炉である。炉の石組みの中、東壁側の 1個は偏平な凝灰岩を用いて、他の石組みよりも5伽ほ

ど「背」を高く配してお り、「反射板」の機能を持たせていた可能性が強い。燃焼部内部の底

面、礫の内面は火熱によって赤変しており、炉床より炭化物を検出した。

[出土遺物]西壁に接した 4層中から櫛歯条線文土器 (第91図 -1)を 、南壁付近で櫛歯条線

文土器 (第91図 -2)と 瘤付土器 2点 (第92図)を一括出土した。また 層中より剥片を出土

した。

E旧住居跡]S101住居跡の南壁付近で、炉跡の石組とみられる10～ 20clll大の礫 2個とその掘

り方とみられるS K23土坑を検出したが、形態・ 規模については不切である。
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第90図  S101平面図・断面図

炉 (I日 )掘 り方

層 土 色 土 性 粘 性 しまり 備 考

I 10YR 3/4暗褐色 ややあり ややあり 10YR 4/6褐色シルト土をまだらに合む。

2 10YR 3/3暗褐色 ややあり あ り 10YR 2/2黒褐色シルト土をまだらに含む。

3 10YR 3/3暗褐色 ややあり ややあり 炭化物を少量含む。

4 10YR 2/3黒褐色 ややあり ややあり 層下面に炭化物を微量含む。

5 10Y R 3/4暗 褐色 な し あ り 10YR 3/2黒褐色シルト土をまだらに含む。

6 不 明

掘 り方 10YR 5/6責褐色 ツル ト な し あ り 灰化物を少量含み、岩盤片のブロックを含む。10Y R

3/2黒褐色ンルト土をブロック状に含む。

炉 -1 10YR 3/3暗褐色 ややあり ややあり 皮化物と焼土を含む。

10YR 3/4暗褐色 ンル ト な し あ り 岩盤片を含む。

炉口掘り方

層 土 色 土 性 粘 性 しまり 備 考

1 10YR 2/3黒褐色 な し あ り 10YR 5/6黄褐色ンルト土をまだらに徴量に含む。

2 10YR 4/6褐色 ややあり ややあり 岩盤片を合む。

3 10Y R 5/6黄 褐色 ややあり ややあり 特にな し

4 10YR 3/4暗褐色 ややあり あ り 10YR 5/6黄褐色シルト上をまだらに少量含む。

Pit-1

層 土 色 土 性 粘 性 しまり 傭 考

1 10YR 3/3暗褐色 ラ/ル ト ややあり ややあり 炭化物を少量含む。

2 10YR 4/3にどい黄褐色 シル ト ややあり ややあり 炭化物を微量含み、岩盤片をブロック状に合む。

Ph-2
層 土 色 土 性 粘 性 しまり 備 考

1 10YR 3/3暗褐色 、ンル ト ややあり ややあり 戊化物を少量含む。

10YR 4/6褐色 ンル ト ややあり あ り 10YR 3/3暗褐色シルト上との互層。

Pit-3

層 土 色 土 性 粘 性 しまり 備 考

1 10YR 3/3暗褐色 ンル ト ややあり ややあり 尿化物を少量含む。

2 10YR 4/6褐色 ンル ト ややあり あ り 10Y R 3/3暗褐色シルト土との互層。

3 10YR 4/4褐色 ややあり あ り 特になし。

旧住居内堆積土

115・ 116
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(2)土坑

S K01土坑

[調査区]I区 [検出面]Ⅵ層

[形態・規模]不整楕円形で、長軸 126clll、 短軸80clll、 斜面下部での深さは28clllで、断面形は

舟底形を呈す。壁はゆるやかに立ち上る部分が多い。長軸方向はN-60°一Wである。

[堆積土]4層に分層され、底面付近の 4層は炭化物の堆積である。

[底面]凸凹があり、 4ケ所ほどピット状に凹んでいる。

―引 100,200m

‐００

m

第93図  S K01平面図・断面図



SK-01註記表
層  位 土   色 土   牲 備 考

1 10YR 4/6褐色 ,/ル ト

2 10YR 4/6褐色 ンル ト 地山上を少量含む

3 10YR 4/4褐色 ラ/ル ト 炭化物を微量に合む

4 10YR 2/1黒色 ンル ト 地山土をブロック状に含む

S K02土坑

[調査区]I区 [検出面]Ⅵ層

[形態・ 規模]不整円形で、長軸 176clll、 短軸144伽、深さ12ctllで、断面形は逆台形を呈す。壁

は急に立ち上がる。長軸方向はN-67° 一Wである。

[堆積土]7.5YR3/4暗褐色ツルトで、粘性、しまりともややある。

[底面]平坦である。
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[調査区]I区 [検出面]Ⅵ層

[形態・ 規模]不整形で、長軸 182cm、 短軸140伽、深さは10釦で、断面形は鍋底形を呈す。壁

はきわめて緩やかに立ち上がる。長軸方向はN-90° ―Eである。

[堆積土]7.5YR4/6褐色ンルトで、粘性はややあるがしまりはない。
[底面]ほぼ平坦であるが、東よりにピットがあり、直径25clll× 16clll、 深さ27clllの 精円形で堆

積土は褐色ンル トである。

S K04土坑

削
＼
む〉9  :影§「と注F葉量易弓::畳昂90cIIl、短軸60伽、斜面下

3層に分層される。

キ面下方の凹んだ箇所ではほば平坦となってい

第96図  S K04平面図・断面図
S K04 註記表

S K05陥 し穴

[調査区]Ⅱ 区 [検出面]Ⅵ層

[形態・規模]隅丸長方形で、長軸 170cm、 短軸90clll、 斜面上部での深さは130伽で、断面形は

逆台形を塁す。壁は直線的に急に立ち上がる。長軸方向はN-72° ―Wである。

[堆積土]3層 に分層される。

[底面]ほぼ平坦であるが、ピットが 3個あり、 Plは直径27× 1 2clll、 深さ 8 cIIlの 楕円形で堆

積土は褐色粘土質シル ト、 P2は直径 13× 8 clll、 深さ10clllの 隅丸方形で、堆積土は褐色シル ト

質粘土、P3は直径 9 clll、 深さ 8 clllの 不整円形で、堆積土は暗褐色粘土質シル トである。Pl、

P2、 P3と も堆積土中に炭化物を含んでいる。

[出土遺物]縄文土器深鉢の体部片が出土している。

S K06陥 し穴

:さ は40cmで、断面形はやや崩れたU字形を呈す。
)かに立ち上がるが、斜面上方の検出面でやや広

!な り、平坦な面を形成している。長軸方向はN
9と

と
9さ 39さ 2 9ど
葛9併 40置

0 ~63°一Wである。

層  位 土   色 土   性 備 考

1 10YR 4/6褐 色 ンル ト 岩盤片を少量含む

2 75YR4/4褐 色 ラ́ル ト

3 10YR 3/4暗褐色



[調査区]工 区 [検出面]Ⅵ層

[形態・ 規模]隅丸長方形で、長軸 176clll、 短軸 55clll、 斜面上部での深さは58cIIlでく断面形は

ほぼ長方形を呈す。壁は、底面付近のみ緩やかに立ち上がるが、ほぼ垂直に立ち上がる。長軸

方向はN-71°―Wである。

[堆積土]3層 に分層され、上層の 1層は遺構検出面であるⅥ層に極めて類似する。

[底面]隅丸長方形で、長軸 156clll、 短軸56clll、 やや凸凹があるものの、ほぼ平坦である。

E出土遺物]礫が少量出上した。

＼
ド

b′

引

鳩?些

＼
＼
＼
ギ
ー

＼
引 c′

96 300m

が'
＼
(9a l

96 5

ゴ
′
性

＼隅
4

b′

―引96400m

第97図  S K05・ 06平面図・ 断面図・ エレベーション図

S K05 註記表

大す
6

層  位 土    色 土   牲 備 考

1 10YR 4/6褐 色
2 10YR 3/4暗褐色 粘土質ンル ト

2b 10Y R 4/6褐色 ラノル ト

3a 10YR 5/6褐色 粘土質ンル ト

3b 10YR 4/6褐色 粘 土

3c 10YR 5/8責褐色 粘土質ンル ト

10YR 4/6褐色 粘土質シル ト 庚化物を少量合む

75YR4/4褐 色 シル ト質粘土 炭化物を多量に岩盤片を少量含む

PIt 3 10YR 3/4暗 褐色 粘土質ンル ト 炭化物を少量含む



SK-06 註記表
層  位 土    色 土   性 備 考

I 10YR 4/6褐 色 基本層位こ層に類似

2a 10YR 5/6責褐色
10YR 3/4暗 褐色

2c 10YR 4/4褐色 ンル ト

3 10YR 4/6褐色

S K07陥 し穴

[調査区]Ⅱ 区 [検出面]Ⅵ層

[形態・規模]隅丸長方形で、長軸 154clll、 短軸75clll、 斜面上部での深さは144clllで、断面形は

逆台形を呈す。壁は急に立ち上がり、検出面付近でやや穏やかになる。長軸方向はN-70°一

Wである。

[堆積土]3層に分層される。

[底面]長方形で、長軸 127clll、 短軸35clll、 ほば平坦であり、 4ケ所でピットが確認された。

引 b′
95900m

955m

引 95800m

第98図  S K07平面図・断面図・エレベーション図



Plは lo× loclll、 深さ 5 clllの 隅丸正方形で堆積土は褐色ンル ト質粘土、P2は 23× 20clll、 深さ12

clllの不整形で、堆積土は暗褐色ンル ト質粘土、 P3は直径12× 8 clll、 深さ 5 clllの 楕円形で、堆

積土は褐色ツル ト、 P4は 30× 24clll、 深さ10clllの 不整形で、堆積土は褐色ツル トである。Pl
～P4と も堆積土中に炭化物を含んでいる。

[出土遺物]2層 中より剥片、縄文土器深鉢体部片が出土している。

S K08陥 し穴

[調査区]Ⅱ区 [検出面]Ⅵ層

[形態 。規模]不整楕円形で、長軸 165clll、 短軸 67clll、 斜面上部での深さは65clllで、断面形は

逆台形を呈す。壁はほば直線的に立ち上がる。長軸方向はN-68°一Wである。

95 5′  95 4
a
-引 95600m

SK-07 註記表
層  位 土   色 土    性 備 考

I 10YR 4/6褐 色
10Y R 4/6褐色 土器出土

10YR 4/6褐 色
3 10YR 5/6黄 褐色

第99図  S K08平面図・断面図・エレベーション図



SK-08 註記表
層  位 土    色 土   性 備 考

10YR 4/6褐色 ンル ト

lb 10YR 5/6黄褐色
10YR 5/8責褐色 ンル ト 岩盤片をまだらに含む

10YR 4/6褐色 ンル Ⅲ 岩盤片を含む

3 10YR 5/6黄褐色
4 10YR 4/6褐色 粘土質シル ト 炭化物を微量に含む

[堆積土]4層に分層され、底面付近の第 4層中には炭化物が微量に含まれている。

[底面]隅丸長方形で、長軸130clll、 短軸53clll、 ほぼ平坦である。

[出土遺物]縄文土器深鉢の口縁、体部片、剥片が出上している。

S K09陥 し穴

[調査区]工 区

[検出面]S K05～08陥 し穴と同じくⅥ層上面であるが、Ⅱ区の南半のみⅣ層が分布しⅣ層除

去後に検出ができた。

[形態・規模]隅丸長方形で、長軸195clll、 短軸62cIIl、 斜面上部での深さは78clllで、断面形は

逆台形を呈す。壁は底面から中ほどまで直線的に急に立ち上がり、中ほどより検出面まではや

ど

第100図  S K09平面図・断面図・ エレベーション図

部ゾ部＼＼９４　′判．

SK-09 註記表
層   位 上   色 土   性 備 考

la とOYR4/6褐色 ラ/ル ト 10Y R 4/4褐 色ンルトを微量に含む

lb 10YR 4/3にぶい黄褐色 シル ト

2 10YR 3/4暗褐色 λ化物、10YR 7/2灰 白色土を微量に合む



や緩やかになる。長軸方向はN-57° 一Wである。

[堆積土]底面付近の 2層のみ観察が可能であった。底面の第 2層中には炭化物が微量に含ま

れている。

[底面]長方形で、長軸 175clll、 短軸30clll、 きわめて平坦である。

S K10土坑

[調査区]Ⅱ 区

[検出面]S K05～ 08陥 し穴はⅥ層上面での検出であるが、Ⅱ区南半のみⅣ層が分布しV層上

面で検出ができた。

[形態・ 規模]不整円形で、長軸■Ocxll、 短軸86clll、 斜面下部での深さは44clllで、断面形は崩

れたU字形を呈す。壁は緩やかに立ち上がるが、斜面上方の中ば付近で平坦な面を形成してい

る。長軸方向はN-21°一Wである。

[堆積土]4層に分層されるが、第 2層には下面に焼け面があり、炭化物も少量含まれている。

[底面]斜面下部がピット状に大きく凹んでおり、他にも小さなピット状の凹が 3ケ所ほど見

られる。また上端よりもえぐれている部分がある。

第101図  S K10平面図・断面図

SK-10 註記表
層   位 土   色 土    性 備 考

1 10YR 4/6褐色 10Y R 3/4暗褐色シル トを互層に含む
2 10YR 2/3黒褐色 灰化物を少量含む

3 10YR 3/3暗褐色 10Y R 4/6褐色シルトを少量含む
J 10YR 4/6褐色 岩盤片を全体に含む



S Kll土坑

[調査区]Ⅱ 区 [検出面]Ⅵ層

[形態・ 規模]不整形で、長軸 60clll、

短軸 50clll、斜面上部での深さは 9 clllで 、

断面形は一定でない。壁は西側で緩や

かに立ち上がるが、東側では地形が下

る傾斜を示すため粥瞭でない。長軸方

向はN-90° ―Wである。

[堆積土]10YR 4/4褐色シルト、

粘性、しまりともややあり、炭化物を

多く含んでいる。

[底面]西側がやや凹んでいるが、ほ

ぼ平坦である。

[出土遺物]石核、剥片が出土している。

S K12土坑

[調査区]Ⅱ 区 [検出面]Ⅵ層

[形態・規模]楕円形で、長軸95clll、

短軸 66clll、 深さ32clllで、断面形は逆台

形を呈す。壁は底面付近で緩やかに立

ち上が り、検出面付近では垂直に立ち

上がる。長軸方向はN-84° ―Wであ

る。

[堆積土]3層 に分層される。

[底面]平坦である。

[出土遺物]縄文土器深鉢体部片が出

土している。

aトーー             ーーla
95 800M

第102図  S Kll平面図・断面図

I

第103図  S K12平面図・断面図

SK-12 註記表
層  位 土   色 土   性 備 考

10YR 4/6褐 色
10YR 4/6褐 色 岩盤片を含む

2c 10YR 4/4褐 色
3a 10YR 4/6褐 色 岩盤片を少量含む

10YR 4/6褐 色 岩盤片を微量含 I」



S K13陥 し穴

[調査区]Ⅱ 区

[検出面]S K05～ 08陥 し穴と同じくⅥ層上面であるが、Ⅱ区の南半のみⅣ層が分布しⅣ層除

去後に検出ができた。

[形態 。規模]隅丸長方形で、長軸 152clll、 短軸64clll、 深さは70御で、断面形は逆台形を呈す。

壁は急に立ち上がる。長軸方向はN-900-Wである。

[堆積土]3層 に分層される。

[底面]隅九長方形で、長軸 135clll、 短軸37clll、 きわめて平坦である。

河
96 800 Ftl

0         141

＼
947m 48

―■95000m

第104図  S K13平面図・断面図・ エレベーション図

SK-13 註記表
層  位 土   色 上   性 備 考

la 10YR 4/4褐 色
lb 10YR 3/4暗 褐色 ンル ト

10YR 4/4褐 色
10YR 5/6責 褐色 岩盤片をまだらに含む

2c 10YR 4/4褐色 シル ト

3 10YR 6/4黄褐色



S K14土坑

[調査区]I区 [検出面]Ⅵ層

[遺存状況]土坑として遺構認定はした

が、平面形、壁の立ち上が りなど不朔瞭

な点があ り自然地形の可能性もある。

[形態・ 規模]不整円形と推定され、長

軸 105clll、 短軸41clll以上、深さは32clllで、

断面形は崩れた逆台形を呈す。壁の立ち

上が りは明瞭ではない。

[堆積土]5層 に分層され、第 2～ 5層

には戊化物を含んでいる。

[底面]平坦な面が 2段ほど見られる。

[出土遺物]縄文土器深鉢体部片などが

出土している。
第105図  S K14平面図・断面図
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SK-14 註記表
層  位 土   色 土   性 備 考

I 10YR 3/3黒褐色 炭化物を少量含む

I 10YR 4/6褐色 レノル ト 炭化物を少量含む

1 75YR4/4褐 色 炭化物を少量含む

2a 75YR4/6褐 色 白色針状物質を少量含む

10YR 5/8黄褐色 白色針状物質をブロック状に含み炭化物を少量含む

3 75YR3/4暗 褐色 白色針状物質をブロック状に合み炭化物を少量合む

4 10YR 4/4褐色 炭化物を徴量に含む

5 10YR 4/3褐 色 炭化物を少量含む

129



S K15陥 し穴

[調査区]I区 [ntH面]M層

[形態・規模]不整宿円形で,長軸280cm、 短軸80cm、 斜面上部でり深さは100cmで,断面形は
1逆台形を呈す。壁は急に立ち上がるが、壁中に凸山が|ある。長軸方向はN-7。iWである。
[推積上]10VR 3/14暗褐色粘土質ツルトである。

[底面]細い長方形で、長範232cmh短軸20cm、 ほぼ平坦であるが、中央部分がやや凹んでい

る。

[瞬土遺物]縄文土器深鉢口縁部片、1石核、all片を出土.した。

キEヤ
S.2

第106図 SK.15平面図・ エレベーション図

ａ卜
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S K16陥 し穴

[調査区]工区 [検出面]Ⅵ層

[重複]S X04を 切っている。

S K16平面図・断面図・エレベーション図

[形態・規模]隅丸長方形で、長軸226clll、 短軸45clll、 斜面上部での深さは97clllで、断面形は

ややフラスコ形を呈す。壁は急に立ち上がり、検出面近くになってすばまっている。長軸方向

はN-550-Eである。

[堆積土]3層に分層される。

[底面]細い楕円形で、長軸225clll、 短軸15cIIl、 ほぼ平坦である。

[出土遺物]縄文土器深鉢体部片が出土している。

引 b′
96000m

―
上

ｂ

SK-16 註記表
層  位 土   色 土   性 備 考

1 10YR 4/6褐色 粘土質シル ト 10Y R 2/3黒 褐色土粘土質ンルトをまだらに含む

2 10YR 4/4褐色 粘土質シル ト 10YR 3/4贈褐色土粘土質ンルトを微量に合む

3 10YR 4/3にボい責褐色 粘土質シル ト 礫を微量に合む



S K17土坑

[調査区]Ⅱ区 [検出面]Ⅵ層

[形態 。規模]不整方形で、長軸 100ctll、 短軸 70clll、 深さは18clllで、断面形は偏平なU字形で

ある。壁はきわめて緩やかに立ち上がる。長軸方向はN-600-Wである。

[堆積土]2層に分層され、第 2層中には炭化物が微量に含まれている。

[底面]中央部分が鍋底状に凹み、一部焼け面が見られる。

[出土遺物]縄文土器深鉢体部片が出上している。

a卜     引 a′

95,900m
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S K18土坑

[調査区]Ⅱ 区 [検出面]Ⅵ層

[形態・規模]不整形で、長軸80clll、 短軸70clll、

斜面下部での深さは28clllで、断面形は舟底形を呈

す。壁は底面付近では緩やかに立ち上がり、検出

面付近では垂直に立ち上がる。長軸方向はN-0
-Eである。

[堆積土]2層に分層される。

[底面]中央部分が鍋底状に凹み、 2ケ所ほどピ

ット状に凹んでいる。

5m
第108図

S K17平面図・断面図

NS階や

層  位 土    色 土   性 備 考

1 75YR4/4褐 色 粘上質ンル ト

2 10YR 5/6黄褐色 粘土質ンル ト 炭化物を微量に含む

引 95 200m

第109図  S K18平面図・断面図



SK-18 註記表
層   位 土   色 土   性 備 考

1 10Y R 4/6褐 色 シル ト

2 [OYR 3/4暗褐色
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第110図 S K19平面図・断面図・エレベーション図

[調査区]Ⅱ区

[検出面]S K05～ 08陥し穴と同じくⅥ層上面であるが、Ⅱ区の南半のみV層が分布しⅣ層除

去後に検出が出来た。

[形態・規模]隅丸長方形で、長軸164ctll、 短軸58ctll、 斜面上方での深さは48clllで、断面形は

U字形を呈す。壁は急に立ち上がる。長軸方向はN-82。 一Wである。

[堆積土]3層に分層され、底面付近の第 3層中には灰化物が微量に含まれている。

[底面]隅九長方形で、長軸143clll、 短軸50cul、 Ⅵ層中に含まれる大礫が露出しているが、そ

れ以外の部分ではほぼ平坦である。

SK-19 註記表
層  位 土    色 土   性 備 考

la 10YR 4/6褐色 シル ト 炭化物を少量含む 岩盤片を少量含む
7 5YR4/4褐 色 ンル ト質粘土 激化物を少量含む 岩盤片を少量含む

2 10YR 5/6責褐色 ラ/ル ト 岩盤片を微量に含む

3 10YR 4/4褐色 シル ト質粘土 炭化物を微量、岩盤片を少量合む



S K20陥 し穴

[調査区]工区

[検出面]S K05～ 08陥 し穴と同じくⅥ層上面であるが、 I区の南半のみⅥ層が分布しⅥ層除

去後に検出ができた。

[形態・ 規模]ほぼ長方形で、長軸 128clll、 短軸 50clll、 深さは75clllで、断面形は逆台形を呈す。

壁は急に立ち上がる。長軸方向はN-69。 一Wである。

b卜    引 げ

0         1m

第111図  S K20平面図。断面図・エレベーション図

[堆積土]5層に分層される。

[底面]長方形で、長軸H2clll、 短軸34clll、 ほぼ平坦であるが、底面東端にピットがあり、直

径12× 7 call、 深さ 9 clllの精円形で堆積土は第 5層 と同じである。

SK-20 註記表
層  位 土    色 土    性 備 考

1 10YR 3/4暗褐色 ンル ト 全体的に岩盤片を含む

10YR 3/4暗褐色 10YR 4/6褐色ンルト質粘土を全体的にまだらに含む 岩盤片を少量含む
10YR 4/6褐色 ンル ト 岩盤片を少量含む

10YR 4/4褐色 ンル ト 10YR 5/6黄褐色シルト質粘土を全体的に含む 岩盤片を少量含む
10YR 3/3暗褐色 岩盤片を少量合む

4 10YR 4/6褐色 粘土 岩盤片を少量含む 10YR 3/3暗褐色、粘上をところどころに含む
5 10YR 3/4暗褐色 粘土 岩盤片を少量含む

Plt 10YR 4/4褐色 ンル ト 岩盤片を少量合む
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S K21陥 し穴

[調査区]V区 [検出面]Ⅵ層

[遺存状況]堤の構築土が北端では予想以上に薄 く、堤の断面観察の際に遺構の一部を削平 し

てしまった。

[重複]堤の構築土に覆われている。

引 b′
93 00o m

0         1m

第113図  S K21平面図・断面図 。エレベーション図

[形態・ 規模]隅九長方形であったと推定され、長軸146+α clll、 短軸 H4clll、 深さは160clllで 、

断面形は逆台形である。壁は底面付近直線的に急に立ち上が り、中ほどより検出面まではやや

緩やかとなる。長軸方向はN-23° ―Eである。

[堆積土]4層に分層される。

[底面]長方形と推定され、長軸■Oclll以上、短軸 33clll、 ほぼ平坦である。

SK-21 註記表
層  位 土   色 土    性 備 考

I 10YR 4/4褐色 ンル ト 岩盤片を少量含む

2 10YR 5/6黄褐色 岩盤片を全体に多 く含む

3 10YR 4/6褐色 岩盤片を全体に多く含むが 2層に比べ含有量が少なヽ
4 25YR 6/4に ぶい責色 シル ト 岩盤片全体に含む



S K22土坑

[調査区]Ⅳ区 [検出面]Ⅵ層

[重複]堤の構築上に覆われている。

[形態・ 規模]隅丸長方形で、長軸 174cm、 短軸 84cIIl、 斜面上部での深さは60clllで、

崩れたU字形を呈す。壁は急に立ち上がる。長軸方向はN-37°一Wである。

[堆積土]2層 に分層され、第 1層には庚化物が微量に含まれている。

[底面]南端にⅥ層中より直径70clllの 大礫があり突出している。

引 93700m

第114図  S K22平面図・断面図。エレベーション図

SK-22 註記表

断面形は
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層  位 土   色 土   性 備 考

10YR 4/6褐色 炭化物を徴量に含む。岩盤片を少量含む

10YR 5/6黄褐色 岩盤片を少量含む

10YR 5/8黄褐色 岩盤片を少量含む

10YR 5/8黄褐色 シル ト 岩盤片を全体に多 く含む



(3)溝状遺構、性格不明遺構

S D01溝状遺構

[調査区]Ⅱ区Ⅵ層 [検

出面]

[形態・ 規模]長さ4.9

m、 上幅40～ 1 02clll、 下

幅22～ 70clll、 深さ23clllで、

N-53° ―Wの方向に延

びている。

[堆積土]3層 に分層さ

れ、第 3層中には炭化物

を微量に含んでいる。

[底面]部分的に凸凹は

あるが、ほぼ平坦である。

傾斜は西から東へ低くな

っている。

[出土遺物]煙管が出土

した。

ぎ

95 9

第115図 S D01平面図・ 断面図



SD-01 註記表
層  位 土   色 土   性 備 考

I 10YR 4/6褐色 ンル Ⅲ

2 75YR4/6褐 色
3 7 5YR2/2黒 褐色 ラ/ル ト 炭化物を微量に含む

S D02溝状遺構

[調査区]Ⅱ 区 [検出面]Ⅵ層

[形態・ 規模]長さ5.6m、 上幅

30～ 120clll、 下幅15～ 95clll、 深さ

52ctllで、コの字形に屈曲している。

[准積土]3層 に分層される。

[底面]凸凹が著しい。傾斜は北

から南へ低 くなっている。

[出土遺物]縄文土器深鉢体部片、

剥片 2点が出土している。

ト
a
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第116図  S D02平面図・断面図

SD-02 註記表
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層  位 土   色 土   性 備 考

1 10YR 4/4褐色
2 10YR 6/8暗黄褐色 岩盤片を少量含む

3 10YR 7/8黄橙色 ンル ト 岩盤片を少量含む



S D03溝状遺構

[調査区]V区 [検出面]Ⅵ層

[重複]晃の構築土に覆われている。

[形態 。規模]長さ5.4m以上、上幅41～

100ctll、下幅20～ 50clll、 深さ12clllで、N-65°

―Wの方向にやや蛇行している。

[堆積土]10YR 4/6褐 色ンルトで、粘

性はなく、しまりのみある。

[底面]ほぼ平坦であるが、傾斜は西から

東へ低くなっている。

S X01性格不明遺構

[調査区]I区 [検出面]Ⅵ層

[遺存状況]遺構として認定はしたが、平

面形、壁の立ち上が りなどで不明瞭な点が
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第117図  S D03平面図・断面図
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第119図  S X02平面図・断面図



あ り、自然地形の可能性もある。

[形態・規模]不整形で、長軸 194clll、 短軸 1 10clll、 深さHclllで、断面形、壁の立ち上が りなど

は一定していない。長軸方向はN-610-Eで ある。

[堆積土]10YR 4/6褐 色ツルトで、粘性、しまりともややある。

[底面]凸凹がある。

S X02性格不明遺構

[調査区]工 区 [検出面]Ⅵ層

[遺存状況]完掘した時点での平面形、底面の形状、礫の分布などから、竪穴住居跡の掘 り方

が残存し、崩壊した炉の一部 (礫)を上面に分布している可能性もある。しかし、堆積土中か

ら灰化物、焼土、貼床構築土などが検出されないことから、ここでは性格不明遺構として扱っ

た。

[形態・ 規模]不整形で、470× 330cIIl、 深さ1 3clllで、断面形、壁の立ち上が りは一定していな

彰ヽ。

[堆積土]10YR 5/8黄褐色ンルトなどで、粘性、しまりともややあり、炭化物を少量含ん
でいる。

[底面]凸凹が著しい。

E出土遺物]縄文土器深鉢体部片、剥片が出土している。

S X03性格不明遺構

[調査区]Ⅱ 区 [検出面]Ⅵ層

[形態・ 規模]不整形で、260

clll以上 ×215clll、 深さ20ctllで、

断面形は偏平な逆台形を呈す。

壁は緩やかに立ち上がる。

[堆積土]10YR 4/6褐 色シ

ル トで、粘性、しまりともやや

あ り、黄褐色土をまだらに含ん

でいる。

[底面]ほぼ平坦である。

[出土遺物]縄文土器深鉢体部

片を出土している。



S X04性格不明遺構

[調査区]I区 [検出面]Ⅵ層

[重複]S K16陥 し穴を切っている。

[形態・ 規模]不整円形で、長軸260cm、 短

軸 145cIIl、 深さ18clllで、断面形は偏平な逆台

形を呈す。壁は緩やかに立ち上がる。長軸方

向はN-83。一Wである。

[堆積土]2層 に分層され、第 1層中に大礫

を含んでいる。底面に焼土、炭化物の集中す

る箇所がある。

[底面]壁ぎわでピット状の凸凹がある。

[出土遺物]縄文土器深鉢体部片、石匙 (図

版50-5)が出土している。

SX-04 註記表

0        1m

第121図  S X04平面図・ 断面図

層  位 土   色 土    性 備 考

10YR 5/6黄褐色 石 (幅27cEl位 )

10YR 4/6褐色
lc 10Y R 5/8責 褐色

10YR 6/8明責褐色
10YR 4/6褐色



ピット5

[調査区]Ⅱ区

[検出面]Ⅱ区南半のみV層が分布し、

上面で検出ができた。

IVナ冨] 、
;と
!ζ 8
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[形態 。規模]楕円形で、長軸57clll、 短軸50

clll、 深さは17clllで、断面形は偏平なU字形を

呈す。壁は緩やかに立ち上がり、長軸方向は

N-6° ―Wである。

[堆積土]4層に分層される。

[底面]鍋底状でほぼ平坦であるが、底面よ
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第122図  ピット5平面図・断面図

り幅 2～ 4 call、 上方に向かっての長さ25clll程の噴砂状の砂の上昇箇所が観察された。

(4)堤

堤

[調査区]3・ 4・ 5区 [検出面]Ⅱ層

[遺存状況]中央部は沢の流水により損壊し、東西に分断されている。東端は盛 り土により整

地されており、調査以前には堤の形状を確認できなかった。

[形態・規模]緩い弧を描く長方形で、全長約76mを計る。断面形は台形を呈し、基底幅は13

～21m、 上端幅は 5～ 10mである。比高差は3.2～ 4.Omほ どで、西側のⅣ区の壁は40。程度の

傾斜で急激に立ち上がるが、 V区では堤の壁の立ち上が りは緩やかであり、上面では平坦とな

//~＼ 、二____黎、上燿灘≦B

未発掘

第123図 堤模式図



る。長軸方向はほばN-70～ 80° ―Wである。旧地形測量図からの読取 りではあるが、堤の東

端で 8mほ どの途切れる部分があり、E取水口]であるとみられる。ただし、その東側には旧

秋朱電鉄の軌道敷跡があり、その工事による削平等を受けている可能性もある。Ⅳ区の堤南側

ほば中央には堤に上がる小道が付けられている。

[推積土 。構築方法]大 きく3層 に分けられる。まず、両側から「馬の背」状に張 り出した尾

根である基盤岩の凝灰質砂岩の上に、人頭大以上の礫混じりの土砂 (3層 )を 1～1.3mの厚

さで積み上げてほぼ水平にし、その上に黒褐色土を比較的多く含んだ礫混じりの土砂 (2層 )

を互層となるように0.8～ 1.2mの厚さで積み上げ、最上部には均質なツル ト (1層)をのせて

いる。 1・ 2層は 5～ 10cIIlの厚さの黒褐色土と黄褐色上の互層を主体としており、築き上の際

に交互に盛土したものであろう。

[出土遺物]Ⅳ区の 1・ 2層から櫛歯条線文土器、剥片を出土している。隣接するⅡ区の上砂

を供給地として積み上げた結果と考えられる。

3区 (貯水部分)の底面直上Ⅳ層中より貝化石が出土した。

仙台市科学館佐々木隆氏の教示によれば、この貝化石はムカンチサラガイーGloripallium

crass� en� (Yokoyama)― で、本来は第二紀中新世の中～上部の旗立層に含まれるとのことで

ある。

(5)土塁

S LO■上塁

[調査区]I、 Ⅱ、Ⅵ区 [検出面]I層上面から観察される。

[遺存状況]中央東寄 りの 2箇所で途切れている。これについては自然に土塁が崩壊した場合、

人為的に崩壊させた場合、さらに最初から途切れていた場合などが考えられる。土塁南側のⅡ

区の基本層序を観察すると、Ⅳ区、V区で発見された堤の積み土としてⅡ区北半を削平して用

いている。工区北半では表土直下でⅥ層を検出し、陥し穴等を発見しているが、工区南半では

表土下にⅢ層 (旧表土 )、 V層が堆積し、これらの層を除去しないとⅥ層の検出ができないか

らである。よってⅡ区北半の削平の際、断定は出来ないが削平が土塁にも及んだ可能性がある。

[重被]S101住居跡を切っている。

[形態 。規模]と ぎれる箇所もあるが「
『
司」の字形に巡っている。全長 100m、 上部幅50～
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第124図 土塁平面図 (1層上面)
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1 00clll、 基底幅や比高差は自然地形に影響され判然としない。断面形は崩れた台形状を呈す。

方向は東西方向部分でN-76。一E、 南北方向部分でN-18～ 51° ―Wである。

[構築土]斜面のⅢ層 (旧表土)上に10YR 4/4褐 色シル トを盛って、構築土 としている。
周辺の基本層序の検討から、 I区のV層、工区北半のV層を削平して運搬し、盛ったと考えら

れる。

[出土遺物]縄文土器の口頚部あるいは胴部片が 3点、底部片が 1点 (図版49-10)構築土中

から出土している。前記の 3点は、 SI-01住居跡内から出土している縄文土器A-2深 鉢の
一部と考えられる。

[補足調査]I、 工区の調査範囲では土塁の全長が不明であったため、土塁の西延長上に 6～

81F程の調査区を 3ヶ 所 (A・ BoCト レンチ)設定し、Ⅵ区とし補足調査を行 った。調査の

結果、表面観察で土塁と判断された箇所では構築土が I、 工区ほど切瞭ではなかったが、層中

に旧表土と考えられる層を確認し、土塁の延長部分と考えられた。またⅥ層相当の層位上面で、

小規模な溝状遺構や若千のピットを検出した。

(6)出土遺物

[縄文土器]表土からⅥ層上面までの層で出土している。第V層中からの出土量が比較的多い。

ほとんどが少破片で図化可能なものは少ない。第 I層 (表土)中より底部片が 2点出土し、 I

区より出土した底部片の外面には、不男瞭ながら網代の痕跡が観察される。 I区の第 V層中よ

りも底部片が出土している。多くの遺構を検出した第Ⅵ層の上面からは体部片が 1点、RL縄

文の充填された日縁部片、幅 5 11ull程 の工具による刺突が施された底部片などが出土 している。

[土師器]Ⅳ区の第 I層 (表土)中より甕の底部片が 1点出土したのみである。

[陶器]Ⅲ区の第Ⅲ層 (堤底面の堆積土)中 より口縁部片 (内外面2 5YR2/3極暗赤褐色)が

出土している。

[金属器]Ⅱ区の第 I層 (表土)中より刀子片が出土している。



察Ⅳ

1.縄文時代後期の土器と住居跡
平成元隼度 SI-01住居跡より出土した縄文土器のうち、図化可能なものは 4点である。そ

れらの遺物の特徴は以下のようである。

A-1深 鉢 (第92図 -2)は 、月同部が僅かに張 り出し、頚部でくびれ、日頚部はやや開き気

味に外傾して立ち上がる。口縁は平口縁を呈している。文様は口頚部にのみ配され、沈線によ

る 2段の入組文の中をLR縄文で充填している。また口縁部と胴部は平行沈線により区画され、

ボタン状、あるいは縦長に割られた瘤が張 り付けられ、後にLR縄文が充填されている。

A-2深 鉢 (第92図 -1)は 、口縁部片のみで全体の器形を知 り得ないが、平行沈線により

口縁部と口縁部下に二条の区画を持ち、LR縄文で充填されている。口縁部に横長に割られた

瘤が張 り付けられている。

A-3、 4深外 (第91図 -1、 2)は、胴部でくびれず口縁部まで立ち上がる器形で、口縁

部から胴部下半まで直線的な櫛歯状沈線が施されている。

これらの土器のうち、A-1、 2深鉢のように土器の表面に瘤が多く貼 り付けられた土器は、

山内清男氏により「瘤付土器」と言われたものである。これまで山内氏により新地式、小川貝

塚式、伊東信雄氏により金剛寺式、後藤勝彦氏により宮戸Ⅲ a、 Ⅲb式などの形式名が付けら

れ、縄文時代後期後半の土器とされてきた。とりわけ官城県内では、昭和30年代から40年代半

ばまで仙台湾周辺の貝塚研究の中で活発に論 じられていた。しかし形式設定に使われた土器の

量が少く、土器の出土層位などで不切瞭な点もあり、縄文時代後期後半を細分し、一定の標式

となる型式名や土器分類はなかなか見い出されなかった。その間、安孫子昭二氏により「 コブ

付土器」の編年なども発表されたが、仙台平野における縄文時代後期後半の土器編年研究を大

きく前進させるには致らなかった。ところが昭和54年に田柄貝塚 (気仙沼市)の発掘調査がさ

れると、縄文時代早期から晩期中棄までの遺物が層位的に出土するに及び、これまで不明瞭で

あった縄文時代後期中葉以降の上器編年を引らかにするものとなった。

田柄貝塚の上器分類では、縄文時代後期後半を古い方から順に第Ⅳ群土器、第 V群土器、第

Ⅵ群土器、第Ⅶ群土器としている。本遺跡のSI-01住居跡より出土したA-1、 2深鉢を田

柄貝塚の分類に当てはめるとすれば、全く刺突手法が見られないこと、A-1深 鉢の文様が胴

部に及ばないことなどから、第 V群土器の段階に含まれそうである。A-3、 4深鉢について

も、同一住居内からの出土であるため第 V群土器の段階に相当すると考えられる。

今回出土した縄文土器は、量的には乏しいが住居跡内から出土したことで貴重である。縄文

時代後期後半の住居跡で宮城県内で報告されているのは、東足立遺跡 (村田町)、 中ノ内C遺



跡 (川崎町)、 椿貝塚 (亘理町)であまり例がない。東北地方の太平洋沿では君成田Ⅳ遺跡 (岩

手県軽米町)、 根井貝塚 (岩手県野田町)、 山辺沢遺跡 (福島県飯舘村)な どで確認されている

にすぎず、軒数としてもそう多いとは思われない。時期的に確実なものを見ると以下のようで

ある。

この時期の住居跡は、直径 4～ 6mの 円形、あるいは精円形で、中央付近に石囲炉を有する

のが一般的のようである。また床面上には、台石や大形の石が検出されるものがある。本遺跡

の住居跡も石囲炉の周辺から、平坦な面を持った凝灰岩が 3点出土している。

上記の遺跡以外にも北方の青森県馬場瀬 1遺跡 (南郷村)、 水木沢遺跡 (大畑町)な どで、

縄文時代後期後半の住居跡が検出され、形態的には類似のものが多いようである。

2.陥 し穴 (土坑の分類について )
〈検出土坑の分類について〉

発掘調査で検出した土坑は、昭和63年度は53基、平成元年度は23基の計76基であった。これ

らの上坑について、その性格を最も反映していると考えられる、壁の焼け面の有無によってA

・ B2類に分類し、さらに規模・形態、底面施設によって細分していくことにする。

考察を加えた土坑は、A類「焼壁土坑」と、B類の一部である「陥し穴」についてである。

陥し穴

昭和63年度の調査では33基、平成元年度の調査では19基のB類土坑が検出された。これらの

土坑は、深さ、上端平面形の「長軸」と「短軸」の比率から、細分することができる。土坑の

遺 跡 名 遺 構 名 平 面  形 規 模 (m) 炉 ピッ ト 備 考

東 足 立 第 1号住居跡 円 形 (推定 ) 56X(25+α ) 石囲炉 7 主柱穴は不明

第 4号住居跡 不整円形 (推定 ) 6X(27+α ) 石囲炉 7

第 5号住居跡 円 形 (推定 ) (4+α )X(33+rl) 石囲癖 6

中ノ内C 第 3号住居跡 円  形 55X57 石囲炉 7 台石出土

椿 貝 塚 不 明 円  形 不 明 不 明 不 明

君成 田Ⅳ D54 円  形 42X39 な し 0

H56-1 精円形 52× 43 地床炉 4 周  溝

H56-2 精円形 63X57 地床炉 ? 6 壁柱穴

D59 隅丸方形 35X35(推定 ) 石囲炉 石出土

C60 不明 不 明 不 明 0

D60 精円形 47X36 石囲炉 2

根井貝塚 1号住居址 円  形 38× 38 石囲炉 5

2号住居址 円  形 4 5× (1 9+α ) 石囲炉 1

山 辺 沢 第 2号住居跡 不 明 33× (12+α ) 不 明 8

第 6号住居跡 楕円形 4X3 地床炉 5

第 7号住居跡 楕円形 39× 28 石囲炉 21 石出土

第 8号住居跡 楕円形 4X35 掘 り込み炉 5 石出土

第18号住居跡 不 明 不 明 不 明 4



形態・ 規模の特徴から、昭和63年度検出の上坑に対して、

I種   「深さ」≦60cll1 1,0<「 長軸」■「短軸」 <2.0

工種   「深さ」 >60cll1 1.0<「 長軸」■「短軸」<2.0

Ⅲ種  その他

の基準で分類を行なうと、第124図 。第 7表のようになる。
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第124図 昭和63年度検出B類土坑形態分布図

第 7表

I種に分類される16基は全て、上端平面形が長方形もしくは楕円形で検出された。

なお、S K47については、後世の削平を70～ 80clllほ ど受けており、本来の規模を推定復元し、

工種として扱った。

平成元年度検出の上坑を先の基準lAlに基づいて分類すると、土坑の規模や形態を的確にグ

ループ毎に反映しないため、規準を

I′ 種  「深さ」≦40cll1 1.8<「 長軸」■「短軸」<3.2

Ⅱ
′
種  「深さ」>40cal1 1 8<「 長軸」■「短軸」<3.2

Ⅲ
′
種  その他

と変えてみると、第125図 。第 8表のようになる。

I種 I 種 Ⅲ 種

Ｋ
　
Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

S K13 S K15

S K34 S K43

SK06 SK23 SK24 SK25 SK26
SK28 SK29 SK30 SK31 SK32

SK35 SK36 SK45 SK46 SK47
S K48

SK02 SKll SK19 SK49 SK52
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第125図 平成元年度検出B類土坑形態分布図

第 3表

なお、 S K21は遺構の一部のプランしか確認できておらず、長軸■短軸の数値が1.28であっ

たが、その遺存状況から原形を復元し、Ⅱ
′
種に属するものと考えて分類している。

これら工
′
種 9基の土坑は、昭和63年に検出したI種の上坑16基 とともに、

① 下端平面形は隅丸長方形である

② 底面はほぼ平坦である

③ 壁面が急角度で立ち上がる

といった形態的な共通点をもつ。

さらに、昭和63年度のlll種土坑は、2基を除いた14基が底面に 1～ 2ケ のピットを有するが、

平成元年度のⅡ
′
種土坑では 3基だけがピットを有する特徴をもつ。

このような形態の土坑としては、1973年に横浜市霧ケ丘遺跡で「陥穴」 (註 1)と して報告

されて以来、北海道、東北、関東の各遺跡においてたくさんの「陥し穴」と考えられる土坑が

確認されている。仙台市でも1983年に茂庭 (沼原A遺跡)において 9基の「陥穴等」 (註 2)

の報告例が、また最近では1987年に山田上ノ台遺跡においても19基の陥し穴と考えられる「第

2・ 第 3類の土坑」 (註 3)が、1985年 と1990年には沖積地である下ノ内遺跡から4基の陥し

I′  種 I′ 種 Ⅲ
′
 種

S K22 S K05 S K06 S K07 S K08 S K09

SK13 SK19 SK20 SK21
SK02 SK03 SK04 SKll SK12

SK14 SK15 SK16 SK18



穴と考えられる土坑 (註 4、 5)力 そ`れぞれ報告されている。当遺跡としてもこれらⅡ・ Ⅲ
′

種の土坑を「陥し穴」と考え、考察を加えていきたい。

(1)形態・規模

昭和63年度検出の土坑の平面形は、上端で長方形もしくは精円形を基調にし、下端は隅丸長

方形となっている。断面形は開口部ではやや広 く、途中から垂直に近い角度で落ち込むものが

多く。一部オーバーハングを呈するものもある。これらの上坑は官城県七ヶ宿町小梁川遺跡で

確認された「溝状土坑」 (註 6)に よく似ている。土坑の底面はほぼ平坦であるが、そこに 1

～ 2カ所のピットを持つ14基 とピットを持たない 2基とに分けることができる。

土坑の上端平面形は壁の崩落等により形は変わるが、底面の形は比較的安定していると考え

られる。底面は、長軸40～ 150clll、 短軸20～71伽の範囲にあり、16基中14基は長軸95～ 150cm、

短軸35～ 71clllの 範囲に入る。 S K06を 除く13基 (底面にピットが 1カ所のタイプ)に限ると、

規模は長軸95～ 136clll、 短軸は35～72側の範囲に集中している。また S K06は、他の上坑と離

れた屋根の斜面下方、調査区を東流する沢付近で検出され、底面の隅に 2カ 所のピットが確認

されたものであるが、他の13基に比べると若千長軸が長い。残 りの小型の 2基 (S K46・ 48)

は底面にビットがない方イプである。

これら工種の土坑は、深さ70～120伽の範囲にあ り、90～ 100御を中心に集中している。しか

し、この「深さ」は、検出面からのものであり、この陥し穴が機能していた時期の表土からの

深さとは異なるものであろうと考えられる。

平成元年度の調査で検出した土坑においても、土塁もしくは堤の構築のために削平を受けて

いる可能性が大きく、検出面における平面規模や「深さ」は本来の規模ではないものと考えら

れる。不完全な規模で確認した S K21を除いた I′ 種の底面規模は、長軸は122～ 174clll、 短軸

は32～46cmの範囲にあ り、他の種の土坑と比べ強い相関を示す。

さて、「陥し穴」として機能させるためには、土坑の規模は必要条件であろうか。村田文雄

氏は、陥し穴の「主要対象がイノンシであった」とすると、「上部径25m× 1.3m以上、深さ

2m以上の規模が必要」として、「霧ケ丘遺跡の土坑123基の平均値は長径1.4m、 短径1.14m、

深さは92clll」 であるので、陥し穴としては規模に問題があると指摘 している (註 7)。 村田氏

によると、当遺跡で検出された「陥し穴」も規模に問題があることになる。しかし、この点に

ついては、動物を殺傷する施設を伴う土坑であれば、陥し穴としての機能を果たすことができ

るし、底面が狭溢で、壁が急で獲物の動きが妨げられるような形態の陥し穴であれば、深さが

2m以下であっても、ある程度の深さがあれば逃げだすことは不可能であると考えられる。



(2)底面施設

Ⅱ oⅡ
′
種の土坑の中には、底面に 1～

I(Ⅱ ′)一 a型   ピットがない

4ケ所のピットをもつものがある。そこで、

ピットが 1ケ所ある

ピットが 2～ 4ケ所ある

と細分することができる。

昭和63年度検出の上坑では、エーa型については、2基とも他の上坑に比べ規模が小さい (表

3)。 また S K46・ 48の底面は、平坦ではなく段になっている。これらの土坑が陥し穴として

の機能をもつかどうかについては、形態規模・底部施設の面に問題が残る。

エーb型は、検出数が多く、形態、規模ともに一様なものである。これらは、底面が平坦で

その中央に 1ケ所、直径10～ 29clll、 深さ 8～ 43cmの 円形、もしくは精円形のビットをもち、後

述するように、ほとんどが列をなすグループに属する。

I― c型は、エーb型 よりも規模の大きな S K06で、底部で 2ケ所から斜めに入るピットが

検出され、そのうちの lヵ 所からは木片が出土 した。斜めに杭が刺さっている状態で検出され

た陥し穴の例では、当遺跡とは形態が若干異なるが、1987年の福島県赤沼遺跡、1988年の登戸

遺跡などがある (註 8。 9)。

Ⅱ― b型の中でも、 S K24・ 28・ 29・ 31・ 32な どは、セクション図などから杭状のものがピ

ットに差し込まれていた可能性が強い。

さて、これらのピットの構築法には、打ち込みと埋め込みの二つの方法が考えられる。前者

は、棒状の木の先端を加工して尖らせ、土坑底面に打ち込む方法で、後者は、掘 り方のなかに

埋め込んで立てる方法である。 S K06の ピットからは、木片が出上したが、木片の径とピット

の径がほぼ一致し、ピットの先端が細 くなってお り、木片のまわ りには掘 り方埋め上が認めら

れず、加工痕を有している。さらにもう一方のビット内の堆積土も、木質の未分解土と捉えら

れることから、これらのピットは打ち込みによって杭を立てたものと考えられる。

しかし、Ⅱ―b型に分類された土坑のピットについては、ピット先端の形状が様々で、木質

部も残っていないため、打ち込みか埋め込みか、方法については不粥である。

平成元年度検出の土坑についてみると、ビットの規模はいずれも前年度のそれと比べ、小さ

く、浅いもので、底面の隅に位置している。検出した結果からは、殺うのために杭などを施設

した痕跡とは断じがたく、土坑はケモノの殺うよりも捕獲を目的にしているものと捉えたい。

しかし、ピットを有する土坑の配置には特徴的なものがあり、これについては後述したい。

b型

C型

(昭和63年度 2基 平成元隼度 8基 )

(昭和63年度 13基 平成元年度 1基 )

(昭和63年度 1基 平成元年度 2基 )



(3)堆積土

検出された25基の土坑内の堆積土は、①基本層 (旧表土など)の自然流入、②土坑の肩や壁

の崩落、③底面直上にみられる水平堆積、④底面ピット上部の杭痕跡、に分類でき、これらの

上坑は開口のままで廃棄され、その後、全て自然堆積によって埋没していったものと考えられる。

1984年の多摩ニュータウン遺跡の報告では、土坑の最終埋没土は①の基本層の流入土である

が、この基本層が土坑検出時における覆土の主体となり、陥し穴構築面の上であると考えるこ

とができると指摘している (註 H)。 当遺跡においても、最終埋没土と考えられる堆積土につ

いては、検出面である基本層との的確な対応はできなかった。

土坑底面の水平堆積層について、昭和63年度には S K23・ 24・ 35。 36において、 5 clllほ どの

厚さの水平堆積層が確認されたが、その形成要因を考えると、①土坑底部に木杭を固定するた

めに人為的に埋められた (註 10)、 ②開口部を覆っていた植物質ないしは土の「蓋」が落下し

た (註 1・ 12)、 ③枯葉や落葉が流入して腐植した (註 13)、 表土が流入した (註 12)、 降下火

山灰による一次推積 (註 14)な どが可能性として挙げられているが、当遺跡では形成要因は不

男である。

(4)酉己夢暉

昭和63年度の上坑の配列状況についてみると、全ての土坑は南北方向に延びる尾根の東斜面に

分布しており、特に調査区南半では12基がほば一直線に並んでいる (Aグループ。第126図○

数字)。 長軸方向は、この直線にはぼ直行しており、土坑間の距離は 7～ 8mの ものが多く、

長軸方向・土坑間隔を意識して構築した可能性が強い。

ただし、これらの中には、S K28と S K36の ように間隔が 2mと 狭いもの、S K31と S K32

のように長軸方向が縦に並が土坑もある。

これらのことから、調査区内の尾根上、北東斜面には「ケモノ道」があったことが想定でき、

ケモノ道を横切る方向に土坑の長軸を設定し、獲物が自然に落ちるのを待つ「待ち猟」の手段

として構築したものと考えられる。

またⅢ種としたS K19は、「霧ヶ丘」の上坑分類E型 (「断面がじょうご形で溝のような形の

もの」註 1)に、規模は小さい形態がよく似ており、「陥し穴」である可能性がある。

このS K19と S K06、 S K23は、等高線と平行に長軸を設定している (Bグループ。第126

図△数字)。 このBグループは、ヶモノ道を意識したAグループとは異なり、「追い込み猟Jな

ど別の目的で構築されたものかもしれない。なお、 S K24については、どちらのグループに属

するか断定しがたい。
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第126図  昭和63年度調査陥し穴配置図



平成元年度の上坑についてみると、検出位置は全て緩傾斜面で、 S K15。 S K21を 除き、長

軸方向が最大傾斜線に45°前後の角度で斜めに交わる。しかし、緩斜面帯のほば2/3で旧表土が

確認できず、削平を受けている可能性が強く、構築当時の斜面に対する長軸の傾きについては

不確かである。しかし、 S K05と S K06、 S K07と S K08、 S K09と S K13と S K20の 7基が

2～ 3基づつの組をなすかのように検出された。また、 S K05～ S K06～ S K07～ S K08～ S

K20～ S K13(ま たは S K09)～ S K19の 8基は、斜面に対し斜めに蛇行するように列をなし

ているように観察できる (A′ グループ)。

検出面での規模をみると、組をなすよう

に観察できた 7基の長軸は128～ 195clll、 短

軸は50～ 90clllの 範囲にあり、底面における

規模も長軸122～ 174clll、 短軸33～ 46伽 とそ

の他の陥し穴と比して強い相関が認められ

る。深さについては44～ 126c皿 と様々であ

る。また組をなす土坑の何れか 1基の底面

にはピットを有し、そのS K05・ S K07・

S K20の 3基は何れも斜面の上方に位置

し、底面短軸の小さい (幅の狭い)方の土

坑である。また、 S K05。 S K07は より深

い土坑である (S K20は、底面幅も深さも

S K09、 S K13と ほぼ同じである)。

長軸方向についてみても、 S K05。 SK

06、 S K07・ S K08の 4基はW-18° 一N

からW-20° 一Nと ほぼ同じである。 SK

09・ S K13・ S K20については、W-33°

一N、 W-0° 一 S、 W-24° 一Sと 前者の 第127図  平成元年度調査陥し穴配置図

4基とはやや振れを示す。

組をなす土坑の問題についてみると、S K05。 S K06間は43～ 65clllで、下方の S K06が西に

25～ 35clllずれ、 S K07e s K08間 は85～105伽で、下方の S K08が東に50～ 60clllずれ、 S K09

。S K13。 S K20間は長軸方向の振れもあって120～ 200伽で、下方のS K09が西に140～ 205cIIl、

S K13が東に15～ 60clllずれている。

組をなす土坑と隣接する土坑との距離は約 3mである。

これらのことから、この 7基の組をなす土坑には、



1)2な いし3基の土坑で組をなす

2)組をなす土坑は互いに左右にずれてほぼ平行に位置する

3)斜面上方で幅が狭く、深い方の上坑底面にピットを有する

といった特徴が認められる。

土坑列の南端をなすとみられるS K19は単独で存在 し、規模はほぼ同様の数値を示すが、底

面が礫層にあたっているためか深さが他と比して浅い。構築の中途段階で、完掘を断念 した可

能性が指摘できる。

これらの 7基 (S K19を 含めると 8基)の上坑は、ケモノ道を横切る方向に長軸を設定 した

ものとみられ、「待ち猟」を意図して構築したものであろう。

また、 S K15。 S K16に ついては、昭和63年度 S K19と 同様の形態を呈し、陥し穴 と考えら

れ、 1基だけ離れて検出された S K21と ともに、「待ち猟」とは異なる「狙い」で構築された

ものであろう。

(5)年代

土坑の年代については、出土遺物が少なく、特定することが困難であるが、平成元年度 S K15

出上の縄文土器は、 S101住居跡出土の櫛歯条線文土器と同種の破片とみられ、埋没の時期は、

縄文時代後期後葉の可能性が強い。その他の上坑については、杭や磨石、剥片、縄文土器の小

破片で時期決定は困難であるが、検出状況、土坑配置などから前述した時期に近い「陥 し穴」

とみなしたい。

(6)ま とめ

茂庭けんとう城・東館跡で検出した陥し穴と考えられる土坑の特徴は、

1.各年度とも、それぞれの形態・規模がほぼ一様で、ケモノ道を意識して列や組をなして配

置されている (Aグループ)。

2.長軸方向が等高線に並行するように設定した陥し穴がある (Bグループ)。

3.形態的には、隅丸長方形と、溝状の平面形の 2種がある。

4.底面施設は、中央に 1本の杭を立てたと考えられるピットを有するもの (昭和63年度)と 、

組をなす斜面上部の陥し穴にピットを有するもの (平成元年度)が主体をなす。

5.陥 し穴内の堆積状況が自然堆積であることから、開口状態で遺棄され、その後埋没 したも

のである。

6.平成元年度検出の溝状土坑は、縄文時代後期後葉の陥し穴である可能性が強い。
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註14 仙台市教育委員会 斎野裕彦「沼原・ 嶺山地区の層位関係と土羨・ 土羨群について」

『茂庭』1983

3.焼壁土坑
焼壁土坑とは土坑分類で言うA類を指してお り、昭和63年度調査で19基、平成元年度調査で

3基が確認されている。焼壁土坑の特徴としては、その名の示す通 り、壁面や底面に被熱箇所

が認められることである。またこの土坑は単独で立地することを重視し、別の遺構内部に炉や

カマ ドなどの付属施設として構築されたと思われるものや、屋外炉、また単なる焼け面のみの

遺構とは区別している。近年、以上のような特徴を持った土坑の検出が増えている中で、これ

らは一般に「焼土遺構」などと呼称されている。 しかしながらこれらの中には、堆積土中に焼

土が混入するだけのものや、堀 り方を持たない焼け面のみのものも多く含まれてお り、実際に

そこで火を使用したかが不明確で、また炉との区別が不明確なものも含まれている。従ってこ

こでは、土坑内において焼け面が残存することにより、何等かの焼成作業が行われたと判断で

き、かつ土坑状を呈するものについて、「焼壁土坑」との名称を用いているが、他で検出され

ている焼け面を持つ土坑とあえて区別するものではないことを予め述べておく。



検出された焼壁土坑は表に示す通 りであるが、これには焼け面が認められないが、底面直上

に多量の炭化物を含んだ層があり、土坑内部において燃焼作業が行われたものと判断されたも

のも、焼け面をもつものとの比較の結果、焼壁土坑として扱 うこととした。ここでは検出例の

多かった昭和63隼度調査の検出分について、立地、検出状況、重複、形態、規模、堆積土、焼

け面、方向などの特徴を説明することを中心に、焼壁土坑を考えていくこととする。

(立地 )

院壁土坑は西区にのみ検出されており、検出数は19基で、これらが約15,000Υ 、標高差20m

内の尾根上に分布している状況は決して密なあり方とは言えない。立地は東に緩斜面をもつ尾

根上で、土坑は主としてこの東斜面に見られる。立地箇所の斜面傾斜はH～ 17°程だが、西斜

面にあるS K16は 23°、東斜面でも 7区の凹地付近にあるSK9で 26° という具合に、平坦部、

或いは緩斜面部分のみの立地とは必ずしも言えず、逆に尾根上や東斜面下方の平場付近には見

られない。

(検出状況と重複 )

土坑の検出面としては大部分がV層上面で、 10、 12区に見られるS K18、 22についてはⅢ b

層上面である。 Ill b層 自体の時期が不明確な以上、断言できないが、上層のⅡ層中に消いては

近世、現代の遺物が見られるのに対し、Ⅲb層を含めた下層には古代より新しい時期の遺物が

含まれないことから、Ⅱ層面下検出の上坑は少なくとも近世より以前に営まれていたものと判

断できる。ちなみに同地区にあるS K19は陥し穴と考えられる土坑で、Ⅲb層上面で検出され

ている。他の遺構との重複は、遺跡密度が疎な為にはとんど見られなかったが、 S K10が SK

2に切られ、 S K27が S K36を 切るかたちで検出された。 SK2は 性格、時期共に不明な土坑

で、 S K10と の関係も明確でないが、 S K36は土坑分類でいうBⅡ b類とされる陥し穴で、こ

れは縄文期のものとみられることより、 S K27は この時期よりは新しいものである。

(形態、規模)

形態は検出面と底面ではそれほど差異の無いもので、最も多いのが円形、或いは不整円形の

12基 と半数以上を占め、次に橋円形 6基、隅丸方形、不整方形各 1基、削平の為プラン不明瞭

なもの 2基となっている。楕円形のものは長短軸長比率が0.6～ 0.8の間に収まり、0.5を 大 き

く越えるような長精円形のものはない。但し、立地が斜面であることを考えるならば、精円形

としたものの中には、上層による撹乱などで土坑の斜面下方部が削平され、本来円形だったも

のがその姿を止どめていない可能性も考えられる。規模は現存値であるが、円形については直

径が110～ 120clllの ものが主体となって消 り、規模的にはわ りと斉一性のとれたものと言える。

その他にも直径70～ 80clll前後のものもあり、円形土坑の規模としてはこの 2種類に分けること

が可能であるが、厳密なものではない。



土坑内での焼成作業を考える上で重要となる底面の状況を見ると、大半は平坦面を形成 して

お り、幾つかについてはやや凹面となるものも見受けられる。底面傾斜は約半数がほぼ水平面

のものの他、土坑周辺の斜面傾斜程ではないが、多少の傾斜面をもつものもあり、中には SK

9の 17° と、周辺傾斜と大差ないものも見られる。壁面傾斜については、緩急様々で、また土

坑内での箇所によっても異なり、そこに何等かの規則性を見出すことは出来なかった。

(堆積土 )

土坑内堆積土は大別して上層中心に見られる自然流入土と、底面直上に見られる炭化物を主

体とした層に分けられるが、後者については必ずしも焼壁土坑全てに見られるものではない。

堆積層は多いもので 5層程度で、かな り短調な堆積状況をみせる。

周辺土砂の自然流入とみられる各層中には、例外なく微細な炭化物が含まれているが、これ

が基本層の I、 Ⅱ層全体を通して見られるものであることから、必ずしも土坑内での焼成作業

に伴 うものとは限らない。また堆積土中に焼土粒を含むものも多く、これについては焼壁の一

部が崩落層としてあることからも、自然流入とみられる。またこれらの層は埋め戻しなどによ

る人為堆積の特徴は見られない。

炭化物を主体とする層、或いはかなりの灰化物を包含する層については、明らかに土坑内で

の燃焼に伴 うものとみられ、焼壁土坑と判断する要素の一つである。ほば炭化物によってのみ

形成される層のみられるものは 6基ある。炭化物層の層厚は 2～ 5 clllと土坑によって違いはあ

るが、ほば一定した層厚を見せる。また灰化物層は必ずしも底面直上に見られるものではない。

S K38では炭化物を少量含む底面直上層の上に、焼け面らしきものがあり、 S K39では 5層に

分層される中、 3層中に炭化物を多く含むものとなっている。この 2つの上坑が他の土坑の焼

け面、灰化物層の在 り方と異なることは、土坑構築時から燃焼までの間に、土砂の流入があっ

た可能性以外に、何等かの焼成施設である以上、複数の使用を想定することも可能である。ま

たその場合、灰や炭化物はかき出されることも考えられるが、今回検出された焼壁土坑につい

ては、それらのプラン外への廃棄等の痕跡は認められなかった。

(焼け面)

焼け面は、壁面のみ焼けているもの、底面のみ焼けているもの、壁、底面とも焼けているも

のに分類できる。しかしこの分類は被熱箇所が小範囲なものが多いことに加えて、壁面などに

ついては承1落も考えられることから、明確な分類は難 しい。壁面の被熱箇所としてはt1/aば全周

しているものの他、斜面に向かって上方部分に見られるもの、小範囲で数箇所に残存するもの

が認められる。また底面は斜面下方部分や、小範囲にあるものが認められるが、底面全体が焼

土化しているものはない。小範囲で複数箇所が焼土化しているものについては、当初から部分

的なものであったのか、或いは後に何等かの作用で小範囲の残存でしかなくなったのかは判然



としない。

被熱箇所と炭化物層との関係を見てみると、全体的な傾向として、戊化物層の見られる土坑

の焼け面は底面よりも壁面において顕著であることがわかる。焼土箇所と土坑の形態からみた

比較では、円形や細長い楕円形との間に明確な違いはみられなかった。

(方向性 )

焼壁土坑の立地が傾斜地であることから、作業容易な位置を土坑の下側と考え、長軸方向の

現瞭な楕円形土坑について見てみたところ、明らかに長軸方向のわかる精円形土坑10基のうち、

9基までが傾斜方向に直交するものであった。

けんとう城跡で検出された焼壁土坑の特徴をまとめてみると、「立地としては傾斜地、平坦

地を聞わず見られ、円形を基本とし、その多くが底面直上に炭化物層を形成すると同時に、底

面よりは壁面において焼土化が著しい土坑」、と言 うことができる。単に焼け面のある土坑と

いう点で見てみると、東北地方では本県や福島県について多くの検出例があげられて為 り、瀬

峰町の大境山遺跡では小竪穴遺構の名称で報告すると共に、宮城県内で焼け面を持つ土坑の集

成を行っている。これ以後においても、数遺跡で検出されて消 り、現在まで44遺跡以上で、165基

以上が確認されている。しかしこの数も、あくまで報告例からの判断によるもので、実際には

これよりもかなり多くの検出がなされているものと考えられる。検出数の多い遺跡としては、

瀬峰町大境山遺跡17基、色麻町上新田遺跡17基、河南町須恵糠塚遺跡15基、高清水町五輪 C遺

跡 8基、亘理町官前遺跡 8基、金成町佐野遺跡 7基、利府町六田遺跡 7基、仙台市土手内遺跡20

基以上、などがある。また福島県においても同様の性格を持つ土坑が数多く検出されている。

現在まで37遺跡、186基以上の検出例が報告され、これらは主に浜通 りの北部地域と中通 り、

会津の一部に見られる。検出数の多い遺跡としては、新地町武井地区遺跡群76基、北原遺跡 10

基、原田遺跡 7基、境A遺跡 6基、境 B遺跡23基、相馬市善光寺遺跡 11基、高田遺跡12基、鹿

島町烏崎古墳群11基などがある。仙台市内では茂庭地区の沼原A遺跡、嶺山C遺跡、町田遺跡

や、鴻ノ巣遺跡、松本遺跡、枡江遺跡、郡山遺跡、南小泉遺跡など、検出数は少ないながらも、

同様の性格をもった土坑が検出されている。しかしながら上坑の規模、形態、焼け面の状況は

様々で、これら全ての土坑が同一目的をもって使用されたというものではない。



短士長軸
10

茂庭東館・けんとう城跡
武井地区遺跡群

上新居田遺跡のA型とする土坑は、土坑中より上師器の出土があ り、壁面の焼け面が馬蹄形

に巡ることにより、煙出し、及び上部構造を想定した土師器などを焼成する客窯的なものとし

ている。同様に上器を焼成したとされるものとしては、郡山市広網遺跡検出の「平窯」がある。

これら以外の遺跡にも、土坑堆積土中より上器片が出土する例は多いが、いずれも少量で、性

格不明としているものも多い。また土坑内より骨片などが出土したことによって、火葬墓とし

ているものがある。松木遺跡、丸森町石神遺跡、柴田町葉坂戸ノ内遺跡では人骨や骨粉が出土

しており、また善光寺遺跡では 5号土坑から人骨片が出土したことから、一連の上坑を火葬墓

としている。善光寺遺跡にみられる土坑の規模は、長軸72～ 160clll、 短軸48～ 109clllの長方形を

主体とするものであり、床面上に厚さ 3～ 5 clllの 炭化物を多く含む層が見られ、壁面に比して

床面の焼け具合は弱いという。飯舘村岩下向A遺跡は 5基の焼土遺構が検出されたうちの一つ

から鉄塊破片が出土し、 9世紀代の精練鍛冶遺構としている。同様に鉄生産に関わる遺跡とし

て、近年多くの木炭焼成遺構を検出した新地町の武井地区遺跡群と、相馬市の国道H3号線バ

イパス関連の調査がある。ここでは合計100基以上の上坑が検出され、その大部分が長方形で、

底面上に多量の炭化物を含む層が見られ、焼け面は壁面を一巡するものが多い中、底面まで火

熱を受けている例は少ないというものである。木炭の樹種が同遺跡内に多く存在する 7～ 9世

紀の炭焼窯出上のものとほぼ一致することから、これらの上坑は簡易な木炭焼成遺構と考えら

れている。

これまで80を越える遺跡から検出された焼け面のある土坑の時期は、そのほとんどが 7世紀



から平安期のものとされている。中には確実に土坑に伴 うとされる土器により年代決定された

ものや、他の遺構との重複関係により推定されたものもあるが、その多くは堆積土中より土師

器片などが出土したことで土坑の年代が与えられた例が多い。

以上の各遺跡検出の土坑を見てみると、本遺跡のものとは焼け面を持つという共通性があり

ながらも、次のような相違点が見られる。第128図に見られるように、形態は本遺跡が基本的

に円形を主体としたものに対 して、土坑の性格の明らかな上新田遺跡や武井地区遺跡群など多

くは長方形、或いは楕円形を基調としたものである。中には円形、方形を呈するものも認めら

れるが、土坑全般の特徴とは言い難い。方向性についての報告例はあまり多くないが、須恵糠

塚遺跡は長方形、精円形土坑の長軸方向のほとんどが斜面に対して直交し、本遺跡と同様の方

向性が認められる一方、大境山遺跡では長方形土坑のうち約半数が直交し、残 りはほば平行す

るものとなっている。傾斜地で行われる作業を想定するなら、土坑の構築は作業効率を考えた

上で、傾斜に対する方向配置を決めているものと考えられる。土坑の特徴とも言える壁面など

の焼け具合については、本遺跡のものは壁面が赤褐色を呈するのに比べて、他例には壁面が還

元され青灰色を呈し、その被熱の程度が伺われるものもある。この事は当然のことながら、土

坑内焼成物の相違、使用頻度などからくるものである事は十分に考えられる所であろう。

しかしながら、前述した土坑の特徴も性格の解明されている他例との比較において、その状

況が極めて類似するものはなく、傍証的な意味あいに於いても本遺跡の焼壁土坑の特徴を理解

することは難しい。焼成されたものが未検出な以上、この土坑の性格を考える上で重要なこと

は土坑自体についてであり、その検討は土坑を形態、規模という計測値の検討に止どまること

無く、これらの要素を踏まえた上で、立地の違いによる形態上の異なりや焼土箇所の検討、堆

積土の詳細な観察が行われなくてはならない。焼壁土坑の用途として、先にみたある特別の目

的をもったものの可能性は十分に考えられるところだが、それ以外にも土坑内で火をた くとい

う、焚き火的な最も単純な行為によるものとの点からの検討も重要と思われる。

さらに考えなければならない視点の一つに土坑構築の必然性がある。今回の調査地の場合、

館跡内に検出されたとは言っても、周辺にそれらに関わる遺構らしきものは無く、館跡 との関

連性は認められない。焼土土坑と称される他例の多くが平安期のものと推されているが、本調

査に於いてはロクロ使用の上師器片が少量みられる以外に、その頃のものと断定される遺構は

みられない。また周辺には、集落跡等の生活域の立地に適した地形は認められない。この事は

焼壁土坑は集落域につくられ、使用頻度が高 く、常用的性格のものとは必ずしも言えないもの

と言えるかもしれない。

残念ながら今回の調査においては、木灰の樹種の同定作業をすることは出来なかった。この

分析作業により、土坑に対するある程度の理解は進むかもしれない。しかし武井地区の焼土土

坑において、土坑の理解があくまでも隣接する多くの木炭窯より出土した木炭と樹種が同じこ



とから推定されたことからも判るように、本遺跡の院壁土坑も周辺地域による各種遺構の分布、

地形的要因も加味した上での幅広い検討を要するものと思われる。全体として検出された遺構

の種別がそう多くなかった中でみられたこの焼壁土坑の在 り方は、今後、周辺地域における調

査の成果を持つところが大きいと同時に、地域的特徴を示す良好な資料であると言えよう。

4.堤
江戸幕府の法令で、水をめぐる施設に言及されるとき、一般的な言い方は「堤・川除」であ

った。特に17世紀中に著しく、18世紀に入る頃からは、これを基本にして他の施設が併記され

る例がお清い。これは、貯水施設が水利工事の主体であったことを示し、次第にその他の水利

施設の重要度が大きくなっていったことが反映されている (塚本 学「用水普請」講座・ 日本

技術の社会史 第 6巻『土木』)。

堤は、水防の施設でもあれば、用水の施設でもあった。茂庭周辺に散在する堤もこの目的で

築かれたものであろう。

調査区の近辺を記した古地図・史料が 2点存在する。

一つは、明治 8年、政府が各府県に対 し郡村ごとの地誌作成を求めたおりに編纂された「皇

国地誌 (郡地誌 )」 のうちの、「陸前国名取郡地誌」 (官城県図書館蔵)である。これには区域

。里程・ 戸数・ 男女人数 。山川・寺社 。物産・ 民業などが記され、明治22年の市制・ 町村制施

行以前の村々の姿を知ることができる。その成立は粥治20年を最終としており、明治初年の茂

庭村の様子をうかがうことができる。

その付図である茂庭村絵図 (巻頭)には、調査区に該当する地点に「空池」の記載があ り、

その上に「 ×」印が記されている。かつ「地誌」の本文では「 。・池」という記載で堤を表わ

しているが、「空池」の記載がないことから、絵図を作成した段階では「空池Jは存在 してい

たものの、地誌作成の段階では機能しておらず、本文の記載から除去すべき状況になっていた

ものと理解したい。

また、「空池」という呼称も、堤が決壊して貯水能力がなく、「空」になっている現況から名

付けられたものとも推測され、明治初年には堤の形態は留めていたものの機能は果たしていな

かった (=決壊していた)も のと考えられ、1875～ 1887年当時の状況がうかがえる。

また、文政年間 (1818～ 1830)に描かれた「名取郡北方茂庭村絵図」 (官城県図書館蔵)に

は、調査区に該当する地点には「堤」などの記載がなく、当時は「空池」はまだ築造されてい

なかったものとみられる。

したがって、「空池」の築造時期は、文政年間以降、明治初年までと特定でき、19世紀の中

頃と捉えられ、ほどなく決壊し、修復されることなく遺棄されたものであろう。



5.炭焼窯
今回検出した 2基の灰焼窯は、築窯の企画性からみて、ほば同時期に構築されたものとみら

れる。また、出土した遺物や、生出地区に盛行した製炭の時期からみても、昭和10～ 30年代の

操業と考えられ、「大竹式黒庚窯」であろう。

大竹式本炭窯は、福島県石川郡出身の大竹亀蔵氏が考案した築窯法で、昭和10年の木灰の官

営検査開始に伴い、全国的に普及した木炭窯である。それ以前に盛行していたものよりも収炭

率が高く、生材の22～23%の灰化率という。

調査結果では、床面の炭化層の堆積状況から、 S001灰焼窯では「 3回」の操業が推定でき

るが、炭焼きの「期間」は原料の制約から、「一窯一年」程度と言われ、補修して使用したも

のとしても、原木入手を払い下げにたよる「焼子」の「泊まり山方式」では、山中の炭焼窯の

存続期間には原料運搬の限界もあって、長期に及がことはないものとみなされる。また、よく

築いた灰焼窯は50回以上の製戊に耐えるという。

明治初年の成立とみられる「皇国地誌」の「名取郡地誌」の中の茂庭村の条項に、

「地勢…薪炭乏ツカラス」、「戸数…総計百四十四戸」、「物産 植物薪五十駄、製造物炭千九百

五十駄、其質美本国官城郡仙台へ輸送ス」、「民業 男、農ヲ業 トスル者百三十戸、薪炭フ業 ト

スル者十戸…」

という記載がみられ、製炭業が茂庭村に消いて重要な位置を占めていたことがわかる。

明治30年代の凶作救済に端を発する産業振興策が、製炭業定着の大きな契機となってお り、

大正期には木炭価格の暴騰も手伝って、換金の早い製灰は山村の副業として最大のものとな り、

石油 。ガス・電気等の進出による燃料革命のおこる昭和30年代中頃までその勢いは続いた。



Vま と め

昭和62・ 63年度、平成元年度に実施した茂庭けんとう城・東館跡の発掘調査の結果、

1)丘陵部では、約 3万年前に降下した川崎スコリア層を検出した。

2)縄文時代後期後葉、金剛寺式期の竪穴住居跡 1軒、埋設土器 1基、同時期を主とする「陥

し穴」と考えられる土坑28基を発見した。

3)遺構の年代や性格は特定できないが、壁面の焼けた「焼壁土坑」22基を発見した。

4)年代は特定できないが、土塁、道路を検出した。

5)江戸時代後期、文政年間以降に築造されて、決壊した「堤」を検出した。

6)昭和初年ころに操業していたとみられる「大竹式黒炭窯」 2基を検出した。

これらの成果からみて、中世の城館跡である茂庭けんとう城・東館跡の主体部は、平場や堀

切が明瞭に認められる尾根の頂部や北西側に限られ、南東側の尾根上や東側の裾部では土塁が

認められる他は、積極的に利用されていなかったものと考えられる。



出土遺物観察表 (抄)

昭和62・ 63年度

版

号

図

番
種    別 器  形

出 土 地 点
施 文 。 調 整 な ど

地区 遺構

71-1

71-2

71-3

縄文土器

縄文土器

縄文土器

深鉢

壷形土器

浅鉢

7区 S X02 波状口縁、円形刺突文、平行沈線区画文、

LR縄文、灰化物付着

縦位平行沈線 (渦巻文)、 斜位弧状沈線

LR縄文→磨消

平口縁に紐線で隆帯→半栽竹管刺突

波状隆線、横位 ミガキ

版

号

図

番

登録

番号
種  別 石  材

出 土 地 点 三皇法

施 文 。調 整 な ど
地 区 遺構 層位 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g)

５．‐
５．２
５．３
５．４
５．５
闘
聞
関
側
囮
７６．４
７６．８
７６．‐０
７６．２７
７７．‐
ｐ
網
胸
禍
７７．６
阿
陶
胸
御
７７．‐２
７７．‐３

66

2

63

67

65

64

8

62

86

108-2

108望

36

131

4

26

29

22

25

75

85-1

43

23

31

106

28

27

石鏃

石鏃

石鏃

石匙(断裂)

石匙

スクレイ′`一

スクレイパー

石ベラ

崇J片

象J片

剖片

学〕片

票I片

象J片

剣片

瑳質頁岩

黒色頁岩

差質頁岩

頁岩

凝灰岩

珪質凝灰岩

頁岩

頁岩

黒曜石

珪質凝灰岩

タンバク岩

差質凝灰岩

瑳質凝灰岩

頁岩

頁岩

鉄石英

鉄石英

頁岩

珪質頁岩

頁岩

頁岩

玉髄

黒色頁岩

凝灰岩

4区

9区

3区

7区

8区

3区

8区

10区

17区

14区

14区

17区

10区

10区

16区

14区

2区

4区

14区

17区

7区

7区

14区

10区

7区

N20W20

S30EW00

N10W10

S20W10

SK-52

S K52

S40E90

SR対 1

N20W30

S30E90

pit内

pit26

N20W20

S50E90

V

V

I

表土

Ⅳ

V

I

I

plu

plu

l

撹乱

Ⅲ b

表採

V

1

V

V

Ⅳ

Ⅳ

V

I

Ⅳ

37

27

30

37

7.8

6.8

69

13 0

16

3.1

28

35

5,3

21

21

28

37

35

48

40

66

50

51

50

88

12

17

11

30

21

71

58

53

14

25

16

16

16

23

21

22

33

18

33

41

58

42

47

37

39

03

04

06

10

09

15

16

18

04

09

08

11

08

07

03

07

15

13

10

15

19

20

15

09

23

15

10

20

94

110

49 0

27.8

■80

10

30

2_5

15

40

30

25

10

35

14.1

55

55

12 0

43 2

32 0

33 2

11,9

82 4

石刃状

刃部再成

微細象」離

微細加工痕又は製品の一部

刃部二次調整



平成元年度

版

号

図

番

録

号

登

番
種  別 器  形 部  位

出 土 地 点 法    量 (cm) 施文・ 調 整 な ど

地 区 遺構 層 位 器 高 口径 底径 外 面

49-1

49-2

49-3

49-4

49-5

49-6

49-7

4併8

49-9

4910

49-11

一　

　

一　

　

二

　

　

一　

　

一　

　

一　

　

一　

　

一　

　

一　

　

一

縄文上器

陶器

縄文土器

縄文上器

縄文上器

縄文土器

土師器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

碗

深鉢

深鉢

深鉢

(上器D)

深 鉢

(上器 A)

深鉢

(上器C)

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

底部

底部

底部

I区

Ⅲ区

I区

I区

VE区

I区

I区

I区

I区

SK-15

SK-15

SI-01

SI-01

SI刊 1

SL引01

SI-01

皿

皿

I

I

表土

4

I

構築土

(268)

(108)

36

(■ 5)

25 2

(289)

(72)

(6)

(62)

櫛 歯 条 線 文

5本 1組 、幅 6 HII

体部に補修孔

櫛 歯 条 線 文
6本 1組、幅 7ml

体部に補修孔

版

号

図

番

録

号

登

番
種  別 材  質

出 土 地 点 雁  首 (clll)

地 区 遺構 層位 長 さ 幅 厚 さ

煙管 SD刊 1 14

版

号

図

番

録

号

登

番
種  別 材  質

出 土 地 点 法  量 (cl l) 茎   (cl l)

地 区 遺構 層位 棟長 棟幅 峰部厚 長 さ 幅 厚 さ

力子 Ⅱ区 表土 16+25+α 18～20 03 02～08

版

号

図

番

録

号

登

番
種  別 石  材

出 土 地 点 法 量

施 文 。調 整 な ど
地区 遺構 層位 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(ca) 童量(g)

０・３

０・４

０・５

０・６

０・７

０・８

０・９

Ｈ

‐・２

‐・３

‐・４
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９
．
２

・
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・
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・
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・
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・
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・
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二

石匙

石匙

凹石

凹石

凹石

磨石

磨石

磨石

凹石

頁岩

珪質凝灰岩

頁岩

瑳質凝灰岩

凝灰岩

珪質凝灰岩

セン)]ク岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

I区

ⅡC区

IC区

Ⅱ区

Ⅱ区

I区

I区

IC区

ⅡD区

VC区

VE区

VF区

IC区

SI-01

S X l14

Ⅵ上面

ll上面

lI上面

表土

Ⅵ上面

表土

表土

堤第1

表土

表土

表土

Ⅵ上面

23

28

55

52

63

62

80

99

92

92

134

132

112

216

42

20

35

34

47

31

29

75

82

76

10 1

70

10■

20 5

14

09

09

15

12

09

08

40

49

48

81

64

38

58
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久保田正寿 土器の焼成 1 1989



昭和62・ 63年度
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発掘調査
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図版 1 調査区全景航空写真

(昭和62年 12月 鉛アジア航測撮影)



図版 2 調査区遠景
(南西より)

図版 3 102T 全景
(南より)

図版 4 12T 土師器・甕
(図版73-1)
出土状況 (北より)
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図版 5 4区  Bベル ト
セクション

(南東より)

図版 6 10区西壁ベル ト
セクションAベル ト

(北西より)

図版 7 」ベル ト12区西壁
セクション (東より)
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図版 8 Kベル ト13区西壁
セクション(東より)

図版 9 3G (ゴしより)

図版10 6Gス コリア層
(北より)
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図版11 調査風景 (Ⅱ 区)

図版12 Ⅳ区完掘全景

(東より)
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図版13 Ⅵ区全景 (西より)



図版14 V区全景 (西より)

図版15 2・ 4・ 7区全景
(東より)

図版16 8区全景 (東より)



図版17 9区全景 (西より)
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図版18 10区全景 (東より)



図版19 調査区全景 (北より)



図版20 11区全景 (東より)

図版21 15区全景 (北より)

図版22 16区 全景 (南より)
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図版23 1号炭焼窯・
土取坑確認状況

(西より)

図版24 1号炭焼窯・
完掘全景 (西より)

1号炭焼窯・

完掘全景 (東より)
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図版26 2号炭焼窯 (東より)

図版27 2号炭焼窯・
煙突完掘全景

(東より)

図版28 2号炭焼窯・
完掘全景 (西より)
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図版29 S101完掘
(西より)

図版30 SK01完掘
(北束より)

図版31 S K01セ クション

(南東より)
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図版33 SK05完掘
(封しより)

S K05・ 06

検出状況 (北より)

S K05・ 06完掘

(北より)
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図版35 S K06底面杭
検出状況 (北東より)

図版36 杭噺割セクション
(北東より)

図版37 SK06底面杭跡
セクション

(北東より)
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図版38 SKll完掘
(南より)

図版39 SKll底面工具痕跡
(拡大 )

図版40 S K13検 出状況
(北東より)
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図版41 S K13セ クション

(南より)

図版43 SK18焼壁土坑
完掘 (南より)
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図版44 S K19検出状況

(東より)

図版45 S K19完掘全景

(南より)

図版46 SK19セ クション
(東より)
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図版47 SK20完掘 (北より)

図版48 SK24セ クション
(南より)
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図版50 SK24底面
ピットセクション

図版51 S K25完掘
(北東より)

S K26完掘

(東より)
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図版52
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図版53 SK27・ 36検出状況
(北東より)

図版54 S K27完掘 (東より)

図版55 SK27セ クション
(北より)
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図版56 SK28完掘 (東より)

図版57 S K29完掘 (東より)

図版58 S K29セ クション

(南より)
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図版59 SK31完掘
(北東より)

図版60 SK36完掘
(北西より)

図版61 S K44完掘 (西より)



図版62 SK46完掘 (東より)

図版63 SK47完掘 (北西より)

図版64 SK48完掘
(北西より)
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図版65 SK49完掘 lHヒより)

図版66 埋甕 1・ 2(北より)

図版67 埋甕 1・ 2
断面 (北より)
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図版68 縄文土器 (図版712)

出土状況 (北より)
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図版69 石ベラ (図版758)

出土状況 (東 より)

図版70 磁器 (漆付着 )
(図版7312)

出土状況 (南より)
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図版72 出土遺物 (2)
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図版73 出土遺物 (3)
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図版74 出土遺物 (4)



Ё

日

図版75 出土遺物 (5)
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図版76 出土遺物 (6)





図版78 出土遺物 (3)



図版79 出土遺物 (9)
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図版80 出土遺物 (10)
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図版82 出土遺物 (12)
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体
2 mm

写真 7

ノイバラの刺

醸

2 mm

写真 8

サンショウの兒

蜂
写真 9

タウノキの刺

写真 1

落し穴から出上 した材 Iの横断面

写真 4

落し穴から出土 した材工の横断面

'N騨鮨凛ηF

2用冊

写真 12

エゴノキの種子

FI・
    ―凛「. :i→

tt‐
_, _・

と―と餓遮簾言上ゴ!字
写真 2

落 し穴から出上 した材 Iの接線断面

=IE〓
F警

―
・

写真 5

落し穴から出上 した材 Iの接線断面

写真 3

落 し穴から出土 した材 Iの放射Lf面

写真 6

落し穴から出上 した材 Iの放射断面

写真 10

落 し穴から出土 したノブ ドゥの種子 (中央 )
右下 i現在のノブ ドウ種子

右上 iサ ンカクブル

左上 :ツ タ  左下 iヤ マブ ドウ

2 mm

写真13

五
l m

写真14

2 mm

写真15
ヒヨ ドリバナの種子

左は現在のもの

コウブリナの種子    フシグロセンノウの種子
右は現在のもの

写真 16

ヤマニガナの種子

◆ 予→
― 韓

写真 17

サナエクデまたはォォィヌタデの種子

図版83 植物遺体
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写 真

発掘調査

図 版



図版 1 調査区遠景 (東より)

図版 2 昭和63年度試掘状況
(V区 。西より)

図版 3 調査以前の状況
(Ⅳ区・西より)
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図版 4 調査以前の状況
(I・ Ⅱ・Ⅳ区。東より)

図版 5 調査区以前の状況
(I区・土塁・北より)

図版 6 調査区以前の状況
(Ⅲ 区・西より)
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図版 7 1・ 工区全景 (北より)

図版 8 調査区全景 (I・ Ⅱ oⅣ 区)(東より)
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図版 9 Ⅱ oⅣ 区全景 (北より)

図版10 1・ Ⅱ・ Ⅳ・ V区全景
(東より)



図版1l S 101住 居跡検出状況

(北東より)

図版12 S101遺物出土状況
(北より)

図版13 S101底面検出全景
(北東より)
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図版14 S101底面検出全景
(東より)

図版15 S101完掘全景
(南より)

図版16 S101炉 内セクション
(南より)



図版17 S101土器出土状況
(東より)

図版18 Ⅱ区東半全景 (南より)

図版19 亜区南端Ⅳ層除去後
(南より)
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Ⅱ区S K05・ 06・ 07・

08検出状況 (南西より)

図版21 S K05・ 06完掘全景
(東より)
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S K07・ 08完掘全景

(東より)

Ⅱ区陥し穴列

(北より)
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図版24 S K07セ クション

(西より)

図版25 SK07遺物出土状況
(東より)

図版26 SK09完掘全景
(1とより)
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図版27 SK13完掘全景
(東より)

図版23 SK15完掘全景
(束より)

f■革下
ti - 1

: 

―

.猛 イ
|

β
，イ
一

す||



I

I―鑑華Ⅲlゞ峯

を
「
．
卜．一・

十一一．↓〓一一

・ｉ工一一一一

一
　
一
一
一
・
一
一
一
一

一一
，
，ｉｆ．を
一

一一十“一二

″一一ｉ

．　
一ヽ一　
一
・一・・４

―■■ |■二|―
i幕 |ェ .=

|=li■ i

図版29 SK16完掘全景
(北より)

図版30 SK17セ クション
(西より)

々
４

■ :ミ |■ ||



図版32 S K20検出状況
(南より)
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図版34 SK21セ クション
(東より)

図版35 SX04完掘全景
(南より)
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図版36 S X04遺物出土状況

(東より)

図版37 P,5セ クション
(西南より)

図版38 P.5完掘全景
(西より)
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Ⅳ区 (堤)全景
(北より)

図版40 Ⅳ区堤構築土
堆積状況 (北より)

図版41 Ⅳ区堤セクション
(北より)



図版42 V区堤セクション
(Jしより)

図版43 Ⅳ区堤セクション
(南より)
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鞠

零亀等

図版44 V区堤セクション
(南より)

図版45 Ⅲ区完掘全景

(北西より)

図版46 Ⅲ区東端セクション
(南より)
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図版47 1区・土塁検出全景
(封とより)

図版48 1区・土塁西半
検出状況 (北より)
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図版49 出土遺物 (1)
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図版50 出土遺物 (2)



図版51 出土遺物 (3)
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